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学校名 福井県立高志高等学校

学科名 対象学年 単位数

普通科理系 2 2

科目の目標

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解

様々な文章を関心をもっ
て積極的に読み、自己の
知識や考えの発展に活か
そうとしている。

目的や場に応じて、効果
的に話すことで自己を表
現したり、的確に聞き
取って考えを深めてい
る。

相手や目的、意図に応じ
て、正しい表現を用い、
自己の考えをまとめ、深
めている。

文章の構成や展開、要旨
などを的確に捉え、書き
手や文章中の人物のもの
の見方、感じ方、考え方
など中心的な内容を正確
に把握している。

文章の構成や語句などの
知識を身につけるととも
に、文章読解を通して
様々な考え方を理解して
いる。

評価方法

令和３年度　国語科　指導と評価の年間計画

評価の観点および評価規準

【関 心・意 欲】出席状況、発言やノート等の授業態度、課題への取組状況。
【学習到達度】中間・期末考査等の定期考査の得点。
【表 　現　 力】文字作品（随筆・感想文等）、音声表現（スピーチ等）の内容や完成度。

精選現代文B改訂版（筑摩書房）

教科書（出版社・タイトル）

新総合図説国語（東京書籍）
頻出漢字マスター３０００（尚文出版）

補助教材等

近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高めるとともに、ものの見方、感じ方、考
え方を深め、進んで読書することによって、国語の向上を図り人生を豊かにする態度を育てる。

科目名

現代文B



学校名・学科・学年　福井県立高志高等学校　普通科（理系）２年

4
構成・展開
を捉える

ラップトップ抱えた「石器
人」

○ 6

・具体例に注目し、筆者の意見を読み
取ることができる。
・筆者の意見をもとに、自己の生活の
中から具体例にふさわしい事例を考
え、まとめることができる。
・語句の正しい意味を理解する。

具体例と意見の
関係に注目し、
書き手の考えを
読み取ろうとし
ている。（行動
の観察）

具体例と意見の
関係を考え、適
切性を判断する
と共に自らの生
活を振り返り、
適切な事例を挙
げまとめようと
している。（記
述の確認・定期
考査）

語句の正しい意味
を理解する。（定
期考査）

書き手の意図を正しく捉え、それを踏ま
えての意見文を適切な具体例を用いて書
く。

5
書き手の意
図を捉える

水かまきり ○ 6

・登場人物の人物背景を意識しながら
読む態度を身につける。
・書き手の意図を作品中に理由を求め
ながら考えることができる。
・確かな理由のもとに本文を理解でき
る。

人物背景を意識
しながら理解し
ようとしてい
る。（行動の観
察・記述の確
認）

書き手の意図を
本文の記述や記
述から考えられ
る内容をもとに
理解しようとし
ている。（記述
の確認・定期考
査）

文中の記述をもと
に考えるという読
みができるように
なる。（記述の確
認・定期考査）

話し合いを通して、書き手の意図を捉え
る。

5～6
自己の考え
を深める

山月記 ○ 8

・小説の構成・登場人物像とその心理
を読み取ることができる。
・主題の把握を通して、人間はいかに
生きるべきかについて考えを深める。
・話し合いを通して、「生きる」こと
に対する様々な考えを知る。

登場人物の行動
と心情を丁寧に
読み取り、自己
に置き換えて考
えようとしてい
る。（記述の確
認・発問の答
え）

自己の意見を持
ち、他者との話
し合いを通し
て、考えを深め
ようとしてい
る。（行動の観
察・定期考査）

「生きる」ことに
対しての様々な考
えを知る。（行動
の観察）

話し合いを通して、自己の「生き方」に
ついて考え、まとめる。

6～7
論理性を評
価する

思考バイアス ○ 7

・文の展開を意識して読み取る力を身
につける。
・文章の展開を的確に捉え、要約文を
書き、互いに評価することができる。
・文の展開と接続詞等の関係を意識す
ることができる。

文章の展開を捉
え、自分なりに
まとめようとし
ている。（記述
の確認）

文章の展開を的
確に捉え、論理
性を考えた上で
の要約文を書
き、互いに評価
しようとしてい
る。（行動の観
察・記述の確
認・定期考査）

接続詞等の働きを
正しく理解する。
（行動の観察・定
期考査）

語句や展開の仕方に注意し、要旨を捉え
てまとめ、評価する。

9
文章を批評

する
文学の仕事 ○ 6

・物事を多角的に捉え考える。
・各自の意見をもとに議論し、思考を
深める。
・多くの視点をもとに論証されている
という展開を知る。

文中の語句の働
きに注意して、
要旨を捉えよう
としている。
（行動の観察・
記述の確認）

自己の意見を持
ち、他者と議論
しようとしてい
る。（行動の観
察）

多角的な視点をも
とに展開される文
章の構成について
知る。（行動の観
察・定期考査）

・筆者の意見に対する自己の意見を、肯
定・否定の両面から考えた上で、最終的
な自己の意見をまとめる。
・自己の意見をもとに、他者と議論す
る。

9～
10

意見文を書
く

藤野先生 ○ 6

・印象的な表現や心情を中心に読む。
・人間と社会の深い関わり合いの錯綜
を読み解き、人生について深く考える
態度を身につける。

作品の時代状況
や社会状況やそ
の背景を考えて
読み味わい、理
解しようとして
いる。（行動の
観察）

作者にとって藤
野先生がどのよ
うな存在だった
かを作品に基づ
いて読み解き、
随想文を書く。
（記述の確認・
定期考査）

魯迅とその作品に
関して理解してい
る。（行動の観
察・定期考査）

作品を読んで考えたことを基にして、
「学ぶこと」「書くこと」「誠意」など
のテーマで随想文を創作する。

10
実用の文章
を書く

報告 ○ 4

情報を収集・分析・整理し、聞き手の
存在を意識して、効果的に表現するこ
とができる。

積極的に情報を
収集・分析し、
効果的にまとめ
ようとしてい
る。（行動の観
察・記述の確
認）

整理した情報を
聞き手を意識し
て効果的に表現
しようとしてい
る。（記述の確
認）

情報の収集・分
析・整理の方法
や、効果的な表現
の仕方について知
る。（記述の確
認）

発表する。

10
～
11

構成・展開
を理解する

ファンタジー・ワールドの
誕生

○ 6

・段落相互の関係を意識して、主張や
論理展開を的確に理解する。
・表現に注意して、筆者の特徴的な見
解を理解する。
・ものの見方・感じ方・考え方を深め
る。

主張や展開を的
確に理解しよう
としている。
（行動の観察）

主張や論理展
開、表現等に注
意して、筆者の
主張や見解を丁
寧に読み取ろう
としている。
（発問の答え・
記述の確認・定
期考査）

作品を通して、新
たなものの見方・
考え方に気づく。
（記述の確認）

個人で読み取った論理展開や筆者の主張
について、ペアで確認する。

11
～
12

生き方につ
いて考える

空と風と星と詩 ○ 6

・本文から主人公の生涯を読み取る。
・鑑賞文をもととした話し合いを通し
て、主人公の生き方を考察し、「人間
の質」について考える。
・詩の特性について知る。

時代背景と主人
公の生涯との繋
がりを意識しな
がら読もうとし
ている。（行動
の観察）

詩のの鑑賞文を
書き、話し合い
を通して「人間
の質」について
考えようとして
いる。（行動の
観察・記述の確
認）

詩の余情性や言葉
の裏にある意味の
重要性について知
る。（記述の確
認・定期考査）

・詩の鑑賞文を書く。
・話し合いを通して「人間の質」につい
て考える。

1
要旨を的確
に捉える

「である」ことと「する」
こと

○ 6

・日本の近代化の問題点を読み取るこ
とができる。
・論の展開を丁寧にとらえ、要旨を的
確に捉えることができる。
・多くの符号が持つ意味を理解する。

日本の近代化に
ついて読み取ろ
うとしている。
（行動の観察）

段落の関係性等
に注意しなが
ら、論の展開を
丁寧にとらえ、
要旨を読み取ろ
うとしている。
（記述の確認・
定期考査）

多くの符号が持つ
意味合いについて
理解し、本文中で
の役割を知る。
（記述の確認・定
期考査）

個人で書いた要旨についてペアで意見交
換する。

１
～
２

人の生き
方・考え方
について思
考する

こころ ○ 9

・登場人物の心情の変化を読み取るこ
とができる。
・「K」の自殺という行為を中心に、人
の生き方、考え方について思考し、ま
とめ発表する。
・登場人物の行動から心情を考える視
点を身につける。

登場人物の心情
の変化を人物の
行動をもとにし
て読み取ろうと
している。（発
問・記述の確
認）

「K」の自殺とい
う行為を中心
に、自殺の理
由、決意の時
期、その行為に
ついての是非等
について議論し
ようとしてい
る。（行動の観
察）

人の行動と心情の
関係について理解
する。（記述の確
認・定期考査）

「K」の自殺という行為を通して様々課題
を設定し話し合う。

70

「現代文Ｂ」　指導と評価の年間計画

実
施
月

教材名

イ ウ

単元名 単元の目標

指導事項

オ

中間考査②

関心・意欲・
態度

（評価方法）

話す・聞く能力
書く能力
読む能力

（評価方法）

具体の評価規準（評価方法）

中間考査①

期末考査

学年末考査

2単位　70時間の場合の例

ア

単元全体で
取り上げる

言語活動／学習活動知識・理解
（評価方法）

指
導
時
数

中間考査②

中間考査①

備　　　考
（他教科との関

係、
学校図書館の活

用、
ＩＣＴの活用

等）

エ



学校名　福井県立高志高等学校

学科名 対象学年 単位数

普通科理系 2年 3

科目の目標

知識・理解

伝統的な言語文化及び言
葉の特徴などの理解を深
め，知識を身に付けてい
る。

評価方法

【関 心・意 欲】出席状況、発言やノート等の授業態度、課題や小テスト等への取組状況。
【学習到達度】中間・期末考査等の定期考査の得点、提出物の評価。

古典としての古文と漢文を読む能力を養うとともに，ものの見方，感じ方，考え方を広くし，古典につい
ての理解や関心を深めることによって人生を豊かにする態度を育てる。

評価の観点および評価規準

関心・意欲・態度 読む能力

古典を読む力を進んで高めるとともに，古典につい
ての理解や関心を深めようとしている。

まとまりのある古典を読み,古典に表れた思想や感情
を捉え，自分の考えを深め，発展させている。

令和３年度　国語科　指導と評価の年間計画

科目名

古典Ｂ

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

古典Ｂ古文編［改訂版］・古典Ｂ漢文編［改訂版］（三省堂　古Ｂ 333･334）

新総合図説国語(東京書籍）
完全マスター古典文法（第一学習社）

漢文読本（大修館書店）・新明説漢文（尚文出版）
解法古文単語３５０（数研出版）



学校名・学科・学年  福井県立高志高等学校　普通科（理系）２年

4～5

《古文》
説話を読む
《漢文》
説話を読む

《古文》
安養の尼上の小袖（十訓抄）
やさし蔵人（大和物語）
《漢文》
糟糠之妻（後漢書）
王昭君（西京雑記）
漱石枕流（背説新語）

○ ○ 12

《古文》説話を読み、時代と社会に対
する認識を深めるとともに、そこに描
かれた多様な人物像に触れることで、
古典に親しむ態度を養う。
《漢文》比較的短い逸話作品の読解を
通して、漢文に用いられる語句の意
味、用法を理解し、その構成や展開に
即した主題の読み取りができるように
し、古典に触れる楽しさを味わう。

それぞれの話を
正確に読解し、
登場人物の行動
や心情を読み取
ろうとしてい
る。(行動の観
察)

それぞれの話を
正確に読解し、
登場人物の行動
や心情を読み
取っている。
（記述の確認・
定期考査）

作品に関する文
学史的な基礎知
識を正確な読解
に結びつけてい
る。再読文字や
句形に関する理
解を深めてい
る。（定期考
査）

・（読むこと）人物に焦点を当てた説話
を紹介し合い、現代に通じるユーモアや
情趣を分析し、味わう。

5～6

《古文》
歌物語を読む
《漢文》
史伝を読む

《古文》
狩りの使ひ（伊勢物語）
小野の雪（伊勢物語）
《漢文》
鴻門之会（史記）

○ ○ 16

《古文》歌物語を読み、話の展開を正
確に読み取るとともに、和歌に託され
た心情を考えることで歌物語を鑑賞す
る力と古典に親しむ態度を養う。
《漢文》史記を読解しながら項羽と劉
邦を中心として多彩な登場人物の描写
を味わうとともに、作者司馬遷の人間
に対する観察眼、洞察力にふれる。

正確な読解をも
とにして、話の
展開や登場人物
の心情を理解し
ようとしてい
る。(行動の観
察)

正確な読解をも
とにして、話の
展開や登場人物
の心情を理解し
ている。（記述
の確認・定期考
査）

和歌の修辞の理
解、および歌物
語の知識、重要
句形を鑑賞に結
びつけている。
（定期考査）

・（書くこと）歌物語の印象的な場面に
ついて台本を作り、風景や人物の仕草や
具体的な台詞などを想像して創作する。

7～8

《古文》
随筆を読む
《漢文》
史伝を読む

《古文》
すさまじきもの（枕草子）
ゆく川の流れ（方丈記）
《漢文》
四面楚歌（史記）
項王の最期（史記） ○ ○ 14

《古文》作者のものの見方、感じ方、
考え方について理解を深めるととも
に、文化や感性の伝統について考え
る。
《漢文》史記を読解しながら項羽と劉
邦を中心として多彩な登場人物の描写
を味わうとともに、作者司馬遷の人間
に対する観察眼、洞察力にふれる。

描かれた題材を
正確に読み取
り、表現の特色
や作者のものの
見方、感じ方、
考え方について
考えようとして
いる。(行動の観
察)

描かれた題材を
正確に読み取
り、表現の特色
や作者のものの
見方、感じ方、
考え方について
考えている。
（記述の確認・
定期考査）

作品に関する文
学史的な基礎知
識、重要句形を
正確な読解に結
びつけている。
（定期考査）

・（読むこと）項羽と劉邦のリーダー性
の違いを分析し、現在のリーダー論と比
較して、どの場面でどう振る舞うべき
だったかを考える。

9

《古文》
歴史物語を読む
《漢文》
日本の漢詩文・
思想を読む

《古文》
雲林院の菩提講、弓争ひ（大鏡）
《漢文》
長沮・桀溺（孔子）
不忍人之心（孟子）
人之性悪（荀子）

○ ○ 12

《古文》描かれたエピソードや、登場
人物の人間像を読み取るとともに、そ
のエピソードや人物について語る語り
手のスタンスを正しく捉えて鑑賞す
る。
《漢文》
・それぞれの思想家のものの見方、考
え方を理解するとともに、それらの生
まれた時代背景への理解を深め、それ
らの思想がわが国の文化や社会に与え
た影響についても考える。

正確な読解をも
とにして、登場
人物、思想家の
行動や心情を理
解しようとして
いる。(行動の観
察)

正確な読解をも
とにして、登場
人物、思想家の
行動や心情を理
解している。
（記述の確認・
定期考査）

作品の特色につ
いて理解し、文
法や句法を用い
て、その知識を
読解に結びつけ
ている。（定期
考査）

・（話すこと）性善説と性悪説について
具体的な根拠を挙げながら議論し、相手
の論も整理して反論する。

10

《古文》
軍記物語
《漢文》
思想を読む

《古文》
忠度の都落ち（平家物語）
《漢文》
小国寡民（老子）

○ ○ ○ 12

《古文》音読を通して語り物の特徴を
知るとともに、生死に直面した人間の
行動を通して、生き方についての考え
を深める。
《漢文》思想家のものの見方、考え方
を理解するとともに、それらの生まれ
た時代背景への理解を深め、それらの
思想がわが国の文化や社会に与えた影
響についても考える。

音読を通して文
体を味わい、内
容を踏まえて人
間の生き方につ
いての考えを深
めようとしてい
る。(行動の観
察)

登場人物の置か
れた状況やその
心情を読み取
る。（記述の確
認・定期考査）

基本的な敬語法
について理解し
ている。（定期
考査）

・（話すこと）古典に表れた人間の生き
方や考え方などについて、文章中の表現
を根拠にして話し合うこと。

11

《古文》
日記を読む
《漢文》
文章を読む

《古文》
あこがれ（更級日記）
源氏の五十余巻（更級日記）
《漢文》
漁父辞（屈平）

○ ○ 12

《古文》女性の手になる日記作品を読
み、当時の宮廷女性の生き方を知ると
ともに、それぞれの作品にあらわれた
ものの見方、感じ方、考え方を参考に
して作品を鑑賞する。
《漢文》詩についての基本的事項を理
解し、そこに描かれた情景や作者の心
情を読み味わう。

作品から読み取
れる作者の心情
や感性を理解す
るとともに、登
場人物の人物像
について考えよ
うとしている。
(行動の観察)

作品から読み取
れる作者の心情
や感性を理解す
るとともに、登
場人物の人物像
について考えて
いる。（記述の
確認・定期考
査）

文学史的な基礎
知識、文法や句
法を、正確な読
解に結びつけて
いる。（定期考
査）

・（読むこと）更級日記からわかる、当
時の地理的条件の差異や源氏物語への世
間の反応をまとめ、整理する。

12

《古文》
物語を読む
《漢文》
詩を読む

《古文》
光源氏の誕生（源氏物語）
《漢文》
春夜喜雨（杜甫）

○ ○ ○ 12

《古文》源氏物語を読み、光源氏を取
り巻く女性達の物語の読解・鑑賞を通
して、日本文学の最高傑作とされる作
品世界に触れるとともに、時代を超え
た人間の真実に触れることで、古典に
親しむ態度を養う。
《漢文》詩に詠み込まれた情景や作者
の心情を読み味わう。

各場面の状況や
登場人物、その
行動や心情につ
いて正確に理解
しようとしてい
る。(行動の観
察)

各場面の状況や
登場人物、その
行動や心情につ
いて正確に理解
している。（記
述の確認・定期
考査）

作品の特質、近
体詩のきまりを
理解し、その知
識を読解に結び
つけている。
（定期考査）

・（読むこと）源氏物語の中にある、
「宮中の生活」「帝・天皇」についての
知識を整理し、具体的なエピソードも調
べて紹介し合う。

1

《古文》
評論を読む
随筆を読む
《漢文》
史伝を読む

《古文》
笈の小文（笈の小文）
世に語り伝ふること（徒然草）
《漢文》
完璧帰趙（史記）
澠池之会（史記） ○ ○ 12

《古文》評論や随筆を読み、古典文学
の根底にあるものの見方・感じ方・考
え方を知ることで、我が国の伝統と文
化について理解を深め、古典に親しむ
態度を養う。
《漢文》長文の読解を通して、漢文の
表現に慣れ、語句や句形の知識の定着
と、内容把握能力の向上を図る。

作品のテーマを
読み取り、作者
のものの見方・
考え方を理解し
ようとしてい
る。(行動の観
察)

作品のテーマを
読み取り、作者
のものの見方・
考え方を理解し
ている。（記述
の確認・定期考
査）

さまざまなもの
の見方・考え
方・感じ方を知
ることで自己の
視野を広げ、句
形や意味から正
しく口語訳をし
ている。（定期
考査）

・（読むこと）史記を通じて、感情を表
すような漢字に注目し、緊迫した場面を
テンポ良く伝える工夫を考える。

2～3

《古文》
日記を読む
《漢文》
史伝を読む

《古文》
なべて世のはかなきことを（建礼
門院右京大夫集）
《漢文》
刎頸之交（史記）

○ ○ ○ 15

《古文》作者が置かれた状況を理解
し、和歌にこめられた作者の心情を読
み取る。
《漢文》長文の読解を通して、漢文の
表現に慣れ、語句や句形の知識の定着
と、内容把握能力の向上を図る。

歴史的背景をと
らえ、作者が置
かれた状況とそ
の心情を理解し
ようとしてい
る。(行動の観
察)

和歌を通して作
者の心情を読み
取る。（記述の
確認・定期考
査）

基本的な助詞に
ついて理解して
いる。（定期考
査）

・（話すこと）古典に表れた人間の生き
方や考え方などについて、文章中の表現
を根拠にして話し合うこと。

105

中間考査①

実力評価テスト

中間考査②

学年末考査

3単位　105時間の場合の例

読む能力
（評価方法）

知識・理解
（評価方法）

中間考査①

中間考査②

実力評価テスト

期末考査

イ ウ エ オ
関心・意欲・

態度
（評価方法）

「古典Ｂ」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名 教材名

指導事項

単元の目標

具体の評価規準（評価方法）

単元全体で
取り上げる

言語活動／学習活動

備　　　考
（他教科との関

係、
学校図書館の活

用、
ＩＣＴの活用

等）

ア



科目名 学科名 対象学年 単位数

世界史Ａ 普通科理系 ２年 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

近現代史を中心とする世界の歴史
に対する関心と課題意識を高め，
意欲的に追究するとともに，国際
社会に主体的に生き国家・社会を
形成する日本国民としての責務を
果たそうとする。

現代世界の諸課題を歴史的観点か
ら考察し，国際社会の変化を踏ま
え公正に判断して，その過程や結
果を適切に表現している。

近現代史を中心とする世界の歴史
に関する諸資料を収集し，有用な
情報を選択して，読み取ったり図
表などにまとめたりしている。

近現代史を中心とする世界の歴史
についての基本的な事柄を地理的
条件や日本の歴史と関連づけなが
ら理解し，その知識を身につけて
いる。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト

１．近現代史を中心とする世界の歴史を諸資料に基づき地理的条件や日本の歴史と関連づけながら理解する。
２．現代の諸課題を歴史的観点から考察することによって，歴史的思考力を培う。
３．国際社会に主体的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。

評価の観点および評価規準

評価の方法

令和３年度 　地歴・公民科　指導と評価の年間計画

学校名　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

山川出版社　　『要説　世界史』 ダイアローグ世界史図表　　新世界史Ａ研究ノート



関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

(評価の方法) (評価の方法) (評価の方法) (評価の方法)

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト
・模擬試験

1 序章　古代文明の形成 4 2

・自然環境と人類の歴史と
の関係に関心をもつ。
・農耕や牧畜，遊牧などに
関心をもち学ぼうとする。

・なぜ人類の進化がとげた
のか考えている。
・文明の形成と道具や技術
について考えている。

・考古学資料や写真などを
適切に活用している。

・人類の特性や文明の成立
ちを理解している。

古代文明の形成
・気候や地形など自然環境と歴史・文明の関係を考え
る。
・人類の進化と文明の形成を理解する。

・人類の進化を理解し、他者に
伝達する。

第１章　諸地域世界の形成と交
流

・人類が白然環境に適応し
ながら築き上げた諸文明及
び諸地域世界に対する関心
を高め，意欲的に追究しよ
うとしている。
・ユーラシアの海域及び内
陸のネットワークを背景と
した諸地域世界の交流と，
新たな地域世界の形成や再
編に対する関心を高め，意
欲的に追究しようとしてい
る。

・世界各地に形成された諸
文明及び諸地域世界の特色
を多面的・多角的に考察
し，その過程や結果を適切
に表現している。
・諸地域世界の交流や新た
な地域世界の形成過程及び
地域世界間の交流が及ぼし
た影響を多面的・多角的に
考察し，その過程や結果を
適切に表現している。

・世界各地に形成された諸
地域世界の特質に関する諸
資料を収集し，読み取った
り図表などにまとめたりし
ている。
・諸地域世界の交流や新た
な地域世界の特質に関する
諸資料を収集し，読み取っ
たり図表などにまとめたり
している。

・世界各地に形成された独
自の地域世界の特質につい
ての基本的な事柄を把握
し，その知識を身に付けて
いる。
・ユーラシアの海域及び内
陸のネットワークを背景と
した諸地域世界の交流と，
新たな地域世界の形成や再
編についての基本的な事柄
を把握し，その知識を身に
付けている。

①　東アジア世界・内陸アジア世界
　１．中国文明の始まりと中国の統一
　２．東アジア世界の形成
・東アジア世界の特質と周辺地域との関連を理解する。
・内陸アジア世界の動向と中国への影響を理解する。
世界と日本①　東アジア世界と日本
・日本と中国・朝鮮との交流をまとめる。
・交流による文化・政治への影響を理解する。
②　南アジア世界・東南アジア世界
　１．南アジア世界
　２．東南アジア世界
・南アジア世界の特質を宗教の変遷から理解する。
・東南アジア世界の文化の多様性を理解する。

・諸地域の文明の概略や特色を
理解し、他者へ伝える。
・グループに分かれて担当する
地域を決め、その地域の歴史や
特色を図表形式にまとめる。
・諸文明の交流を理解し、退社
に伝える。

③　西アジア世界
　１．古代オリエント世界
　２．イスラーム世界
・西アジア世界の特質を宗教面から理解する。
・古代オリエント文明の特色を理解する。
・イスラーム世界の変遷を概略的に理解する。
④　ヨーロッパ世界
　１．古代の地中海世界
　２．中世ヨーロッパ世界
・ヨーロッパ世界の特質をキリスト教から理解する。
・古代地中海世界の文明を理解する。
・ヨーロッパ世界の形成・発展・変化の歴史を理解す
る。
⑤　諸文明を結ぶネットワーク
　１．陸のネットワーク
　２．海のネットワーク
・ユーラシアの交流圏を陸・海双方から理解する。
・アフリカ・地中海・東南アジアの交流圏を理解する。

2
４
５
６

10

言語活動

「世界史Ａ」　指　導　と　評　価　の　年　間　計　画

福井県立高志高等学校　普通科　２年

単
元
番
号

単元名
実
施
月

単
元
の
時
数

評　価　規　準

学習内容



3 第２章　結びつく世界
６
７

8

・アジア諸地域の繁栄と日
本，ヨーロッパの拡大と大
西洋世界，産業社会と国民
国家の形成，世界市場の形
成と日本など，16世紀から
19世紀の歴史的事象に対す
る関心を高め，意欲的に追
究しようとしている。

・アジア諸地域の繁栄と日
本について，多面的・多角
的に考察し，その過程や結
果を適切に表現している。
・ヨーロッパの拡大と大西
洋世界について，多面的・
多角的に考察し，その過程
や結果を適切に表現してい
る。
・16世紀から19世紀の歴史
的事象に関して，その時代
に作成された文字資料や図
像資料を多面的，多角的に
考察している。

・16世紀から19世紀までの
諸地域世界に関して，その
時代に作成された文字資料
や絵画，風刺画，写真など
の図像資料から有用な情報
を選択して，読み取ったり
図表などにまとめたりして
いる。

・16世紀から18世紀までの
アジア諸地域の特質とその
中での日本の位置付けを理
解し，その知識を身に付け
ている。
・16世紀から18世紀までの
ヨーロッパ世界の特質とア
メリカ・アフリカとの関係
を理解し，その知識を身に
付けている。

①　アジアの諸帝国
　１．東アジア世界の発展
　２．イスラーム世界の再編
・明清時代の中国と周辺地域の動向を理解する。
・ティムール・オスマン・ムガルなどイスラーム専制王
朝の特色を理解する。
②　近世ヨーロッパの形成と発展
　１．ヨーロッパ世界の拡大
　２．ルネサンスと宗教改革
　３．主権国家の形成
　４．大西洋世界の展開とアジアへの進出
・ヨーロッパ世界の拡大と社会の変化を理解する。
・16～18世紀の主権国家の形成を理解する。
・世界商業の展開を理解する。
世界と日本②　世界商業の展開と日本
・世界商業の展開と日本の関係をまとめる。
・16世紀からの交流が日本に与えた影響を理解する。

4
第３章　ヨーロッパ・アメリカ
の工業化と国民形成

9
10

10

・アジア諸地域の繁栄と日
本，ヨーロッパの拡大と大
西洋世界，産業社会と国民
国家の形成，世界市場の形
成と日本など，16世紀から
19世紀の歴史的事象に対す
る関心を高め，意欲的に追
究しようとしている。

・産業社会と国民国家の形
成について，多面的・多角
的に考察し，その過程や結
果を適切に表現している。
・16世紀から19世紀の歴史
的事象に関して，その時代
に作成された文字資料や図
像資料を多面的，多角的に
考察している。

・16世紀から19世紀までの
諸地域世界に関して，その
時代に作成された文字資料
や絵画，風刺画，写真など
の図像資料から有用な情報
を選択して，読み取ったり
図表などにまとめたりして
いる。

・産業社会と国民国家の形
成を理解し，その知識を身
に付けている。

①　革命の時代の到来
　１．産業革命
　２．アメリカ独立革命
　３．フランス革命とナポレオン
・産業革命の背景・展開・影響について理解する。
・アメリカ独立革命の動向と意義を理解する。
・フランス革命とナポレオン時代のヨーロッパを理解す
る。
②　自由主義と国民主義の進展
　１．ヨーロッパ市民社会の成立
　２．ヨーロッパ諸国の再編
　３．アメリカ大陸の動向
　４．19世紀の欧米文化
・19世紀前半のヨーロッパ市民社会の成立を理解する。
・19世紀後半のヨーロッパ諸国の再編を理解する。
・南北アメリカの動向を理解する。
・19世紀の欧米文化の特色を理解する。

・産業革命の影響について，他
者に伝える。
・アメリカ独立戦争が起きた理
由とその影響について理解し，
記述する。
・フランス革命の要因とその影
響、ナポレオンがもたらした影
響について理解し，記述する。
・国民国家の形成を理解し、世
界的な影響について記述する。

5 第４章　アジア諸国の変貌
10
11

10

・アジア諸地域の繁栄と日
本，ヨーロッパの拡大と大
西洋世界，産業社会と国民
国家の形成，世界市場の形
成と日本など，16世紀から
19世紀の歴史的事象に対す
る関心を高め，意欲的に追
究しようとしている。

・世界市場の形成と日本に
ついて，多面的・多角的に
考察し，その過程や結果を
適切に表現している。
・16世紀から19世紀の歴史
的事象に関して，その時代
に作成された文字資料や図
像資料を多面的，多角的に
考察している。

・16世紀から19世紀までの
諸地域世界に関して，その
時代に作成された文字資料
や絵画，風刺画，写真など
の図像資料から有用な情報
を選択して，読み取ったり
図表などにまとめたりして
いる。

・19世紀のアジアの特質と
その中での日本の位置付け
を理解し，その知識を身に
付けている。

①　オスマン帝国の動揺と民族の自覚
・オスマン帝国の衰退と国内改革を理解する。
・西アジア・中央アジアへの列強の進出を理解する。
②　南アジア・東南アジアの植民地化
・イギリスによる南アジアの植民地化を理解する。
・東南アジアの植民地化の進行を理解する。
③　東アジアの変容と日本の動向
・中国の開国と列強の進出による影響を理解する。
・日本の開国と朝鮮・中国への進出を理解する。
世界と日本③　19世紀の世界の一体化と日本
・一体化が進む世界に日本が関わったことを把握する。
・世界との関わりによる日本への影響を理解する。

・各地域が欧米の進出を受ける
背景について理解し、記述す
る。

6 第５章　世界戦争と平和

11
12 10

・帝国主義と社会の変容，
二つの世界大戦と大衆社会
の出現，米ソ冷戦と第三世
界，グローバル化した世界
と日本など，現代世界に対
する関心を高め，地球世界
の課題を，歴史的観点から
探究しようとしている。

・帝国主義と社会の変容に
ついて，多面的・多角的に
考察し，その過程や結果を
適切に表現している。
・二つの世界大戦と大衆社
会の出現について，多面
的・多角的に考察し，その
過程や結果を適切に表現し
ている。
・歴史的観点から，資料を
活用して探究し，その成果
を論述したり討論したりし
ている。

・現代世界に関する各種の
情報や資料の収集・選択・
活用などを行い，有用な情
報を選択して，読み取った
り図表などにまとめたりし
ている。

・19世紀後期から20世紀初
期までの世界の動向と社会
の特質を理解し，その知識
を身に付けている。
・20世紀前半の世界の動向
と社会の特質を理解し，そ
の知識を身に付けている。

①　帝国主義の成立と列強の情勢
　１．帝国主義の成立と大衆社会の到来
　２．列強の国内情勢
・帝国主義時代の社会的特色を理解する。
・欧米列強の国内情勢を理解する。
②　世界分割とアジア・アフリカ
　１．列強による世界分割
　２．諸民族の抵抗運動
・欧米列強による世界分割の展開を理解する。
・19世紀末から20世紀初めのアジア諸地域の民族運動を
理解する。
③　二つの世界大戦とその影響
　１．第一次世界大戦と世界
　２．第二次世界大戦と世界
・第一次世界大戦と大戦後の欧米社会の動向，アジアの
民族運動を理解する。
・第二次世界大戦の背景と動向を理解する。

・帝国主義が世界に与えた影響
を理解し、記述する。
・第一次世界大戦の原因と影響
を理解し，他者に伝える。
・世界恐慌の影響について理解
し，記述する。
・第二次世界大戦の原因と影響
を理解し，他者に伝える。



7 第６章　三つの世界の形成 1 8

・帝国主義と社会の変容，
二つの世界大戦と大衆社会
の出現，米ソ冷戦と第三世
界，グローバル化した世界
と日本など，現代世界に対
する関心を高め，地球世界
の課題を，歴史的観点から
探究しようとしている。

・米ソ冷戦と第三世界につ
いて，多面的・多角的に考
察し，その過程や結果を適
切に表現している。
・歴史的観点から，資料を
活用して探究し，その成果
を論述したり討論したりし
ている。

・現代世界に関する各種の
情報や資料の収集・選択・
活用などを行い，有用な情
報を選択して，読み取った
り図表などにまとめたりし
ている。

・第二次世界大戦後から
1960年代までの世界の動向
を理解し，その知識を身に
付けている。

①　冷戦期の世界と日本
　１．東西対立と両陣営の形成
　２．ヨーロッパ・日本の復興
・冷戦時代の東西対立の状況を理解する。
・ヨーロッパと日本の復興・発展を理解する。
②　アジア・アフリカ・ラテンアメリカの自立と課題
・冷戦期のアジア・アフリカ・ラテンアメリカ諸国の動
向を理解する。
・「三つの世界」が形成されたいきさつを理解する。
③　米ソ両大国の動揺
・核開発と平和共存について考える。
・米ソ両国の威信・指導力が低下したことを理解する。

・第二次世界大戦後から1960年
代までの世界の動向を理解し，
年表にまとめる。

8 第７章　グローバル化する世界 2 8

・帝国主義と社会の変容，
二つの世界大戦と大衆社会
の出現，米ソ冷戦と第三世
界，グローバル化した世界
と日本など，現代世界に対
する関心を高め，地球世界
の課題を，歴史的観点から
探究しようとしている。
・地球世界の課題に関する
適切な主題を設定し，これ
からの世界と日本の在り方
や世界の人々が協調し共存
できる持続可能な社会の実
現について展望しようとし
ている。

・グローバル化した世界と
日本について，多面的・多
角的に考察し，その過程や
結果を適切に表現してい
る。
・歴史的観点から，資料を
活用して探究し，その成果
を論述したり討論したりし
ている。

・現代世界に関する各種の
情報や資料の収集・選択・
活用などを行い，有用な情
報を選択して，読み取った
り図表などにまとめたりし
ている。

・1970年代以降の世界と日
本の動向及び社会の特質を
理解し，その知識を身に付
けている。

①　大国の動揺と国際経済の危機
・世界経済が構造的に変容したことを把握する。
・産業の構造が転換され，地域間の相互依存が強まった
ことを理解する。
②　社会主義の後退と冷戦の終結
・ソ連の改革と冷戦の終結を把握する。
・東欧諸国が自由化され，ソ連も解体したことを理解す
る。
③　グローバル化と多極化
・20世紀末からの欧米・アフリカ諸国の動向を理解す
る。
・20世紀末からのアジア諸地域の動向を理解する。
④　地球社会への歩み
　１．貧困のない社会の実現に向けて
　２．平和の実現に向けて
　３．科学技術と現在社会
・現代の国際社会の課題を考える。
・科学技術の発展や環境問題を地球規模で考える。

・1970年代以降の世界と日本の
動向を理解し，年表にまとめ
る。

9

主題学習　これからの世界に生
きるために－21世紀の課題

2
3

4

・人類の課題について関心
をもち主体的に調べようと
する。
・他者の発表に対して関心
をもつ。

・問題点を整理してどのよ
うに調べるか気付く。
・調べた内容について考え
ている。

・意見の発表やプレゼン
テーションを主体的に行っ
ている。
・資料を適切に活用してい
る。

・適切な調べ方を理解して
いる。
・発表の仕方について理解
している。

例１　移民と移住先社会での生活
例２　世界戦争と国際社会
例３　核兵器と人類の生存
例４　環境と人類の歴史
・21世紀の人類の課題について自ら主題を設定し，調
べ，考察し，意見を発表する。

・テーマの問題点を整理し、レ
ポートをまとめる。



科目名 学科名 対象学年 単位数

日本史Ｂ 普通科理系 ２年 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

我が国の歴史の展開に対する関心
と課題意識を高め、意欲的に追究
し、国際社会に主体的に生き国
家・社会を形成する日本国民とし
ての責任を果たそうとする。

我が国の歴史の展開から課題を見
出し、国際環境と関連付けて多面
的・多角的に考察し、我が国の文
化と伝統の特色についての認識を
深め、国際社会の変化を踏まえ公
正に判断して、その過程や結果を
適切に表現している。

我が国の歴史の展開に関する諸資
料を収集し、有用な情報を選択し
て、読み取ったり、図表などにま
とめたりしている。

我が国の歴史の展開についての基
本的な事項を国際環境と関連付け
て総合的に理解し、その知識を身
につけている。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト

１．我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付けて総合的に考察させる。
２．我が国の伝統と文化の特色についての認識を深めさせることのよって、歴史的思考を培い、国際社会
    に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。

評価の観点および評価規準

評価の方法

令和３年度 　地歴・公民科　指導と評価の年間計画

学校名　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

山川出版社　　『詳説 日本史』 帝国書院　『図説日本史通覧』



関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

(評価の方法) (評価の方法) (評価の方法) (評価の方法)

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト
・模擬試験

1

第Ⅰ部　原始・古代
第１章　日本文化のあけぼの
　

4 8

・遺跡、遺物、史料などを通
して歴史への関心を高めると
ともに、歴史資料の特性や文
化財保護の重要性に対する関
心と課題意識を高め，意欲的
に追究している。また、稲作
の伝播が日本社会に及ぼした
影響について意欲的に追求し
ている。

・遺跡、遺物、史料など様々
な歴史資料の特性を多面的・
多角的に考察し、その過程や
結果を適切に表現している。

・遺跡や遺物、文書など様々
な歴史資料を収集し、有用な
情報を適切に選択して、読み
取ったり図表などにまとめた
りしている。

・資料に基づいて歴史が叙述
されていることなど歴史を考
察する基本的な方法や文化財
保護の重要性について理解し
ている。

１．文化のはじまり
・日本における旧石器文化、縄文文化の時代の社会を、発掘
調査などの考古学の成果をもとに理解する。
２．農耕社会の成立
・大陸から伝播した稲作及びその文化について、農具や地域
性の特徴を踏まえて理解する。
・集落や墓の変容などから身分社会の成立を理解し、小国が
形成される過程を東アジア世界との関連付けて理解する。
３．古墳とヤマト政権
・古墳の副葬品をもとに、小国の首長の出現から統一国家の
成立過程を理解する。
・ヤマト政権の権力伸長について、東アジア世界と関係づけ
て理解する。

・稲作の伝播がその後の日本社会
に及ぼした影響について、遺跡や
遺物などをもとに、互いの意見を
伝え合うことによって自らの考え
を発展させる。

2

第２章　律令国家の形成

5 9

・原姑社会の特色及び古代
国家と社会や文化の特色に
対する関心と課題意識を高
めている。また、律令国家
の特色について、意欲的に
追究している。

・古代国家の形成と展開、文
化の特色とその成立の背景か
ら課題を見いだし、隋・唐な
ど東アジア世界との関係と関
連付けて多面的・多角的に考
察し、その過程や結果を適切
に表現している。

・原始社会の特色及び古代国
家と社会や文化の特色に関す
る諸資料を収集し、有用な情
報を適切に選択している。

・古代国家の形成と展開、文
化の特色とその成立の背景に
ついての基本的な事柄を、
隋・唐など東アジア世界との
関係と関連付けて理解し、そ
の知識を身に付けている。

１．飛鳥の朝廷
・ヤマト政権の権力争いや大陸文化の摂取に着目して、時代
を考察する。
２．律令国家への道
・律令国家が成立するまでの政治の動向と白鳳文化の形成過
程について考察する。
・律令に基づく国内統治体制について理解する。
３．平城京の時代
・律令体制の完成期としての奈良時代を、律令体制の状況を
多角的・多面的にとらえて考察する。
・平城京における政治動向について、土地政策も含めて考察
する。
４．天平文化
・天平文化における政治性と国際性、国家仏教の展開などに
着目して、古代国家の展開を理解する。
５．平安王朝の形成
・平安前期を中心とした古代国家の推移について、東北経営
や政治改革、地方統治の変容を踏まえて、律令体制の変質を
考察する。
・東アジアとの関係を踏まえて、唐風文化である弘仁・貞観
文化を理解する。

・律令に基づく国内体制の整備と
その変質について、東アジア世界
との関連付けて互いの考えを伝え
合い、自らの考えを発展させる。

3

第３章　貴族政治と国風文化

6
7

9

・原始社会の特色及び古代国
家と社会や文化の特色につい
て意欲的に追究している。ま
た、律令国家の変容につい
て、意欲的に追究している。

・古代国家の推移、文化の特
色とその成立の背景及び中世
社会の萌芽から課題を見いだ
し、東アジア世界との関係の
変化と関連付けて多面的・多
角的に考察し、その過程や結
果を適切に表現している。

・原始社会の特色及び古代国
家と社会や文化の特色に関す
る情報を読み取ったり図表な
どにまとめたりしている。

・古代国家の推移、文化の特
色とその成立の背景及び中世
社会の萌芽についての基本的
な事柄を、東アジア世界との
関係の変化と関連付けて理解
し、その知識を身に付けてい
る。

１．摂関政治
・藤原氏による摂関政治の成立過程と政治運営への影響につ
いて考察させる。
２．国風文化
・大陸文化の消化と末法思想を前提とした新しい貴族文化と
して国風文化が展開されたことを理解する。
３．地方政治の展開と武士
・律令制に基づく地方統治体制の崩れへの対応が、公領支配
の変質、荘園の拡大をもたらした経過を考察する。
・地方の反乱と鎮圧など、武士の成長と進出過程について、
源氏などを例にとって考察する。

・藤原氏による摂関政治につい
て、年中行事や和歌の視点から事
実を正確に理解し、他者に的確に
伝達する。

「日本史Ｂ」　指　導　と　評　価　の　年　間　計　画

福井県立高志高等学校 普通科 ２年

単
元
番
号

単元名
実
施
月

単
元
の
時
数

評　価　規　準

学習内容 言語活動



4

第Ⅱ部　中世
第４章　中世社会の成立

9
10

9

・武士の政界進出や政権樹立
などの歴史的事象の推移や変
化、相互の因果関係に対する
関心と課題意識を高め、意欲
的に追究している。
・中世国家と社会や文化の特
色に対する関心と課題意識を
高めている。

・歴史的事象の推移や変化、
相互の因果関係を多面的・多
角的に考察し、歴史の展開に
おける諸事象の意味や意義を
解釈して、その過程や結果を
適切に表現している。
・中世国家の形成過程や社会
の仕組み、文化の特色とその
成立の背景から課題を見いだ
し、宋・元などとの関係と関
連付けて多面的・多角的に考
察し、その過程や結果を適切
に表現している。

・歴史資料を含む諸資料を収
集し、有用な情報を適切に選
択して、読み取ったり図表な
どにまとめたりしている。
・中世国家と社会や文化の特
色に関する諸資料を収集し、
有用な情報を適切に選択して
いる。

・歴史の展開における諸事象
の意味や意義を理解し、その
知識を身に付けている。
・中世国家の形成過程や社会
の仕組み、文化の特色とその
成立の背景についての基本的
な事柄を、宋・元などとの関
係と関連付けて理解し、その
知識を身に付けている。

１．院政と平氏の台頭
・院政期前後の土地支配形態を踏まえて、院政期の政治・経
済・社会・文化を理解する。
・政治の動向、国際関係・経済・文化への対応を踏まえて、
平氏政権の特性について考察する。
２．鎌倉幕府の成立
・鎌倉幕府が東国の地方政権から全国的な武家政権に成長し
ていく過程を理解する。
３．武士の社会
・承久の乱に伴う公武関係の変化に着目して、将軍独裁体制
から執権政治の確立に至る過程を考察する。
・武士の生活と地方支配を通じて、土地に対する実質的な支
配権を地頭が掌握するに至った過程を考察する。
４．蒙古襲来と幕府の衰退
・蒙古襲来による政治・経済・文化への影響が幕府の衰退に
つながっていくことを理解する。
５．鎌倉文化
・庶民や武士の活動が活発化し、鎌倉仏教が成立するなど、
文化の新しい気運が生まれたことを理解する。

・平氏政権及び源氏政権の貴族性
について事実を正確に理解し、他
者に的確に伝達する。

5

第５章　武家社会の成長

10 10

・中世国家と諸産業が発達し
た社会や武家文化・公家文化
の特色について意欲的に追究
している。

・中世社会の多様な展開、武
家文化・公家文化の特色とそ
の成立の背景から課題を見い
だし、日明貿易など東アジア
世界との関係と関連付けて多
面的・多角的に考察し、その
過程や結果を適切に表現して
いる。

・中世国家と諸産業が発達し
た社会や武家文化・公家文化
の特色に関する情報を読み
取ったり図表などにまとめた
りしている。

・中世社会の多様な展開、武
家文化・公家文化の特色とそ
の成立の背景についての基本
的な事柄を、日明貿易など東
アジア世界との関係と関連付
けて理解し、その知識を身に
付けている。

１．室町幕府の成立
・南北朝の動乱から室町幕府の成立と安定について、日本諸
地域の動向などを踏まえて考察する。
・琉球・蝦夷ヶ島を含む東アジアとの交流が中世日本にもた
らした影響について理解する。
２．幕府の衰退と庶民の台頭
・庶民の活動が社会秩序の変革の原動力として成長していっ
たことを踏まえて、幕府の動揺や下剋上の風潮を考察する。
・諸産業の発達による庶民の台頭を踏まえて、中世社会の多
様な展開を幅広く理解する。
３．室町文化
・武家政権の支配の進展や東アジア世界との交流に着目し
て、武家文化と公家文化及び大陸文化と伝統文化のかかわり
について理解する。
・庶民文化の萌芽や、応仁の乱を契機とした文化の地方伝
播、戦国大名の保護による文化の地方普及を理解する。
４．戦国大名の登場
・応仁の乱以降、地方権力として登場した戦国大名や各地に
展開した都市について、諸地域の地理的条件と関連づけて考
察する。

・各自の関心に基づいて選んだ戦
国大名について、その出自、領国
支配、盛衰を人物評伝としてまと
め発表する。

6

第Ⅲ部　近世
第６章　幕藩体制の確立

11 10

・大名知行制など歴史的事象
には複数の歴史的解釈が成り
立つことに対する関心と課題
意識を高め、意欲的に追究し
ている。

・歴史的事象をめぐる複数の
歴史的解釈について多面的・
多角的に考察するとともにそ
れぞれの根拠や論理を踏まえ
て公正に判断して、筋道立て
て考えを説明している。

・歴史的事象をめぐる複数の
歴史的解釈に関する諸資料を
収集し、有用な情報を適切に
選択して、読み取ったり図表
などにまとめたりしている。

・歴史的事象には複数の歴史
的解釈が成り立つことに気付
き、それぞれの根拠や論理を
踏まえて筋道立てて考えを説
明することの意義を理解し、
その知識を身に付けている。

１．織豊政権
・大航海時代と呼ばれる世界史的背景を踏まえて、ヨーロッ
パ人の東アジアへの進出とその影響を考察する。
・織田信長の統一事業、豊臣秀吉の天下統一、秀吉の朝鮮侵
略と続く織豊政権の特色と意義、その後の時代への影響につ
いて考察する。
２．桃山文化
・新興の大名や都市の豪商の精神を反映した桃山文化につい
て、町衆の生活にも着目し、時代的背景を踏まえて考察す
る。
３．幕藩体制の成立
・江戸幕府の成立による幕藩体制の確立過程を考察する。
・江戸幕府の鎖国政策について、単なる対外貿易の遮断では
なく、鎖国後の貿易関係の在り方も含めてその影響と歴史的
意義について考察する。
４．幕藩社会の構造
・幕藩体制の確立期の経済・社会を兵農分離や村落・都市支
配などの観点から、多面的・多角的に考察する。

幕藩体制の特徴について、経済、
社会、思想の観点から事実を正確
に理解し他者に伝達する。



7

第７章　幕藩体制の展開

12
1

10

・近世国家と社会や上方文化
の特色に対する関心と課題意
識を高めている。

・近世国家の形成過程とその
特色や社会の仕組みから課題
を見いだし、ヨーロッパ世界
との接触やアジア各地との関
係と関係付けて多面的・多角
的に考察するとともに公正に
判断して、その過程や結果を
適切に表現している。

・近世国家と社会や上方文化
の特色に関する諸資料を収集
し、有用な情報を適切に選択
している。

・近世国家の形成過程とその
特色や社会の仕組みについて
の基本的な事柄を、ヨーロッ
パ世界との接触やアジア各地
との関係と関連付けて理解
し、その知識を身に付けてい
る。

１．幕政の安定
・17世紀後半から18世紀前半までの江戸幕府の安定期につい
て、その平和と秩序の確立の視点で考察する。
２．経済の発展
・幕藩体制の安定期の農業・商工業などの発展について、諸
産業相互の関係やその社会的役割を踏まえて考察する。
３．元禄文化
・経済の発展と関連して町人文化が形成された事について、
町人の社会的台頭や幕藩体制の安定と関連させて理解する。

町人文化の成立について、各人の
関心に基づいて選んだ人物の評伝
を作成し、互いに展示し発表す
る。

8

第８章　幕藩体制の動揺

2
3

10

・近世国家と社会や江戸文化
の特色について意欲的に追究
している

・近世の都市や農山漁村にお
ける生活や江戸文化の特色と
その成立の背景、幕藩体制の
変容と近代化の基盤の形成か
ら課題を見いだし、欧米諸国
のアジアヘの進出と関連付け
て多面的・多角的に考察する
とともに公正に判断して、そ
の過程や結果を適切に表現し
ている。

・近世国家と社会や江戸文化
の特色に関する情報を読み
取ったり図表などにまとめた
りしている。

・近世の都市や農山漁村にお
ける生活や江戸文化の特色と
その成立の背景、幕藩体制の
変容と近代化の基盤の形成に
ついての基本的な事柄を、欧
米諸国のアジアヘの進出と関
連付けて理解し、その知識を
身に付けている。

１．幕政の改革
・農村や都市の変容により幕藩体制が動揺する中、幕府や諸
藩が行った諸改革の意義とその影響を考察する。
２．宝暦・天明期の文化
・江戸中期に確立した洋学や国学、新たな形で展開する文
学・芸能・美術について、社会の変容に伴う幕藩体制の動揺
と関連づけて考察する。
３．幕府の衰退と近代への道
・欧米諸国のアジア進出による国際情勢の変化やそれに対す
る幕政の対処を踏まえて幕府が衰退していく過程を考察す
る。
・近代化の基盤の形成について、産業経済面や軍事面などに
着目して、雄藩の浮上という地方からの視点から考察する。
４．化政文化
・化政文化について、学問・思想・教育・文学・美術・生活
文化の新たな展開に着目し、江戸と地方の文化的交流にも留
意して考察する。

・幕政改革や幕府衰退の経済的要
因・外圧的要因について、事実を
正確に理解し、他者に的確に伝達
する。



　　学校名　福井県立高志高等学校　

科目名 学科名 対象学年 単位数

地理Ｂ 普通科理系 2年 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

・現代世界の地理的事象につい
て、関心を高めることができた
か。
・意欲的に学習課題を追及してい
たか。
・よりよい国際社会の実現に主体
的に行動する態度を身につけられ
たか。

・現代世界のさまざまな事象を地
理的事象としてとらえることがで
きたか。また、課題を見出すこと
ができたか。
・系統地理的、地誌的な考察の方
法を身につけることができたか。

・地理的事象を追及するのに必要
な地図や統計、画像などの収集、
活用、表現法といった技能を身に
つけることができたか。
・学習の中で追及し考察した過程
や結果について、さまざまな方法
で適切に表現する方法を身につけ
ることができたか。

・現代世界の地理的事象について
の基本的な追及の方法を理解し、
その知識を身につけることができ
たか。

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト
・模擬試験

評価の観点および評価規準

評価の方法

令和３年度 　地歴・公民科　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

帝国書院　　『新詳　地理Ｂ』 とうほう　『新編　地理資料』

１．現代世界の地理的事象を系統地理的、地誌的に考察し、現代世界の地理的認識を養う。
２．地理的な見方や考え方を培い、国際社会を主体的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。



関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

(評価の方法) (評価の方法) (評価の方法) (評価の方法)

・行動観察
・提出状況

・ワークシート
・レポート
・プレゼンテーション

・資料収集状況
・資料活用状況
・資料分析状況

・定期考査
・小テスト
・模擬試験

1
第Ⅰ部　さまざまな地図と地理
的技能
１章　地理情報と地図
２章　地図の活用と地域調査

4 6

・地図は使用目的に応じてさ
まざまな形態があることにつ
いて、関心を持って学習しよ
うとしている。
・地域調査を通して地域の複
雑な現象や問題を、関心を
持って学習しようとしてい
る。

・地図は使用目的に応じてさ
まざまな形態があることにつ
いて、多角的に考察してい
る。
・地域調査を通して地域の複
雑な現象や問題を、多角的に
考察している。

・地形図や統計地図を適切に
活用している。
・地域調査において、実際の
地域調査を通して資料を適切
に活用している。

・地図は使用目的に応じてさ
まざまな形態があることにつ
いて、基本的な知識を身につ
けている。
・地域調査を通して地域の複
雑な現象や問題について、基
本的な知識を身につけてい
る。

地理情報と地図
・地図は使用目的に応じてさまざまな形態があることについ
て、多角的に理解する。
地図の活用と地域調査
・地域調査を通して地域の複雑な現象や問題を、多角的に理
解する。

・地域調査を通して地域の複雑な
現象や問題を、具体事例を通し
て、互いの意見を伝え合うことに
よって自らの考えを発展させる。

2
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
１章　自然環境
１節　世界の地形

4
・
5

8

・世界の特色ある地形と人間
生活の関わりを、関心を持っ
て学習しようとしている。

・世界の特色ある地形と人間
生活の関わりを、具体事例を
通して多角的に考察してい
る。

・世界の特色ある地形と人間
生活の関わりについて、教科
書に掲載されている模式図や
写真を適切に活用している。

・世界の特色ある地形と人間
生活の関わりについて、基本
的な知識を身につけている。

世界の地形
・世界の特色ある地形と人間生活の関わりを、具体事例を通
して多角的に理解する。

・世界の特色ある地形と人間生活
の関わりを、具体事例を通して、
互いの意見を伝え合うことによっ
て自らの考えを発展させる。

3
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
１章　自然環境
２節　世界の気候

5
・
6

8

・気候を構成している気候要
素について、関心を持って学
習しようとしている。
・世界の気候区や土壌帯、植
生の特色と人間生活の関わり
について、関心を持って学習
しようとしている。

・気候を構成している気候要
素について、多角的に考察し
ている。
・世界の気候区や土壌帯、植
生の特色と人間生活の関わり
について、多角的に考察して
いる。

・気候を構成している気候要
素について、教科書に掲載さ
れている模式図や写真、地図
を適切に活用している。
・世界の気候区や土壌帯、植
生の特色と人間生活の関わり
について、教科書に掲載され
ている模式図や写真、地図を
適切に活用している。

・気候を構成している気候要
素について、基本的な知識を
身につけている。
・世界の気候区や土壌帯、植
生の特色と人間生活の関わり
について、基本的な知識を身
につけている。

世界の気候
・気候を構成している気候要素について、具体事例を通して
多角的に理解する。

・世界の気候区や土壌帯、植生の特色と人間生活の関わりに
ついて、具体事例を通して多角的に理解する。

・世界の気候区や土壌帯、植生の
特色と人間生活の関わりについ
て、互いの意見を伝え合うことに
よって自らの考えを発展させる。

4

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
１章　自然環境
３節　日本の自然の特徴と人々
の生活

6 6

・日本列島の地体構造や地
形、気候の特色について、関
心を持って学習しようとして
いる。

・日本列島の地体構造や地
形、気候の特色について、多
角的に考察している。

・日本列島の地体構造や地
形、気候の特色について、教
科書に掲載されている模式図
や写真、地図を適切に活用し
ている。

・日本列島の地体構造や地
形、気候の特色について、基
本的な知識を身につけてい
る。

日本の自然の特徴と人々の生活
・日本列島の地体構造や地形、気候の特色について、具体事
例を通して多角的に理解する。

・日本列島の地体構造や地形、気
候の特色について、互いの意見を
伝え合うことによって自らの考え
を発展させる。

5
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
１章　自然環境
４節　環境問題

7
・８

4

・熱帯林の破壊や砂漠化、酸
性雨などさまざまな環境問題
の現状について、関心を持っ
て学習しようとしている。

・熱帯林の破壊や砂漠化、酸
性雨などさまざまな環境問題
の現状について、具体例を通
して問題解決の取り組みを、
多角的に考察している。

・熱帯林の破壊や砂漠化、酸
性雨などさまざまな環境問題
の現状について、教科書に掲
載されている統計や写真、地
図を適切に活用している。

・熱帯林の破壊や砂漠化、酸
性雨などさまざまな環境問題
の現状について、基本的な知
識を身につけている。

環境問題
・熱帯林の破壊や砂漠化、酸性雨などさまざまな環境問題の
現状について、具体事例を通して多角的に理解する。

・熱帯林の破壊や砂漠化、酸性雨
などさまざまな環境問題の現状に
ついて、互いの意見を伝え合うこ
とによって自らの考えを発展させ
る。

言語活動

「地理Ｂ」　指　導　と　評　価　の　年　間　計　画

福井県立高志高等学校 普通科理系２年

単
元
番
号

単元名
実
施
月

単
元
の
時
数

評　価　規　準

学習内容



6

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
１節　産業の発達と変化
２節　世界の農林水産業

9
・
10

6

・世界の農業に影響を与える
要因について、関心を持って
学習しようとしている。
・世界の農林水産業につい
て、社会と自然の関わりにつ
いて、関心を持って学習しよ
うとしている。

・世界の農業に影響を与える
要因について、多角的に考察
している。
・世界の農林水産業につい
て、社会と自然の関わりにつ
いて、多角的に考察してい
る。

・世界の農業に影響を与える
要因について、教科書に掲載
されている統計や写真、地図
を適切に活用している。
・世界の農林水産業につい
て、教科書に掲載されている
統計や写真、地図を適切に活
用している。

・世界の農業に影響を与える
要因について、基本的な知識
を身につけている。
・世界の農林水産業につい
て、基本的な知識を身につけ
ている。

産業の発達と変化
世界の農林水産業
・世界の農業に影響を与える要因について、具体事例を通し
て多角的に理解する。
・世界の農林水産業について、社会と自然の関わりについ
て、具体事例を通して多角的に理解する。

・世界の農業に影響を与える要因
について、互いの意見を伝え合う
ことによって自らの考えを発展さ
せる。
・世界の農林水産業について、互
いの意見を伝え合うことによって
自らの考えを発展させる。

7

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
３節　食料問題

10 6

・世界の食料問題の現状につ
いて、関心を持って学習しよ
うとしている。

・世界の食料問題の現状とそ
の原因について、多角的に考
察している。

・世界の食料問題の現状につ
いて、教科書に掲載されてい
る統計や写真、地図を適切に
活用している。

・世界の食料問題の現状とそ
の原因について、基本的な知
識を身につけている。

食料問題
・世界の食料問題の現状について、具体事例を通して多角的
に理解する。

・世界の食料問題の現状とその原
因について、互いの意見を伝え合
うことによって自らの考えを発展
させる。

8

第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
４節　世界のエネルギー・鉱産
資源
５節　資源・エネルギー問題

11
・
12

6

・世界のエネルギー・鉱産資
源の分布や生産と消費につい
て、その特色と基礎的知識
を、関心を持って学習しよう
としている。
・資源・エネルギー問題につ
いて、問題解決の取り組み
を、関心を持って学習しよう
としている。

・世界のエネルギー・鉱産資
源の分布や生産と消費につい
て、その特色と基礎的知識
を、多角的に考察している。
・資源・エネルギー問題につ
いて、問題解決の取り組み
を、多角的に考察している。

・世界のエネルギー・鉱産資
源の分布や生産と消費につい
て、その特色と基礎的知識
を、教科書に掲載されている
統計や写真、地図を適切に活
用している。
・資源・エネルギー問題につ
いて、教科書に掲載されてい
る統計や写真、地図を適切に
活用している。

・世界のエネルギー・鉱産資
源の分布や生産と消費につい
て、基本的な知識を身につけ
ている。
・資源・エネルギー問題につ
いて、問題解決の取り組みに
ついて、基本的な知識を身に
つけている。

世界のエネルギー・鉱産資源
・世界のエネルギー・鉱産資源の分布や生産と消費につい
て、その特色と基礎的知識を、具体事例を通して多角的に理
解する。
資源・エネルギー問題
・資源・エネルギー問題について、問題解決の取り組みを、
具体事例を通して多角的に理解する。

・世界のエネルギー・鉱産資源の
分布や生産と消費について、その
特色と基礎的知識を、互いの意見
を伝え合うことによって自らの考
えを発展させる。
・資源・エネルギー問題につい
て、問題解決の取り組みを、互い
の意見を伝え合うことによって自
らの考えを発展させる。

9
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
６節　世界の工業

12 4

・さまざまな工業の特色と立
地条件について、関心を持っ
て学習しようとしている。
・工業地域の特色や変化につ
いて、ヨーロッパやアジア
NIESなど具体的な事例をとお
して、関心を持って学習しよ
うとしている。

・さまざまな工業の特色と立
地条件について、多角的に考
察している。
・工業地域の特色や変化につ
いて、ヨーロッパやアジア
NIESなど具体的な事例をとお
して、多角的に考察してい
る。

・さまざまな工業の特色と立
地条件について、教科書に掲
載されている統計や写真、地
図を適切に活用している。
・工業地域の特色や変化につ
いて、ヨーロッパやアジア
NIESなど具体的な事例をとお
して、教科書に掲載されてい
る統計や写真、地図を適切に
活用している。

・さまざまな工業の特色と立
地条件について、基本的な知
識を身につけている。
・工業地域の特色や変化につ
いて、ヨーロッパやアジア
NIESなど具体的な事例をとお
して、基本的な知識を身につ
けている。

資源と産業
・さまざまな工業の特色と立地条件について、具体事例を通
して多角的に理解する。
世界の工業
・工業地域の特色や変化について、ヨーロッパやアジアNIES
など、具体事例を通して多角的に理解する。

・さまざまな工業の特色と立地条
件について、互いの意見を伝え合
うことによって自らの考えを発展
させる。
・工業地域の特色や変化につい
て、ヨーロッパやアジアNIESなど
具体的な事例をとおして、互いの
意見を伝え合うことによって自ら
の考えを発展させる。

10
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
７節　第３次産業

1 6

・行動圏の急速な拡大と消
費・余暇活動の増大が、諸地
域にさまざまな形で影響を与
えているということを、関心
を持って学習しようとしてい
る。

・行動圏の急速な拡大と消
費・余暇活動の増大が、諸地
域にさまざまな形で影響を与
えているということを、多角
的に考察している。

・行動圏の急速な拡大と消
費・余暇活動の増大が、諸地
域にさまざまな形で影響を与
えているということを、教科
書に掲載されている統計や写
真、地図を適切に活用してい
る。

・行動圏の急速な拡大と消
費・余暇活動の増大が、諸地
域にさまざまな形で影響を与
えているということを、基本
的な知識を身につけている。

第３次産業
・行動圏の急速な拡大と消費・余暇活動の増大が、諸地域に
さまざまな形で影響を与えているということを、具体事例を
通して多角的に理解する。

・行動圏の急速な拡大と消費・余
暇活動の増大が、諸地域にさまざ
まな形で影響を与えているという
ことを、互いの意見を伝え合うこ
とによって自らの考えを発展させ
る。

11
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
８節　世界を結ぶ交通・通信

2 6

・世界の交通網の地域差とそ
の発達について、関心を持っ
て学習しようとしている。
・情報化社会における現状と
課題について、関心を持って
学習しようとしている。

・世界の交通網の地域差とそ
の発達について、多角的に考
察している。
・情報化社会における現状と
課題について、多角的に考察
している。

・世界の交通網の地域差とそ
の発達について、教科書に掲
載されている統計や写真、地
図を適切に活用している。
・情報化社会における現状と
課題について、教科書に掲載
されている統計や写真、地図
を適切に活用している。

・世界の交通網の地域差とそ
の発達について、基本的な知
識を身につけている。
・情報化社会における現状と
課題について、基本的な知識
を身につけている。

世界を結ぶ交通・通信
・世界の交通網の地域差とその発達について、具体事例を通
して多角的に理解する。
・情報化社会における現状と課題について、具体事例を通し
て多角的に理解する。

・世界の交通網の地域差とその発
達について、互いの意見を伝え合
うことによって自らの考えを発展
させる。
・情報化社会における現状と課題
について、互いの意見を伝え合う
ことによって自らの考えを発展さ
せる。

12
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
２章　資源と産業
９節　現代世界の貿易と経済圏

2
・
3

4

・貿易における国際分業や貿
易の種類について、関心を
持って学習しようとしてい
る。
・日本の貿易の特徴と課題に
ついて、世界とのかかわりか
ら、関心を持って学習しよう
としている。

・貿易における国際分業や貿
易の種類について、多角的に
考察している。
・日本の貿易の特徴と課題に
ついて、世界とのかかわりか
ら、多角的に考察している。

・貿易における国際分業や貿
易の種類について、教科書に
掲載されている統計や写真、
地図を適切に活用している。
・日本の貿易の特徴と課題に
ついて、世界とのかかわりか
ら、教科書に掲載されている
統計や写真、地図を適切に活
用している。

・貿易における国際分業や貿
易の種類について、基本的な
知識を身につけている。
・日本の貿易の特徴と課題に
ついて、世界とのかかわりか
ら、基本的な知識を身につけ
ている。

現代世界の貿易と経済圏
・貿易における国際分業や貿易の種類について、具体事例を
通して多角的に理解する。
・日本の貿易の特徴と課題について、世界とのかかわりか
ら、具体事例を通して多角的に理解する。

・貿易における国際分業や貿易の
種類について、互いの意見を伝え
合うことによって自らの考えを発
展させる。
・日本の貿易の特徴と課題につい
て、世界とのかかわりから、互い
の意見を伝え合うことによって自
らの考えを発展させる。
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第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
３章　人口・村落・都市
１節　世界の人口
２節　人口問題

・世界の人口分布のかたより
を、自然環境や産業活動の面
から、関心を持って学習しよ
うとしている。
・発展途上国の人口問題につ
いて、関心を持って学習しよ
うとしている。
・先進国の人口問題につい
て、関心を持って学習しよう
としている。

・世界の人口分布のかたより
を、自然環境や産業活動の面
から、多角的に考察してい
る。
・発展途上国の人口問題につ
いて、多角的に考察してい
る。
・先進国の人口問題につい
て、多角的に考察している。

・世界の人口分布のかたより
を、自然環境や産業活動の面
から、統計や写真、地図を適
切に活用している。
・発展途上国の人口問題につ
いて、統計や写真、地図を適
切に活用している。
・先進国の人口問題につい
て、統計や写真、地図を適切
に活用している。

・世界の人口分布のかたより
を、自然環境や産業活動の面
から、基本的な知識を身につ
けている。
・発展途上国の人口問題につ
いて、基本的な知識を身につ
けている。
・先進国の人口問題につい
て、基本的な知識を身につけ
ている。

世界の人口
・世界の人口分布のかたよりを、自然環境や産業活動の面か
ら、具体事例を通して多角的に理解する。
人口問題
・発展途上国の人口問題について、具体事例を通して多角的
に理解する。
・先進国の人口問題について、具体事例を通して多角的に理
解する。

・世界の人口分布のかたよりを、
自然環境や産業活動の面から、互
いの意見を伝え合うことによって
自らの考えを発展させる。
・発展途上国の人口問題につい
て、互いの意見を伝え合うことに
よって自らの考えを発展させる。
・先進国の人口問題について、互
いの意見を伝え合うことによって
自らの考えを発展させる。
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第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
３章　人口・村落・都市
３節　村落と都市
４節　都市・居住問題

・村落と都市の形態による分
類と特色、発達について、関
心を持って学習しようとして
いる。
・都市への過度の人口集中に
よって生じるさまざまな都市
問題について、関心を持って
学習しようとしている。

・村落と都市の形態による分
類と特色、発達について、多
角的に考察している。
・都市への過度の人口集中に
よって生じるさまざまな都市
問題について、多角的に考察
している。

・村落と都市の形態による分
類と特色、発達について、統
計や写真、地図を適切に活用
している。
・都市への過度の人口集中に
よって生じるさまざまな都市
問題について、統計や写真、
地図を適切に活用している。

・村落と都市の形態による分
類と特色、発達について、基
本的な知識を身につけてい
る。
・都市への過度の人口集中に
よって生じるさまざまな都市
問題について、基本的な知識
を身につけている。

村落と都市
・村落と都市の形態による分類と特色、発達について、具体
事例を通して多角的に理解する。
都市・居住問題
・都市への過度の人口集中によって生じるさまざまな都市問
題について、具体事例を通して多角的に理解する。

・村落と都市の形態による分類と
特色、発達について、互いの意見
を伝え合うことによって自らの考
えを発展させる。
・都市への過度の人口集中によっ
て生じるさまざまな都市問題につ
いて、互いの意見を伝え合うこと
によって自らの考えを発展させ
る。

15
第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
４章　生活文化、民族・宗教
１節　生活文化

・気候や植生の違いが衣食住
の違いを生み、文化の差異を
作り出していることについ
て、関心を持って学習しよう
としている。

・気候や植生の違いが衣食住
の違いを生み、文化の差異を
作り出していることについ
て、多角的に考察している。

・気候や植生の違いが衣食住
の違いを生み、文化の差異を
作り出していることについ
て、、統計や写真、地図を適
切に活用している。

・気候や植生の違いが衣食住
の違いを生み、文化の差異を
作り出していることについ
て、基本的な知識を身につけ
ている。

生活文化
・気候や植生の違いが衣食住の違いを生み、文化の差異を作
り出していることについて、具体事例を通して多角的に理解
する。

・気候や植生の違いが衣食住の違
いを生み、文化の差異を作り出し
ていることについて、互いの意見
を伝え合うことによって自らの考
えを発展させる。
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第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
４章　生活文化、民族・宗教
２節　民族と宗教

・人種・民族の分類などにつ
いて、関心を持って学習しよ
うとしている。
・諸民族の生活の特色につい
て、関心を持って学習しよう
としている。

・人種・民族の分類などにつ
いて、多角的に考察してい
る。
・諸民族の生活の特色につい
て、多角的に考察している。

・人種・民族の分類などにつ
いて、統計や写真、地図を適
切に活用している。
・諸民族の生活の特色につい
て、統計や写真、地図を適切
に活用している。

・人種・民族の分類などにつ
いて、基本的な知識を身につ
けている。
・諸民族の生活の特色につい
て、基本的な知識を身につけ
ている。

民族と宗教
・人種・民族の分類などについて、具体事例を通して多角的
に理解する。
・諸民族の生活の特色について、具体事例を通して多角的に
理解する。

・人種・民族の分類などについ
て、互いの意見を伝え合うことに
よって自らの考えを発展させる。
・諸民族の生活の特色について、
互いの意見を伝え合うことによっ
て自らの考えを発展させる。
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第Ⅱ部　現代世界の系統地理的
考察
４章　生活文化、民族・宗教
３節　現代世界の国家
４節　民族・領土問題

・国家の三要素や、国家の
様々な形態について、関心を
持って学習しようとしてい
る。
・民族・領土問題について、
関心を持って学習しようとし
ている。

・国家の三要素や、国家の
様々な形態について、多角的
に考察している。

・民族・領土問題について、
多角的に考察している。

・国家の三要素や、国家の
様々な形態について、統計や
写真、地図を適切に活用して
いる。

・民族・領土問題について、
統計や写真、地図を適切に活
用している。

・国家の三要素や、国家の
様々な形態について、基本的
な知識を身につけている。
・民族・領土問題について、
基本的な知識を身につけてい
る。

現代世界の国家
・国家の三要素や、国家の様々な形態について、具体事例を
通して多角的に理解する。
民族・領土問題
・民族・領土問題について、具体事例を通して多角的に理解
する。

・国家の三要素や、国家の様々な
形態について、互いの意見を伝え
合うことによって自らの考えを発
展させる。
・民族・領土問題について、互い
の意見を伝え合うことによって自
らの考えを発展させる。
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第Ⅲ部　現代世界の地誌的考察
１章　現代世界の地域区分
２章　現代世界の諸地域

・気候や文化、所得などさま
ざまな観点による地域区分の
目的や意義について、関心を
持って学習しようとしてい
る。
・各地域の概況や抱えている
課題について、関心を持って
学習しようとしている。

・気候や文化、所得などさま
ざまな観点による地域区分の
目的や意義について、多角的
に考察している。
・各地域の概況や抱えている
課題について、多角的に考察
している。

・気候や文化、所得などさま
ざまな観点による地域区分の
目的や意義について、統計や
写真、地図を適切に活用して
いる。
・各地域の概況や抱えている
課題について、統計や写真、
地図を適切に活用している。

・気候や文化、所得などさま
ざまな観点による地域区分の
目的や意義について、基本的
な知識を身につけている。
・各地域の概況や抱えている
課題について、基本的な知識
を身につけている。

現代世界の地域区分
・気候や文化、所得などさまざまな観点による地域区分の目
的や意義について、具体事例を通して多角的に理解する。
現代世界の諸地域
・各地域の概況や抱えている課題について、具体事例を通し
て多角的に理解する。

・気候や文化、所得などさまざま
な観点による地域区分の目的や意
義について、互いの意見を伝え合
うことによって自らの考えを発展
させる。
・各地域の概況や抱えている課題
について、互いの意見を伝え合う
ことによって自らの考えを発展さ
せる。



科目名 学科名 対象学年 単位数

数学Ⅲ 普通科（内進生）理系 ２年 5

科目の目標

関心・意欲・態度 数学的な見方・考え方 数学的な技能 知識・理解

平面上の曲線と複素数平面，極
限，微分法および積分法に関心
をもつとともに，それらを事象
の考察に積極的に活用して数学
的論拠に基づいて判断しようと
している。

　事象を数学的に考察し表現し
たり，思考の過程を振り返り多
面的・発展的に考えたりするこ
となどを通して，平面上の曲線
と複素数平面，極限，微分法お
よび積分法における数学的な見
方や考え方を身に付けている。

平面上の曲線と複素数平面，極
限，微分法および積分法におい
て，事象を数学的に表現・処理
する仕方や推論の方法などの技
能を身に付けている。

平面上の曲線と複素数平面，極
限，微分法および積分法におけ
る基本的な概念，原理・法則な
どを体系的に理解し，知識を身
に付けている。

平面上の曲線，複素数平面，極限，微分法および積分法について理解させ，基礎的な知識の習得と
技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとと
もに，それらを活用する態度を育てる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　数学科　指導と評価の年間計画

学校名　　　　　　　福井県立高志高等学校　　　　　　　　　　　　　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

東京書籍　数学Ⅲ Advanced
　　問題集　数研出版　サクシード　数学Ⅲ
　　参考書　数研出版　チャート式　基礎からの数学Ⅲ



関心・意欲・態度 数学的な見方考え方 数学的な技能 知識・理解

7
第２節
　数列の極限

18

・無限数列の極限を調べることに関
心をもち，それを具体的な事象の考
察に活用しようとしている。
・無限級数の収束，発散を調べるこ
とに関心をもち，それらを具体的な
事象の考察に活用しようとしてい
る。

・いろいろな無限数列の収束，発散
について考察することができる。
・いろいろな無限級数の収束，発散
について考察することができる。

・無限数列や漸化式で表された数列
の極限を調べることができる。
・無限級数や簡単な無限級数の収
束，発散を調べ，その和を求めるこ
とができる。

・無限数列の収束，発散の意味を理
解している。
・無限級数と，その収束，発散の意
味を理解している。

サクシード数学Ⅲ
チャート
小テスト
前期期末考査

節末問題 2

第１節
　関数

8

・分数関数・無理関数とそのグラフ
について関心をもち，それらを関数
の考察に活用しようとしている。
・合成関数，逆関数に関心をもち，
それらを関数の考察に活用しようと
している。

・分数関数や無理関数の値の変化に
ついてグラフを用いて考察すること
ができる。
・合成関数や逆関数などの関数の概
念について考察することができる。

・分数関数や無理関数のグラフをか
くことができる。またグラフを利用
して，方程式，不等式を解くことが
できる。
・２つの関数の合成関数やある関数
の逆関数を求めることができる。

・分数関数や無理関数の定義や性質
を理解している。
・合成関数，逆関数の定義や性質を
理解している。

サクシード数学Ⅲ
チャート
小テスト
実力評価テスト
前期期末考査

第３節
　関数の極限

13

・関数の極限を調べることに関心を
もち，それを具体的な事象の考察に
活用しようとしている。

・関数の極限値を求めることで，関
数の連続性の概念について考察する
ことができる。

・いろいろな関数について，極限の
様子を調べたり，極限値を求めたり
することができる。また，連続性を
調べることができる。

・いろいろな関数の極限の様子や，
関数の連続性について理解してい
る。

サクシード数学Ⅲ
チャート
小テスト
前期期末考査

章末問題 2

第１節
　２次曲線

12

・放物線，楕円，双曲線の定義やそ
れらの性質に関心をもち，２次曲線
の性質について考察を深めようとし
たり，それらの知識を図形の考察に
活用しようとしたりする。

・２次曲線の性質やそれを表す方程
式の特徴について，接線の方程式や
離心率と関連づけて考察することが
できる。

・２次曲線の方程式から，焦点や
軸，準線，漸近線の方程式などを求
め，グラフをかくことができる。
・２次曲線やと直線の交点の座標
や，接線の方程式を求めることがで
きる。

・放物線，楕円，双曲線の定義とそ
れらに関連する用語や概念を理解し
ている。

サクシード数学Ⅲ
チャート
小テスト
実力評価テスト
後期中間考査①

第２節
　媒介変数と極
座標

12

・媒介変数表示や極座標を用いる有
用性を理解し，それらをいろいろな
曲線の考察に活用しようとする。

・媒介変数表示や極座標を用いて，
サイクロイドなどの具体的な曲線の
性質について考察することができ
る。

・媒介変数表示や極座標を用いて，
いろいろな曲線を表すことができ
る。
・媒介変数や極方程式で表された曲
線を求めたり，グラフをかいたりす
ることができる。

・直交座標と曲線の媒介変数表示と
の関係および極座標との関係を理解
している。
・極座標に関する用語や概念を理解
している。

サクシード数学Ⅲ
チャート
小テスト
後期中間考査①

章末問題 2

第１節
　微分法

6

・微分の概念に関心をもち，積や商
の微分法や，合成関数，逆関数の微
分法について考えようとしている。

・微分の定義に基づいて，関数の微
分可能性や，積・商の微分法，合成
関数，逆関数の微分法について考察
することができる。

・関数の微分可能性を判定すること
ができる。
・積・商の導関数や合成関数や逆関
数の導関数を求めることができる。

・微分の定義について理解してい
る。また，積・商の微分公式や，合
成関数，逆関数の微分法について理
解している。

サクシード数学Ⅲ
チャート
小テスト
後期中間考査①

第２節
　いろいろな関
数の導関数

8

・三角関数や指数・対数関数などの
微分公式や，積・商の微分法，合成
関数の微分法などを活用して，いろ
いろな関数の微分法について考えよ
うとしている。

・微分の定義から，三角関数や指
数・対数関数などいろいろな関数の
導関数の求め方について考察するこ
とができる。

・三角関数や指数・対数関数などの
微分公式や，積・商の微分法，合成
関数の微分法などを用いて，いろい
ろな関数の導関数や，高次導関数を
求めることができる。

・三角関数や指数・対数関数の微分
公式を理解している。
・高次導関数の意味について理解し
ている。

サクシード数学Ⅲ
チャート
小テスト
後期中間考査①

第５章
　微分の応用

第１節
　接線、関数の
増減

14

・微分を用いて関数の増減や極値，
最大値・最小値を求めることに関心
をもち，それらを具体的な事象の考
察に活用しようとしている。

・導関数を用いて，関数の値の変化の
様子について考察することができる。
・不等式の証明をするために関数の増
減や極限を求めたり，平均値の定理を
用いたりするなど，関数を多面的に考
察することができる。

・いろいろな曲線において，与えられ
た条件を満たす接線の方程式を求める
ことができる。
・いろいろな関数の増減を調べたり，
極値，最大値・最小値を求めたりする
ことができる。また，関数のグラフの
概形をかくことができる。

・微分係数の図形的な意味について
理解している。
・導関数の符号と関数の増減の関係
を理解している。
・平均値の定理について理解してい
る。

サクシード数学Ⅲ
チャート
小テスト
後期中間考査①

第３章
　関数と極限

9

10

第１章
　平面上の曲線

第４章
　微分

11

「数学Ⅲ」　　指導と評価の年間計画
学校名・学科・学年　福井県立高志高等学校　普通科　２年内進（理系）

実
施
月

章の内容
指導内容
節ごと

配当
時間

具体の評価規準
評価方法



第２節
　微分のいろい
ろな応用

14

・運動の速度・加速度と微分の関係
に関心をもち，それらを点の動きの
考察に活用しようとしている。
・微分係数と関数の一次近似式の関
連に関心をもち，それらを用いて具
体的な近似値を求めようとしてい
る。

・２次導関数と，グラフの凹凸の関係
について考察することができる。
・微分を用いて，直線上や平面上を運
動する点の動きを調べることができ
る。
・微分係数を基に，関数の一次近似式
の概念について考察することができ
る。

・２次導関数を利用して，グラフの
概形をかくことができる。
・直線上や平面上を運動する点の速
度，加速度を求めることができる。
・関数の一次近似式を求めることが
できる。

・２次導関数の符号とグラフの凹凸
の関係を理解できる。
・運動の速度・加速度と微分の関係
について理解している。
・媒介変数表示された関数の導関数
の求め方を理解している。
・近似式の意味を理解している。

サクシード数学Ⅲ
チャート
小テスト
後期中間考査②

章末問題 2

第１節
　不定積分

8

・微分法についての知識を基に，い
ろいろな関数の不定積分の求め方に
ついて考察しようとしている。

・微分と積分との関係を理解し，い
ろいろな関数の不定積分について考
察することができる。
・合成関数の微分法や積の微分法を
基に，置換積分法や部分積分法につ
いて考察することができる。

・分数関数や，指数関数，三角関数
などの関数について，その不定積分
を求めることができる。
・置換積分法や部分積分法を利用し
て，いろいろな関数の不定積分を求
めることができる。

・微分法と積分法の関係を理解して
いる。
・置換積分法と部分積分法を理解し
ている。

サクシード数学Ⅲ
チャート
小テスト
後期中間考査②

第２節
　定積分

10

・不定積分の方法を基に，いろいろ
な関数の定積分の求め方について考
察しようとしている。
・関数のグラフで囲まれた図形の面
積の考察に，区分求積の考えを活用
しようとしている。

・定積分とその微分との関係から，
定積分についての考察を深めること
ができる。
・区分求積の考え方から，関数のグ
ラフが囲む図形の面積と定積分の関
係について考察することができる。

・置換積分，部分積分を利用して，
いろいろな関数の定積分を求めるこ
とができる。
・区分求積法と定積分との関係を用
いて，いろいろな級数の値を求める
ことができる。

・定積分の意味や求め方，性質につ
いて理解している。
・区分求積法と定積分の関係につい
て理解している。

第３節
　面積・体積・
長さ

18

・定積分で図形の面積が求められる
ことに関心をもち，それらを用いて
いろいろな図形の面積を求めようと
している。
・定積分で立体や回転体の体積が求
められることに関心をもち，それら
を用いていろいろな立体の体積を求
めようとしている。
・定積分で媒介変数表示された曲線
の長さが求められることに関心をも
ち，それらを用いていろいろな曲線
の長さを求めようとしている。

・いろいろな関数のグラフで囲まれ
た図形について，よりよい面積の求
め方を考察することができる。
・いろいろな立体や回転体につい
て，よりよい体積の求め方を考察す
ることができる。
・媒介変数表示された曲線の長さが
定積分で求められることについて考
察することができる。

・いろいろな関数のグラフで囲まれ
た図形の面積を，定積分を用いて求
めることができる。
・定積分を用いて，立体や回転体の
体積を求めることできる。
・媒介変数表示された曲線について
その長さを求めることができる。

・関数のグラフで囲まれた図形の面
積を求める方法について理解してい
る。
・切り口の面積が分かっている立体
や回転体の体積を求める方法につい
て理解している。
・媒介変数表示された曲線につい
て，その長さを求める方法を理解し
ている。

章末問題 2

第１節
　複素数平面

10

・複素数を極形式で表したり，複素
数平面上に図示したりすることに関
心をもち，それらを用いていろいろ
な複素数についての考察や具体的事
象についての考察をしようとする。

・複素数平面の性質を活用したり，
複素数を極形式で表したりして，図
形的な意味と関連させて複素数につ
いての考察をすることができる。

・複素数を極形式で表したり，その
演算を図示したりすることができ
る。
・ド・モアブルの定理を用いて，極
形式で表された複素数のｎ乗の値を
求めることができる。

・複素数平面の定義および複素数の
和，差，実数倍，絶対値などの図形
的な意味を理解している。
・複素数の極形式および複素数の積
の図形的意味を理解している。

サクシード数学Ⅲ
チャート
小テスト
学年末考査

第２節
　図形への応用

12

・複素数を用いたいろいろな表現と
複素数平面上の図形との関連に関心
をもち，いろいろな図形の考察に複
素数の性質を用いようとする。

・複素数の演算と複素数平面上の図
形との関連を活用して，２点の内分
および外分点，任意の点を中心とす
る回転，２定点からの距離の比が一
定である点の軌跡などの図形の考察
をすることができる。

・複素数平面上にある２点の内分お
よび外分点を表す複素数，任意の点
を中心に回転させた点を表す複素
数，２直線のなす角，２定点からの
距離の比が一定である任意の点が表
す図形を，複素数の性質を用いて求
めることができる。

・複素数平面上の図形と，複素数を
用いた表示との関連を理解してい
る。

サクシード数学Ⅲ
チャート
小テスト
学年末考査

章末問題 2

175

12
第５章

　微分の応用

1 第６章
　積分とその応用

サクシード数学Ⅲ
チャート
小テスト
学年末考査

第２章
　複素数平面

3



科目名 学科名 対象学年 単位数

数学Ｂ 普通科（内進生）理系 ２年 2

科目の目標

関心・意欲・態度 数学的な見方・考え方 数学的な技能 知識・理解

数列またはベクトルに関心をも
つとともに,それらを事象の考
察に活用して数学的論拠に基づ
いて判断しようとしている。

事象を数学的に考察し表現した
り,思考の過程を振り返り多面
的・発展的に考えたりすること
などを通して,数列またはベク
トルにおける数学的な見方や考
え方を身に付けている。

数列またはベクトルにおいて,
事象を数学的に表現・処理する
仕方や推論の方法などの技能を
身に付けている。

数列またはベクトルにおける基
本的な概念,原理・法則などを
体系的に理解し,知識を身に付
けている。

数列およびベクトルについて理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に
考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育て
る。

評価の観点および評価規準

令和３年度　数学科　指導と評価の年間計画

学校名　　　　　　　福井県立高志高等学校　　　　　　　　　　　　　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

東京書籍　数学Ｂ Advanced
　　問題集　数研出版　サクシード数学Ⅱ＋B
　　参考書　数研出版　チャート式　基礎からの数学Ⅱ＋Ｂ



関心・意欲・態度 数学的な見方考え方 数学的な技能 知識・理解

第２節
　ベクトルの
応用

10

・ベクトルの概念や表現の仕方
に関心をもち，平面図形の性質
の考察に活用しようとしてい
る。

・図形の性質の証明や計量につ
いて，ベクトルを用いて考察す
ることができる。

・位置ベクトルやベクトル方程
式などを適切に用いて，図形の
性質の証明や計量を行うことが
できる。

・位置ベクトルやベクトル方程
式の意味を理解している。

第３節
　空間におけ
るベクトル

11

・空間座標や空間ベクトルの概
念，表現の仕方に関心をもち，
それらを空間図形の考察に活用
しようとしている。

・空間図形の性質の証明や計量
について，空間座標や空間ベク
トルを用いて考察することがで
きる。

・空間座標や空間ベクトルを適
切に用いて，図形の性質の証明
や計量を行うことができる。

・空間における分点や平面上の
点のを，空間座標や空間ベクト
ルを用いて表したり求めたりす
る方法を理解している。

18

・等差数列・等比数列の仕組み
に関心をもち，それらを一般項
や和の考察に活用しようとして
いる。

・等差数列・等比数列の仕組み
から，一般項やその和を考える
ことができる。

・等差数列・等比数列の仕組み
から，一般項やその和を求める
ことができる。

・等差数列・等比数列の仕組み
を理解している。

12

・数列の和において，Σ記号を
利用しようとしている。
・いろいろな数列の規則性に関
心をもち，それを一般項や和を
求める考察に活用しようとして
いる。

・数列の和において，Σ記号を
利用して考察することができ
る。
・いろいろな数列の規則を見つ
け，一般項やその和を考えるこ
とができる。

・数列の和をΣ記号を利用して
表したり，その計算ができる。
・いろいろな数列の規則性を利
用して，一般項やその和を求め
ることができる。

・Σ記号の意味を理解してい
る。
・いろいろな数列について，そ
の規則性を見つける方法を理解
している。

第２節
　漸化式と数
学的帰納法

10

・漸化式から一般項を導いた
り，漸化式や数学的帰納法を事
象の考察に活用しようとしてい
る。

・漸化式から一般項を導く方法
を考えることができる。
・自然数に関する等式や不等式
などの証明で，数学的帰納法を
適用することができる。

・漸化式から一般項を導くこと
ができる。
・数学的帰納法を利用して，自
然数に関する等式や不等式など
の証明をすることができる。

・漸化式の意味や，その仕組み
を理解している。
・数学的帰納法の仕組みを理解
している。

サクシード
チャート
小テスト
前期中間考査②

章末問題 1

6 8

・関連する分野の学習内容に関
心をもつとともに，それらを事
象の考察に積極的に活用して数
学的論拠に基づいて判断しよう
としている。

・事象を数学的に考察し表現し
たり，思考の過程を振り返り多
面的・発展的に考えたりするこ
となどを通して，関連分野にお
ける数学的な見方や考え方を身
に付けている。

・関連する分野において，数学
的に表現・処理する仕方や推論
の方法などの技能を身に付けて
いる。

・関連する分野についての基本
的な用語，概念，法則等を体系
的に理解している。

サクシード
チャート

70

複数分野融合および
分野が特定できない
問題を扱う総合演習

4
第2章

ベクトル

サクシード
ノート
小テスト
前期中間考査①

5
第１章
数列

第１節
　数列

サクシード
チャート
小テスト
前期中間考査②

「数学Ｂ」　　指導と評価の年間計画
学校名・学科・学年　福井県立高志高等学校　普通科　2年内進（理系）

実
施
月

章の内容
指導内容
節ごと

配当
時間

具体の評価規準
評価方法



科目名 学科名 対象学年 単位数

物理 普通科（内進生）理系 ２年 4

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

物理学的な事物・現象に関心や探究
心をもち，主体的に探究しようとす
るとともに，科学的態度を身に付け
ている。

物理学的な事物・現象の中に問題を
見いだし，探究する過程を通して，
事象を科学的に考察し，導き出した
考えを的確に表現している。

物理学的な事物・現象に関する観
察，実験などを行い，基本操作を習
得するとともに，それらの過程や結
果を的確に記録，整理し，自然の事
物・現象を科学的に探究する技能を
身に付けている。

物理学的な事物・現象に関する基本
的な概念や原理・法則について理解
を深め，知識を身につけている。

物理的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，物理学的に探究する能力
と態度を育てるとともに，物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然観を育成する。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

学校名　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

リードα　物理基礎・物理（数研出版）



福井県立高志高等学校・普通科理系

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

4

第１編
　力と運動
第１章
　平面内の運動

１　平面運動の速度・加速度
・物理基礎で学んだ直線運動に加
え，平面運動について速度や加速
度のベクトルを用いた扱いを理解さ
せる。

3 日常の様々な物体の運動に
関心を持つことができる。平面
上の運動に対して関心を抱
き，意欲的に探究しようとす
る。さまざまな顕微鏡に関心や
探究心をもち，意欲的にそれ
らを探究しようとするとともに，
科学的態度を身に付けてい
る。

速度の合成の意味・考え方を
理解し，表現することができ
る。

相対速度の考えを作図を用い
て，的確に整理している。

平面上を運動する物体や放物
運動する物体にはらたく力と運
動との関係を正しく理解し，知
識を身につけている。

・ワークシートの記述内容
の分析
・定期テストによる理解度、
定着度分析

4

２　落体の運動
・放物運動について速度ベクトルを
水平成分と鉛直成分とに分解し，定
量的に理解させる。

3 落体の運動，特に斜方投射に
ついて，物体の運動はどのよう
になっているかに関心を示し
ている。

運動の多様性と簡単な解析の
方法を習得し，考察できる。

放物運動についてのグラフの
活用法・データ処理の仕方を
習得している。

放物運動について速度ベクト
ルを水平　成分と鉛直成分に
分解し，定量的に理解し，知
識を身につけている。

・ワークシートの記述内容
の分析
・定期テストによる理解度、
定着度分析

4

第２章
　剛体

１　剛体にはたらく力のつりあい
・力のモーメントについて学習し，剛
体にはたらく力のつりあいを理解させ
る。

4 回転運動と並進運動の違いに
着目し，運動と力との関わりに
関心を持って，科学的に探究
しようとする。

剛体にはたらく力がつりあうた
めの2つの条件を，さまざまな
状況にある剛体について，理
解し，表現することができる。

斜面上の直方体に対して，斜
面の角度と物体にはたらく垂
直抗力の関係を確認し，的確
に整理している。

剛体にはたらく力のつり合い
に関する基本的な概念や公式
を理解し，それらの関係を解
析する方法を身につけてい
る。

・ワークシートの記述内容
の分析
・定期テストによる理解度、
定着度分析

4

２　剛体にはたらく力の合力と重心
・様々な場合に応じて，剛体にはたら
く合力や重心を理解させる。

5 剛体について，日常に見られ
る様々な状況を通して関心を
持ち，科学的に探究しようとす
る。

物体が転倒しない条件などを
正しく解析し考察できる。

厚紙でできた三角形の重心を
いくつかの方法で求めることが
できる。

様々な場合に応じて，剛体に
はたらく　合力や重心を導出で
きるよう理解し，知識を身につ
けている。

・ワークシートの記述内容
の分析
・実験プリント
・定期テストによる理解度、
定着度分析

5

第３章
　運動量の保存

１　運動量と力積
・運動量の変化と力積の関係を理解
させる。

5 力積と運動量が関わる日常の
運動について関心を持ち，意
欲的に探究しようとする。

力積と運動量の定義から導か
れる法則性を見出し，スポーツ
や身近な現象について力積と
運動量の考え方から説明でき
る。

直線運動の場合だけでなく，
平面運動での運動量と力積と
の間に成りたつ関係式をベクト
ル図で示すことができる。

力積・運動量という基本的な概
念を理解し，運動量保存の法
則について成立条件を含めて
知識を身につけ活用できる。

・ワークシートの記述内容
の分析
・授業中の発問への対応
・定期テストによる理解度、
定着度分析

5

２　運動量保存則
・運動量保存則を学習し，衝突や分
裂などの現象を扱う方法を理解させ
る。

5 運動量保存の法則の有用性
を知り，その法則をいろいろな
運動を分析するために意欲的
に活用しようとする。

運動量とその保存の法則を使
いこなして予測活動ができ，表
現することができる。

運動量保存の法則について
観察・実験を行って検証するこ
とができ，的確に整理してい
る。

力積・運動量という基本的な概
念を理解し，運動量保存の法
則について理解し，知識を身
につけ活用できる。

・ワークシートの記述内容
の分析
・実験プリント
・定期テストによる理解度、
定着度分析

5

３　反発係数
・反発係数は衝突直後と直前におけ
る2物体の相対速度の大きさの比で
表されることを理解させる。

6 「弾みやすいかどうかを定量的
に表すにはどのようにしたらよ
いだろうか」ということに関心を
示している。

物体の衝突を力学的エネル
ギーの減少と反発係数を関連
づけて理解し，表現することが
できる。

反発係数の測定実験を行って
実験結果を的確に整理してい
る。

直線上の衝突，斜め衝突につ
いて理解し，知識を身につけ
ている。

・ワークシートの記述内容
の分析
・実験プリント
・定期テストによる理解度、
定着度分析

「物理」(２年）　学習内容と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

学習内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法
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第４章
　円運動と万有引力

１　等速円運動
・等速円運動において，物体にはた
らく力の向きや大きさ，加速度につい
て理解させる。

4 円運動に対して関心を抱き，
意欲的に探究しようとする。

日常に見られる円運動を通し
て，力の性質や運動との関わ
りについて考察し，的確に表
現できる。

円運動の観察を通して，物体
にはたらく力と運動の関係を
見いだし，的確に整理してい
る。

円運動する物体にはたらく力と
運動との関係を正しく理解し，
知識を身につけている。

・ワークシートの記述内容
の分析
・授業中の発問への対応
・定期テストによる理解度、
定着度分析

6

２　慣性力
・非慣性系と慣性力について理解さ
せる。

4 日常生活において感じる慣性
力について，興味関心を抱
き，意欲的に探究しようとす
る。

一つの現象について慣性系，
非慣性系の違いを明確にして
理解できている。

水と鉄，水とコルクそれぞれに
ついて，密度の大小とおもりの
傾く向きの関係を観察を通し
て力のベクトルで図示できる。

慣性系と非慣性系での観測結
果の違いを正しく理解し，知識
を身につけている。

・ワークシートの記述内容
の分析
・授業中の発問への対応
・定期テストによる理解度、
定着度分析

6

３　単振動
・単振動において，物体にはたらく力
の向きや大きさ，加速度について理
解する。

6 単振動に対して関心を抱き，
意欲的に探究しようとする。

日常に見られる単振動を通し
て，力の性質や運動との関わ
りについて考察ができる

単振動の観察・実験を通して，
物体にはたらく力と運動の関
係を見いだし，自らの考えを的
確に整理している。

単振動する物体にはたらく力と
運動との関係を理解し，基本
的な概念や公式を運用するこ
とで，運動を解析する方法を
身につけている。

・ワークシートの記述内容
の分析
・授業中の発問への対応
・定期テストによる理解度、
定着度分析

６
７

４　万有引力
・ケプラーの法則・万有引力の法則
から静止衛星の運動や脱出速度等
について理解させる。

6 万有引力及び天体の運動に
対して関心を抱き，意欲的に
探究しようとする。

円運動や天体の運動を通し
て，様々な現象に対して正しく
考察し，的確に表現できる

万有引力による位置エネル
ギーの概念を積分的発想から
理解し，知識を身につけてい
る。

・ワークシートの記述内容
の分析
・授業中の発問への対応
・定期テストによる理解度、
定着度分析

7

第２編  熱と気体
第１章
　気体のエネルギー　と状態変化

１　気体の法則
・ボイル・シャルルの法則，アボガドロ
の法則，理想気体の状態方程式を
理解させる。

6 　気体の圧力・温度と体積との
関係について関心を持ち，意
欲的に探究している。

ボイル・シャルルの法則に関
連づけて，日常の現象につい
て思考し表現できる。

気体の状態に関する観察を通
して，自らの考えを的確に整
理している

気体の圧力・温度・体積の基
本的な概念に正しく理解し，
知識を身につけている。

・ワークシートの記述内容
の分析
・授業中の発問への対応
・定期テストによる理解度、
定着度分析

9

２　気体分子の運動
・気体分子の運動を力学的に扱っ
て，気体の圧力を表す式で表される
ことを理解させる。

6 原子や分子の立場から内部エ
ネルギーを理解することに関
心を持ち，それらに関する身
の回りの現象について深く理
解しようとする。

気体の分子運動論の立場か
ら，熱と温度と内部エネルギー
について実証的・総合的に考
察できる。また，以上の観点か
ら日常の現象について思考し
表現できる。

気体の分子運動平均速度を
示した表からグラフを作成して
分析することができる。

気体の分子運動・圧力・温度・
内部エネルギーの基本的な概
念について理解し，それらの
知識をつかって日常の現象を
とらえることができる。

・ワークシートの記述内容
の分析
・実験プリント
・定期テストによる理解度、
定着度分析

9

３　気体の状態変化
・気体分子の運動理論から，圧力，
温度と内部エネルギーの関係を導
き，熱力学の第一法則を理解させ
る。

6 気体の状態変化と内部エネル
ギーについて関心を持ち，意
欲的に探究している。また，熱
機関の効率について関心を持
ち，エネルギーの有効活用に
ついても探究する姿勢を身に
つけようとしている。

気体の状態変化について，内
部エネルギーに基づいて考察
するとともに，熱現象の不可逆
性の観点から，エネルギーの
有効活用について思考し，省
エネルギーのための方法を判
断できる。

断熱変化の実験の観察から，
熱・仕事・内部エネルギーの関
係についてイメージできるよう
になる。

　気体の状態変化における
熱・仕事・内部エネルギーの関
係について理解する。また，内
部エネルギーを含めたエネル
ギー保存の法則として熱力学
第１法測が成り立つことを理解
し，知識を身につけ活用でき
る。

・ワークシートの記述内容
の分析
・授業中の発問への対応
・定期テストによる理解度、
定着度分析

9

第３偏　波
第１章
　波の伝わり方

１　正弦波
・波源が単振動をするとき，その振動
が周囲の媒質に伝わると正弦波が生
じることを理解させる。
・正弦波の一般式を理解させる。

4 身の回りの波動現象に関心を
持ち，それらの性質に関する
現象に対して意欲的・科学的
に探究する態度を身につけよ
うとしている。

位相のずれや進行方向の違
いなども考慮して，正弦波の
式を正しく表すことができる。

波が伝わる動的なイメージを，
正弦波の式をもとにして具体
的に作図で示すことができる。

正弦波の一般式について理
解し，知識を身につけている。

・ワークシートの記述内容
の分析
・授業中の発問への対応
・定期テストによる理解度、
定着度分析
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２　波の伝わり方
・ホイヘンスの原理から，波の反射・
屈折・回折の現象を理解させる。

5 身の回りの波動現象に関心を
持ち，それらの性質に関する
現象に対して意欲的・科学的
に探究する態度を身につけよ
うとしている。

様々な波動現象から波動現象
に共通している性質・特徴を
考察することができる。

ホイヘンスの原理に基づいた
様々な波動現象の作図ができ
る。

波の反射・屈折・回折・干渉等
について理解し身に付けてい
る。また，波動現象の原理・法
則を活用できる。

・ワークシートの記述内容
の分析
・授業中の発問への対応
・定期テストによる理解度、
定着度分析

10

第２章　音 １　音の伝わり方
・音波の反射・屈折・回折・干渉の現
象を理解させる。

4 音波の特徴や性質・伝わり方
に関心を持ち，意欲的に探究
しようとしている。また，波の基
本的性質と関連づけて探究し
ようとする。

音を波動として捉えられ，統一
的に判断できる。また，音や振
動に関係している日常の様々
な現象に対して的確に考察・
洞察し判断できる。

弦楽器や管楽器の実験・観察
を通して，定常波・共振・共鳴
等に関する実験技能を習得
し，得られた結果を的確に分
析できる。

音が疎密波であることや，共鳴
や定常波について理解し，楽
器の原理を量的関係で捉える
ことができる。

・ワークシートの記述内容
の分析
・授業中の発問への対応
・定期テストによる理解度、
定着度分析

10

２　音のドップラー効果
・音源と観測者の運動によってドップ
ラー効果が生じ，波長や振動数が変
化することを理解させる。

6 音のドップラー効果が身近なと
ころで起きていることや，応用
されていることなどに興味・関
心を示している。

運動している音源から出た音
の波面の，異なる時刻でのよう
すを図に描き，表現することが
できる

ブザーを投げたり回転させたり
して，実際にドップラー効果を
体験することで確認し，的確に
整理している。

ドップラー効果が起きるしくみ
はどのように異なるかを理解し
ている。また，公式の導出につ
いて理解し，知識を身につけ
ている。

・ワークシートの記述内容
の分析
・授業中の発問への対応
・定期テストによる理解度、
定着度分析

11

第３章　光 １　光の性質
・光の波長と色の関係，光の速さに
ついて理解する。反射・屈折・全反
射・分散・散乱・偏光を観察しそれぞ
れの現象を理解させる。

6 身の回りの光の現象に関心を
持ち，それらの性質に関する
現象に対して意欲的・科学的
に探究する態度を身につけよ
うとしている。

物質中を通過するときの光の
速さや波長は真空中に比べて
どのようになるか，的確に考
察・洞察し判断できる。

光板を用いた観察・実験の技
能を習得するとともに，その結
果について考察し的確に整理
できる

光が波の性質を持つことや，
光の屈折・反射などの法則性
について理解し，それらの知
識に基づいて身のまわりの現
象を捉えることができる。

・ワークシートの記述内容
の分析
・授業中の発問への対応
・定期テストによる理解度、
定着度分析

11

２　レンズ
・レンズがつくる像を図および実験を
通して理解させる。
・写像公式との関係を理解させる

5 レンズを使うとなぜ物体が拡
大・縮小されて見えたり，像を
映したりできるのかについて，
興味・関心がある。

鏡やレンズの幾何光学的な性
質について考え，理解し，表
現することができる。

光学台を用いて写像公式が成
りたっていることを検証し的確
に整理している。

屈折の法則に関連づけて，凸
レンズ，凹レンズの特性を理解
し，知識を身につけている。

・ワークシートの記述内容
の分析
・授業中の発問への対応
・定期テストによる理解度、
定着度分析

１２
１

３　光の干渉と回折
・ヤングの実験・回折格子・薄膜・くさ
び形空気層・ニュートンリングによる
光の干渉を理解させる。

8 シャボン玉など身近な現象に
関心を持ち，意欲的・科学的
に探究する態度を身につけよ
うとしている。

ヤングの実験では，明線の間
隔の大小はどのような量に依
存するかを理解し，表現するこ
とができる。

スリット・回折格子・を用いた観
察・実験の技能を習得するとと
もに，その結果について考察
し的確に表現できる。

回折・干渉などの法則性につ
いて理解し，それらの知識に
基づいて身のまわりの現象を
捉えることができる。また，光の
色と波長との関係について観
察・実験などをとおして理解
し，知識を身につけている。

・ワークシートの記述内容
の分析
・実験プリント
・定期テストによる理解度、
定着度分析

1

第４編
電気と磁気
第１章
電場

１　静電気
・電気現象は電子の振る舞いに起因
することを理解させる。
・クーロンの法則を理解させる。

6 静電気はどのようにして生じる
のか，また電荷どうしが及ぼし
あう力の間にはどのような法則
が存在するのかに興味・関心
がある。

2つの点電荷の間にはたらく静
電気力は，クーロンの法則に
ついて考察し判断できる。

帯電した棒と箔検電器を用い
た実験に関する観察・実験の
技能を習得している

電子と陽子の電気量の大きさ
は等しいことと，電気量保存の
法則を理解している。

・ワークシートの記述内容
の分析
・実験プリント
・定期テストによる理解度、
定着度分析



2

２　電場
・電荷のまわりにできる電場は，試験
電荷にはたらく静電気力のベクトル
であることを理解させる。
・電場のようすは電気力線によって
表されることを理解させる。

6 空間に電気的な性質を帯びた
電場が生じていることに対し
て，意欲的に探究し研究を行
おうとしている

電場の定義を正しく理解し，考
察し判断できる。

単独，あるいは複数の電荷が
固定されて置いてあるとき，こ
れらのまわりの電場のようすを
電気力線を用いて描くことがで
きる。

電荷Qの帯電体から出る電気
力線の総数が4πkQ本である
ことを理解し，電荷のまわりの
電場の強さや向きについて理
解し活用できる。

・ワークシートの記述内容
の分析
・定期テストによる理解度、
定着度分析

2

３　.電位
・試験電荷を運ぶときに外力のする
仕事により電位・電位差が定まること
を理解させる。

6 電場の中での電荷の運動を，
重力場の中での物体の運動と
対比させて電気現象を考え，
理解していくことに，興味・関
心を示している。

電気的な力や空間の性質に
ついて，電位という新しい概念
で捉え，表現することができ
る。

単独あるいは複数の電荷が固
定されて置いてあるとき，これ
らのまわりの電場と電位のよう
すを電気力線と等電位面を用
いて作図することができる。

電界と電位の関係ついて理解
し，それらの知識に基づいて
電界の様子をイメージし定量
的に扱うことができる。

・ワークシートの記述内容
の分析
・定期テストによる理解度、
定着度分析

2

４　物質と電場
・静電誘導、誘電分極について電
場、電位と関連づけて理解させる。

7 帯電体を近づけると，導体と不
導体は帯電体に引き寄せられ
る。この理由を知ることに関心
を示している。

静電誘導と誘電分極の現象を
説明することができる。

外部から電気力線を加えて
も，導体内部には電気力線が
入りこめない理由を理解して
いる。

・ワークシートの記述内容
の分析
・定期テストによる理解度、
定着度分析

２
3

５　コンデンサー
・電場と電位，電場内に置かれた導
体や不導体のふるまいなど，既習事
項と関連させながらコンデンサーを
理解させる。

8 電気を蓄えるにはどのようにし
たらよいか，またより多くの電
気を蓄えるにはどのようにした
らよいかに興味を示している。

電場，電位の知識を使ってコ
ンデンサーの原理について考
察し判断できる。

箔検電器を用いて平行板コン
デンサーの電気容量の大きさ
はどのようにすると変わるかを
実験して確かめてみることがで
きる。

コンデンサーの直列接続，並
列接続の公式を理解してい
る。

・ワークシートの記述内容
の分析
・実験プリント
・定期テストによる理解度、
定着度分析



科目名 学科名 対象学年 単位数

化学 普通科（内進生）理系 2年 4

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

　化学的な事物・現象に対する
探求心を高め、目的意識をもっ
て、意欲的に探究しようとする
とともに、科学的な見方や考え
方をより深めて身に付けてい
る。

　物質とその変化に関する事
物・現象の中に問題を見いだ
し、化学的に探究する過程を通
して、事象を分析的・総合的に
考察したりして、問題を解決
し、事実に基づいて科学的に考
察し、導き出した考えを的確に
表現している。

　物質とその変化に関する観
察、実験などを行い、基本操作
を習得するとともに、それらの
過程や結果を的確に記録、整理
し、自然の事物・現象を科学的
に探究する技能を身に付けてい
る。

　物質とその変化について、基
本的な概念や原理・法則の理解
を深め、科学的な自然観と知識
を身に付けている。

化学的な事物・現象に対する探求心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、化学的に探
究する能力と態度を育てるとともに、化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自
然観を育成する。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

学校名　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

東京書籍・化学
数研出版・三訂版　フォトサイエンス化学図録
第一学習社・改訂セミナー化学基礎＋化学



福井県立高志高等学校　普通科(内進)　理系

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

１節　物質の三態
・状態変化とエネルギー
・状態変化と分子間力 3

・物質の三態とその変化について関心をも
ち，状態変化とエネルギーや分子間力との
関係に関して意欲的に探究しようとする。

・物質の三態とその変化について，それに
伴うエネルギーの出入りや分子間力に関す
る概念をもとに考察できる。

・水の三態変化における温度・圧力・エネ
ルギーの関係について調べる化学的方法と
操作を身に付け，その結果と意味について
的確に表現できる。

・物質の三態変化について，エネルギー・
温度・分子間力の影響を理解・習得し，そ
の具体的なあてはめ方について基本的な知
識を身に付けている。

２節　気体・液体間の状態変化
・気体の圧力
・気液平衡と蒸気圧
・沸騰　　　　　・状態図

4

・気体・液体間の状態変化について関心を
もち，気液平衡・沸騰などの現象に関して
状態図を用いて意欲的に探究しようとす
る。

・気体・液体間の状態変化について，気液
平衡・沸騰などの現象や状態図の概念を用
いて考察できる。

・水やエタノールなどの温度・圧力と沸騰
の関係について調べる化学的方法と操作を
身に付け，その結果と意味について的確に
表現できる。

・気体・液体間の状態変化について，気液
平衡・沸騰の現象や状態図を理解・習得
し，その具体的なあてはめ方について基本
的な知識を身に付けている。

１節　気体
・ボイル法則
・シャルルの法則
・ボイル・シャルルの法則

3

・ボイル・シャルルの法則について関心を
もち，絶対温度や絶対零度の概念をもとに
気体の圧力・体積・温度の関係について意
欲的に探究しようとする。

・ボイル・シャルルの法則を用いて，気体
の圧力・体積・絶対温度の関係及び状態変
化について考察できる。

・ボイル・シャルルの法則の意味を理解・
習得し，その具体的なあてはめ方について
基本的な知識を身に付けている。

２節　気体の状態方程式
・気体の状態方程式
・気体の分子量　　・混合気体
・理想気体と実在気体

7

・気体の状態方程式，混合気体の性質，理
想気体と実在気体について関心をもち，分
子間力と分子の大きさという考え方を用い
てその概念形成を探究しようとする。

・理想気体と実在気体についての概念をも
とに，気体の分子量，混合気体の状態方程
式，実在気体における分子間力と分子の大
きさの影響等について考察できる。

・気体の状態方程式を用いて揮発性物質の
分子量を測定する化学的方法と操作を身に
付け，その結果と意味について的確に表現
できる。

・気体の状態方程式・分圧の法則・理想気
体と実在気体の意味を理解・習得し，その
具体的なあてはめ方について基本的な知識
を身に付けている。

１節　溶解
・溶解のしくみ　・固体の溶解度
・溶液の濃度　　・気体の溶解度 4

・溶解とそのしくみ，固体や気体の溶解度
に関心をもち，それらの現象を説明する原
理や概念について意欲的に探究しようとす
る。

固体の溶解度，気体の溶解度(ヘンリーの
法則)について理解することができる。

・液体どうしの混ざり方を分子の極性の有
無の観点で調べる化学的方法と操作を身に
付け，その結果と意味について的確に表現
できる。

・固体や気体の溶解度と温度や圧力との関
係について，その意味を理解・習得し，そ
の具体的なあてはめ方について基本的な知
識を身に付けている。

２節　希薄溶液の性質
・蒸気圧降下と沸点上昇
・凝固点降下
・沸点上昇・凝固点降下と分子量
・浸透圧
・浸透圧と分子量

5

・希薄溶液が示す沸点上昇・凝固点降下・
浸透圧について関心をもち，それらの現象
を説明する原理や概念について意欲的に探
究しようとする。

・沸点上昇・凝固点降下・浸透圧につい
て，水和・溶媒や溶質分子の極性・溶解度
曲線・蒸気圧降下・凝固・溶解平衡等の概
念を用いて考察できる。

・溶液の冷却曲線を調べること，およびそ
の方法を用いて希薄溶液の凝固点降下を測
定することで溶媒のモル凝固点降下を求め
る化学的方法と操作を身に付ける。

・沸点上昇や凝固点降下と溶質の分子量，
浸透圧と溶質の分子量の関係について，そ
の意味を理解・習得し，基本的な知識を身
に付けている。

３節　コロイド
・コロイド粒子
・コロイド溶液の性質
・コロイド溶液の種類

2

・コロイド溶液とその性質について関心を
もち，コロイド粒子の分類や特性について
意欲的に探究しようとする。

・コロイド溶液とその性質について，コロ
イド粒子の大きさと分子の大きさとの違い
による特性として考察できる。

・コロイド溶液の性質を調べる化学的方法
と操作を身に付け，その結果と意味につい
て的確に表現できる。

・コロイド粒子と溶液の性質ついて理解・
習得し，その具体的な例について基本的な
知識を身に付けている。

１節　反応熱と熱化学方程式
・化学反応と熱の出入り
・熱化学方程式
・いろいろな反応熱

3

・化学反応に伴う熱・光の生成について関
心をもち，熱の発生・吸収やその表し方，
反応熱の種類等について意欲的に探究しよ
うとする。

・熱化学方程式が示す化学反応と反応熱の
考え方をもとに，エネルギーとしてのいろ
いろな反応熱に関して状態変化も含み考察
できる。

・具体的な発熱反応と吸熱反応の温度変化
を調べることで，「化学カイロ」や「冷却
パック」のしくみを考察できる。

・反応熱を正確に表現できる熱化学方程式
について理解・習得し，いろいろな反応熱
について正しく表現できる基本的な知識を
身に付けている。

２節　ヘスの法則
・ヘスの法則
・生成熱と反応熱の関係
・結合エネルギー

6

・反応熱と反応経路の関係に関心をもち，
ヘスの法則や生成熱・結合エネルギーと反
応熱の量的関係について意欲的に探究しよ
うとする。

・生成熱や結合エネルギーという概念をも
とに，反応経路と反応熱の関係をヘスの法
則を用いて考察できる。

ヘスの法則を検証することで，観察・実験
を通して正確に測定できる技能を身に付
け，その考察結果を的確に表現できる。

・ヘスの法則の意味するところを理解・習
得し，その応用としての生成熱や結合エネ
ルギーの扱い方について基本的な知識を身
に付けている。

３節　光とエネルギー
・光とエネルギー
・物質と光 1

・光化学反応と化学発光に興味をもち、日
常生活で利用されている現象と関連付けよ
うとする。

・化学反応には光エネルギーを吸収して進
む反応があることを理解できる。

・化学反応における熱および光の発生や吸
収は、反応前後における化学エネルギーの
差から生じることを理解している。

１節　反応の速さ
・速い反応と遅い反応
・反応の速さの表し方 2

・化学反応の速さとその決定要因について
関心をもつ。

・反応速度式の意味を理解できる。 ・化学反応速度の意味と表現方法を理解し
ている。

２節　反応速度を変える条件
・反応速度と濃度
・反応速度と温度
・反応速度と触媒

4

・化学反応の速さの表し方や濃度・温度・
触媒の作用について意欲的に探究しようと
する。

・化学反応の速さに与える濃度・温度・触
媒・固体の表面積・光の作用の影響につい
て，反応速度式や反応速度定数等の考え方
や実験データをもとに考察できる。

・化学反応速度の濃度・温度・触媒・固体
表面積等の影響を理解・習得し，具体的な
反応についてあてはめる基本的な知識を身
に付けている。

３節　反応のしくみ
・粒子の衝突
・活性化エネルギー 4

・化学反応のしくみについて関心をもち，
衝突頻度，活性化エネルギーと触媒の関係
について意欲的に探究しようとする。

・触媒の作用を含む化学反応のしくみにつ
いて，反応速度式・活性化エネルギー等の
考え方を用いて考察できる。

・反応速度と温度の関係を調べるために，
濃度を一定にして反応温度を変化させて反
応速度を測定し，反応速度式とを関連付け
て速度定数について考察できる。

・触媒を加えると活性化エネルギーは変化
するが，反応熱は変化しないことを理解し
ている。

「化学」学習内容と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

学習内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法

4

１編
物質の状態
１章
物質の状態

ワークシート
実験技能
前期中間考査

２章
気体の性質

5
３章
溶液の性質

6

２編
化学反応とエネルギー
１章
化学反応と熱・光

ワークシート
前期中間考査

7

３編
化学反応の速さと平衡
１章
化学反応の速さ

・過酸化水素水の分解反応による酸素発生
量を測定し，その反応速度を算出するとと
もに，その結果を考察し的確に表現でき
る。

ワークシート
前期中間考査
前期期末考査



福井県立高志高等学校　普通科(内進)　理系

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

「化学」学習内容と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

学習内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法

１節　可逆反応と化学平衡
・可逆反応と不可逆反応
・化学平衡
・平衡定数と化学平衡の法則

4

・可逆反応と不可逆反応，化学平衡につい
て関心をもち，その意味や平衡状態の表し
方について意欲的に探究しようとする。

・固体の関与する反応を含む可逆反応の化
学平衡状態を正逆反応の速度が等しいこと
及び平衡定数を用いて考察できる。

・可逆反応における化学平衡の意味，固体
反応を含む平衡定数を理解・習得し，具体
的な反応についてあてはめる基本的な知識
を身に付けている。

２節　平衡の移動
・平衡移動の原理
・濃度変化と平衡の移動
・圧力変化と平衡の移動
・温度変化と平衡の移動
・触媒と平衡の移動
・ルシャトリエの原理の化学工業
　への応用

4

・化学平衡の移動とその原理や工業的応用
について関心をもち，濃度・圧力・温度・
触媒の影響やアンモニア合成について意欲
的に探究しようとする。

・ルシャトリエの原理を用いて，濃度・圧
力・温度の変化及び触媒の有無による平衡
移動の方向を考察し，その応用としてのア
ンモニアの工業的製法の条件を考察でき
る。

・ルシャトリエの原理とその工業的な応用
としてのアンモニア合成について理解・習
得し，個々の具体的な反応にあてはめる基
本的な知識を身に付けている。

１節　電離平衡
・電離平衡
・水の電離平衡とpH 5

・弱酸・弱塩基の電離平衡，水の電離平衡
と水溶液のpHについて関心をもち，その意
味や平衡状態の表し方について意欲的に探
究しようとする。

・弱酸・弱塩基の電離平衡や水溶液のpH等
を電離平衡定数と電離度の関係，水のイオ
ン積を用いて考察できる。

・酢酸の電離平衡定数の測定，緩衝作用の
確認，弱酸・弱塩基の滴定曲線の作成を通
じて，水溶液中の化学平衡について調べ，
その結果を考察し的確に表現できる。

・弱酸・弱塩基の電離平衡と電離度，水の
イオン積と水溶液のpH等を理解・習得し，
具体的な水溶液についてあてはめる基本的
な知識を身に付けている。

２節　塩の水への溶解
・塩の加水分解
・緩衝液とpH
・溶解平衡

5

・塩の加水分解，緩衝液とpH，難溶性塩の
溶解平衡について関心をもち，各種平衡定
数の関係や溶解度積について意欲的に探究
しようとする。

・塩の加水分解，緩衝作用，難溶性塩の溶
解平衡等について平衡定数・溶解度積・ル
シャトリエの原理と共通イオン効果等の考
え方を用いて説明できる。

・緩衝液を作製してそのpH変化に関する性
質を純水と比較することで，緩衝作用を理
解し，その結果を考察し的確に表現でき
る。

・塩の加水分解，緩衝作用とpH変動，難溶
性塩の溶解平衡について理解・習得し，平
衡移動・溶解度積・共通イオン効果等の考
え方を身に付けている。

４編
無機物質
１章
周期表と元素

１節　周期表と元素
・元素の分類

1

・無機物質に関する基本的な概念や法則を
意欲的に探究しようとする。

・非金属元素の性質や反応などについて，
周期表と関連づけて考察できる。

・典型元素と遷移元素の特徴を正確に把握
できている。

１節　水素と希ガス（貴ガス）
・水素　　・希ガス(貴ガス) 2

・水素と希ガス（貴ガス）とその化合物に
関する性質や反応に関心をもつ。

・金属と酸の反応により発生する水素ガス
の量的関係を求めることができる。

・水素ガスや希ガスの性質を理解してい
る。

２節　ハロゲンとその化合物
・ハロゲン　・ハロゲンの化合物 4

・ハロゲンとその化合物に関する性質や反
応に関心をもつ。

・ハロゲンの単体の１つである塩素の発生
法を説明できる。

・ハロゲンとその化合物の性質や製法につ
いて理解している。

３節　酸素・硫黄とその化合物
・酸素
・酸化物の性質とオキソ酸
・硫黄とその化合物

4

・酸素・硫黄とその化合物に関する性質や
反応に関心をもつ。

・周期表１６族の非金属元素の単体及び、
その化合物の性質を考えることができる。

・酸素、硫黄とその化合物の性質や製法に
ついて理解している。

４節　窒素・リンとその化合物
・窒素とその化合物
・リンとその化合物

3
・窒素・リンとその化合物に関する性質や
反応に関心をもつ。

・周期表１５族の非金属元素の単体及び、
その化合物の性質を考えることができる。

・窒素、リンとその化合物の性質や製法に
ついて理解している。

５節　炭素・ケイ素とその化合物
・炭素とその化合物
・ケイ素とその化合物

3
・炭素・ケイ素とその化合物に関する性質
や反応に関心をもつ。

・周期表１４族の非金属元素の単体及び、
その化合物の性質を考えることができる。

・炭素、ケイ素とその化合物の性質や製法
について理解している。

１節　アルカリ金属とその化合物
・アルカリ金属
・ナトリウムの化合物

3
・アルカリ金属とその化合物に関する性質
や反応に関する事物・現象に関心をもつ。

・アルカリ金属とその化合物の性質を考え
ることができる。

・アルカリ金属とその化合物について理解
している。

２節　２族元素とその化合物
・２族元素の単体
・２族元素の化合物

3
・２族の元素とその化合物に関する性質や
反応に関する事物・現象に関心をもつ。

・２族の元素とその化合物の性質を考える
ことができる。

・２族の元素とその化合物について理解し
ている。

３節　１，２族以外の典型金属元
素とその化合物
・アルミニウムとその化合物
・亜鉛とその化合物
・水銀とその化合物
・スズ・鉛とその化合物

5

・１，２族以外の典型金属とその化合物に
関する性質や反応に関する事物・現象に関
心をもつ。

・１，２族以外の典型金属とその化合物の
性質を考えることができる。

・１，２族以外の典型金属とその化合物に
ついて理解している。

ワークシート
前期中間考査
前期期末考査

9

２章
化学平衡

・平衡移動に与える濃度・温度の影響を調
べる実験を通じてルシャトリエの原理を検
証するとともに，その結果を考察し的確に
表現できる。

３章
水溶液中の化学平衡

10

ワークシート
後期中間考査

２章
非金属元素の
単体と化合物

・非金属元素の性質や反応について，観
察，実験の基本的操作や記録の仕方を習得
するとともに，実験器具の選定や扱い方が
身についている。
・気体の発生や性質，反応に関する観察，
実験を行い，その基本的操作や記録の仕方
を習得している。
・非金属元素に関する観察，実験の過程や
結果から導き出した自らの考えを的確に表
現できる。

11

３章
典型金属元素の単体と
化合物

・典型金属元素単体やそのイオンの性質，
反応に関する観察，実験を行い，その基本
的操作や記録の仕方を習得している。
・典型金属元素に関する観察，実験の過程
や結果から導き出した自らの考えを的確に
表現できる。



福井県立高志高等学校　普通科(内進)　理系

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

「化学」学習内容と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

学習内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法

１節　遷移元素とその化合物
・遷移元素の特徴
・錯イオン
・鉄とその化合物
・銅とその化合物
・銀とその化合物
・クロムとその化合物
・マンガンとその化合物

5

・遷移金属とその化合物に関する性質や反
応に関する事物・現象に関心をもつ。

・遷移金属とその化合物の性質を考えるこ
とができる。

・遷移金属元素単体やそのイオンの性質，
反応に関する観察，実験を行い，その基本
的操作や記録の仕方を習得している。
・遷移金属元素に関する観察，実験の過程
や結果から導き出した自らの考えを的確に
表現できる。

・遷移金属とその化合物について理解して
いる。

２節　金属イオンの分離・確認

・塩化物イオンCl-との反応

・硫化物イオンS
2-
との反応

・水酸化物イオンOH-との反応

・炭酸イオンCO3
2-
，

　硫酸イオンSO4
2-との反応

・金属イオンの系統分離

5

・金属イオンを含む沈殿に関する性質や反
応に関する事物・現象に関心をもつ。

・金属イオンを含む沈殿について，その生
成条件や性質について考えることができ
る。

・金属イオンの性質を利用して，金属イオ
ンを系統的に分離する実験を行い，自らの
考えを的確に表現できる。

・金属イオンの分離，確認について理解し
ている。

１節　金属
・金属の分類と製錬
・金属の利用

2
・単体や無機化合物と日常生活や社会との
関連について関心をもち，人間生活との関
わりについて意欲的に探究しようとする。

・単体や無機化合物が人間生活にどのよう
に関わっているかを科学的に考察できる。

・単体や無機化合物について，人間生活と
関連付けて理解し，知識を身に付けてい
る。

２節　セラミックス
・セラミックス
・ガラス
・陶磁器とセメント
・ファインセラミックス

1

・セラミックスの特徴とそれが私たちの生
活にどのように利用されているかについて
関心を持つ。

・セラミックスの種類や性質を考えること
ができる。

・セラミックスについて理解している。

１節　有機化合物の特徴
・有機化合物と無機化合物
・有機化合物の多様性と特徴
・炭化水素の分類
・官能基による分類
・有機化合物の表し方

2

有機化合物の一般的な性質や構造を理解
し、分類や分析の仕方を調べようとする。

・有機化合物の特徴と分類を考えることが
できる。
・元素分析により、組成式･分子式･構造式
が決定されることについて考えることがで
きる。

・有機化合物の特徴と分類について理解し
ている。
・有機化合物の分析について理解してい
る。

２節　有機化合物の構造式の決定
・構造式決定の手順 3

・構造式の決定方法について調べようとす
る。

・元素分析により，組成式･分子式･構造式
が決定されることについて考えることがで
きる。

有機化合物の分析について理解している。

１節　飽和炭化水素
・アルカンの構造
・アルカンの性質
・アルカンの反応
・シクロアルカン

5

・有機化合物の基本的な化合物である炭化
水素のうち，鎖式炭化水素と脂環式炭化水
素の構造と性質を調べようとする。

・脂肪族炭化水素の性質や反応を構造と関
連付けて考えることができる。

・アルカンの構造，同族体，アルカンの性
質，置換反応，シクロアルカンと化学的性
質について理解している。

２節　不飽和炭化水素
・アルケンの構造
・シス－トランス異性体
・アルケンの製法と性質
・アルキン

5

・アルケン，アルキンの性質や立体異性体
について調べようとする。

・官能基をもつ脂肪族化合物の性質や反応
について考えることができる。

・飽和炭化水素と不飽和炭化水素の反応性
の違いを，それぞれの化合物と臭素の反応
から調べることができる。

・アルケンの構造，幾何異性体，アルケン
の反応，シクロアルケン，アルキンの構
造，アセチレンの反応について理解してい
る。

１節　アルコールとエーテル
・アルコールの構造と分類
・アルコールの性質
・アルコールの反応
・さまざまなアルコール
・エーテル

5

酸素を含む有機化合物であるアルコールや
エーテルについて，構造や性質を調べよう
とする。

・アルコールの分類や性質とエーテルの性
質を考えることができる。

・アルコールの構造と分類，性質について
理解している。

２節　アルデヒドとケトン
・カルボニル化合物
・アルデヒド
・ケトン

4

アルデヒド，ケトンについて，構造や性質
を調べようとする。

・アルデヒドの性質とケトンの性質につい
て考えることができる。

・アルデヒドの生成，性質について理解し
ている。

３節　カルボン酸とエステル
・カルボン酸の構造と分類
・カルボン酸の性質
・さまざまなカルボン酸
・鏡像異性体
・エステル

5

カルボン酸について，構造や性質を調べよ
うとする。

・カルボン酸とエステルの構造や性質，鏡
像異性体について考えることができる。

・酢酸とエタノールから酢酸エチルを合成
し，その性質を調べることができる。

・カルボン酸の分類と性質，エステルの反
応と性質について理解している。

４節　油脂とセッケン
・油脂
・セッケン
・界面活性剤
・合成洗剤

4

油脂やセッケンについて，構造や性質を調
べようとする。

・油脂やセッケンの構造や性質について考
えることができる。

・油脂のけん化によりセッケンをつくり，
その性質を調べることができる。

・油脂やセッケンの性質について理解して
いる。

ワークシート
後期中間考査

12

４章
遷移元素の単体と化合
物

５章
無機物質と人間生活

1

５編
有機化合物
１章
有機化合物の特徴と構
造

ワークシート
後期中間考査
後期期末考査

２章
炭化水素

2

３章
アルコールと関連物質

・アルコールの反応とその酸化生成物の性
質についてエタノール，ナトリウム，銅線
を使って実験することができる。

3



科目名 学科名 対象学年 単位数

生物 普通科（内進生）理系 2年 4

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

生物や生物現象について関心を持
ち、意欲的に探求しようとするとと
もに、生物学的に探究する考え方を
身につけている。

生物や生物現象を分子レベルでとら
え、事象を科学的に考察し、導き出
した考え方を的確に表現している。

生物や生物現象に関する観察、実験
などを行い、基本操作を習得すると
ともに、それらの過程や結果を的確
に記録、整理し、自然の事物・現象
を生物学的に探求する技能を身につ
けている。

生物や生物現象について、広く概念
や原理・法則を理解し、科学的な思
考や判断を行える知識を身につけて
いる。

生物や生命現象について、自然に対する関心や探究心を高め、生物学的に探求する能力と態度を育てるととも
に、生物学の基本的な概念や原理・法則の系統的な理解を深め、科学的な自然観を育成する。

評価の観点および評価規準

令和３年度　理科　指導と評価の年間計画

学校名　　福井県立高志高等学校　　　　　　　　　　　　　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

東京書籍　「改訂　生物」（３０６）
実教出版　　「サイエンスビュー　生物総合資料」

第一学習社　　「セミナー生物基礎・生物」



福井県立高志高等学校・普通科理系

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

4

１編　生命現象と物質
１章　生体物質と細胞
◎生体の体をつくる細胞
◎細胞の構造
◎真核細胞の構造とはたらき

6 さまざまな顕微鏡に関心や探
究心をもち，意欲的にそれらを
探究しようとするとともに，科学
的態度を身に付けている。

半透性と浸透圧について問題
を見いだし，探究する過程を
通して，事象を科学的に考察
し，導き出した考えを的確に表
現している。

細胞の観察実験を通して，顕
微鏡の使い方やスケッチの方
法などの基本操作を習得する
とともに，観察過程や結果を的
確に記録，整理し，細胞の構
造上の違いを科学的に探究
する技能を身に付けている。

さまざまな顕微鏡について，基
本的な概念や原理・法則を理
解し，知識を身に付けている。

内容演習による取組評価

4･5

２章　タンパク質の構造と酵素
◎タンパク質の構造
◎酵素としてはたらくタンパク質

9 パーマネントウェーブのしくみ
に関心や探究心をもち，意欲
的にそれらを探究しようとする
とともに，科学的態度を身に付
けている。

カタラーゼの実験を通して，基
本操作を習得するとともに，観
察過程や結果を的確に記録，
整理し，カタラーゼのはたらく
条件について，科学的に探究
する技能を身に付けている。

内容演習による取組評価

考査問題による理解度・定
着度分析

5

３章　細胞間の相互作用とタンパク質
◎輸送にかかわるタンパク質
◎情報伝達にかかわるタンパク質
◎免疫にかかわるタンパク質
◎細胞接着にかかわるタンパク質

8 内容演習による取組評価

まず，細胞を構成する物質について
学習する。特に，タンパク質について
は，基本的な構造を学習したうえで，
酵素など，その立体構造と生命活動
において果たすはたらきとの関連を
理解させる。次に，細胞小器官など，
細胞の内部構造とそのはたらきにつ
いて学習する。生体膜や細胞骨格に
ついては，その構造や機能を学習す
る。これらの学習を通じて，細胞活動
においてさまざまなタンパク質がさま
ざまな生命現象を支えていることを理
解する。

・酵素がはたらくことで反応が
進みやすくなるのはなぜかに
ついて問題を見いだし，探究
する過程を通して，事象を科
学的に考察し，導き出した考
えを的確に表現している。
・ 競争的阻害について問題を
見いだし，探究する過程を通
して，事象を科学的に考察し，
導き出した考えを的確に表現
している。
・カタラーゼのはたらきについ
て問題を見いだし，探究する
過程を通して，事象を科学的
に考察し，導き出した考えを的
確に表現している。
・生体内ではたらく酵素に
ついて問題を見いだし，
探究する過程を通して，事象
を科学的に考察し，導き出し
た考えを的確に表現している。

・タンパク質の立体構造と病気
について，基本的な概念や原
理・法則を理解し，知識を身に
付けている。

・抗体の多様性はどのようにし
てつくられるかについて，基本
的な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けている。

・超好熱菌と酵素について，基
本的な概念や原理・法則を理
解し，知識を身に付けている。

・アロステリック酵素による
フィードバック調節について，
基本的な概念や原理・法則を
理解し，知識を身に付けてい
る。

「生物」(２年）　学習内容と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

学習内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法



5･6

４章　代謝とエネルギー
◎エネルギー変化と化学反応

6 内容演習による取組評価

6

◎呼吸
◎発酵と解糖

6 内容演習による取組評価

考査問題による理解度・定
着度分析

6･7

◎光合成 6 内容演習による取組評価

考査問題による理解度・定
着度分析

7

◎化学合成
◎代謝の共通点と相違点
◎窒素同化

6 内容演習による取組評価

9

２編　遺伝子のはたらき
1章　DNAの構造と複製
◎ＤＮＡの構造
◎ＤＮＡの複製

２章　遺伝情報の発現
◎遺伝情報の流れ
◎転写のしくみ
◎翻訳のしくみ
◎遺伝情報の変化

「生物基礎」で学習したDNAの構造・
複製・タンパク質合成について，その
詳細なしくみを理解させる。その際，
遺伝情報の変化についても学習す
る。次に，遺伝子の発現調節の概要
を，転写レベルの調節を中心に学習
する。さらに，遺伝子を扱ったバイオ
テクノロジーについて学習し，その原
理と有用性を理解する。

12 ・逆転写に関心や探究心をも
ち，意欲的にそれらを探究しよ
うとするとともに，科学的態度を
身に付けている。
・DNAのセンス鎖とアンチセン
ス鎖に関心や探究心をもち，
意欲的にそれらを探究しようと
するとともに，科学的態度を身
に付けている。
・塩基配列の区切り方に関心
や探究心をもち，意欲的にそ
れらを探究しようとするととも
に，科学的態度を身に付けて
いる。
・正常ヘモグロビンとかま状赤
血球ヘモグロビンに関心や探
究心をもち，意欲的にそれらを
探究しようとするとともに，科学
的態度を身に付けている。

・メセルソンとスタールの実験
に問題を見いだし，探究する
過程を通して，事象を科学的
に考察し，導き出した考えを的
確に表現している。
・さまざまなRNAに問題を見い
だし，探究する過程を通して，
事象を科学的に考察し，導き
出した考えを的確に表現して
いる。
・選択的スプライシングに問題
を見いだし，探究する過程を
通して，事象を科学的に考察
し，導き出した考えを的確に表
現している。
・SNPsについてに問題を見い
だし，探究する過程を通して，
事象を科学的に考察する。

・塩基配列を読む実験を通し
て，抽出やろ過などの基本操
作を習得するとともに，実験の
過程や結果を的確に記録，整
理し，遺伝子の翻訳のしくみを
科学的に探究する技能を身に
付けている。

・DNAの方向性について，基
本的な概念や原理・法則を理
解し，知識を身に付けている。

・岡崎フラグメントについて，基
本的な概念や原理・法則を理
解し，知識を身に付けている。

・mRNAの方向性とタンパク質
の方向性について，基本的な
概念や原理・法則を理解し，
知識を身に付けている。

・mRNAには翻訳されない部分
もある点について，基本的な
概念や原理・法則を理解し，
知識を身に付けている。

内容演習による取組評価

「生物基礎」で概要を学習した呼吸・
光合成について，その詳細なしくみ
を理解させる。呼吸においては，各
過程の反応を学習し，その際，有機
物が分解され，ATPが合成されること
を理解させる。光合成においては，
各過程の反応を学習し，その際，光
エネルギーが化学エネルギーに変
換されることを理解させる。また，窒
素同化の概要についても理解させ
る。
まとめとして、生体内で行われる化学
反応全体の共通点と相違点につい
て理解する。

・パスツール効果に関心や探
究心をもち，意欲的にそれらを
探究しようとするとともに，科学
的態度を身に付けている。

・微生物の発酵を利用した食
品に関心や探究心をもち，意
欲的にそれらを探究しようとす
るとともに，科学的態度を身に
付けている。

・光の吸収と色素に関心や探
究心をもち，意欲的にそれらを
探究しようとするとともに，科学
的態度を身に付けている。

・光合成のしくみはどのように
解明されてきたのだろうか？と
いうことに関心や探究心をも
ち，意欲的にそれらを探究しよ
うとするとともに，科学的態度を
身に付けている。

・呼吸商の意味について問題
を見いだし，探究する過程を
通して，事象を科学的に考察
し，導き出した考えを的確に表
現している。

・脂肪とタンパク質を基質とす
る呼吸経路について問題を見
いだし，探究する過程を通し
て，事象を科学的に考察し，
導き出した考えを的確に表現
している。

・光合成細菌の光化学系につ
いて問題を見いだし，探究す
る過程を通して，事象を科学
的に考察し，導き出した考えを
的確に表現している。

・コハク酸脱水素酵素の実験
を通して，基本操作を習得す
るとともに，観察過程や結果を
的確に記録，整理し，コハク酸
脱水素酵素の性質について，
科学的に探究する技能を身に
付けている。

・アルコール発酵の実験を通
して，基本操作を習得するとと
もに，観察過程や結果を的確
に記録，整理し，アルコール発
酵の様子について，科学的に
探究する技能を身に付けてい
る。

・クロマトグラフィーによる光合
成色素の分離実験を通して，
基本操作を習得するとともに，
観察過程や結果を的確に記
録，整理し，各色素のＲｆ値に
ついて，科学的に探究する技
能を身に付けている。

・グルタミン合成酵素の阻害実
験を通して，基本操作を習得
するとともに，観察過程や結果
を的確に記録，整理し，植物
の除草剤処理によるアンモニ
ア蓄積の様子について，科学
的に探究する技能を身に付け
ている。

・酸化還元について，基本的
な概念や原理・法則を理解し，
知識を身に付けている。

・呼吸のエネルギー収支につ
いて，基本的な概念や原理・
法則を理解し，知識を身に付
けている。

・細菌の電子伝達系につい
て，基本的な概念や原理・法
則を理解し，知識を身に付け
ている。

・Ｃ４植物とCAM植物につい
て，基本的な概念や原理・法
則を理解し，知識を身に付け
ている。
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３章　遺伝子の発現調節
◎原核細胞の遺伝子発現調節
◎真核細胞の遺伝子発現調節
◎選択的遺伝子発現

8 ・ヒストンとクロマチン構造に関
心や探究心をもち，意欲的に
それらを探究しようとするととも
に，科学的態度を身に付けて
いる。

・調節タンパク質が結合する塩
基配列に問題を見いだし，探
究する過程を通して，事象を
科学的に考察し，導き出した
考えを的確に表現している。

・ユスリカの染色体の同定とパ
フの位置の探し出しの実験を
通して，押しつぶし法などの基
本操作を習得するとともに，実
験の過程や結果を的確に記
録，整理し，染色体上の遺伝
子発現について科学的に探
究する技能を身に付けてい
る。

・調節タンパク質が結合する塩
基配列について，基本的な概
念や原理・法則を理解し，知
識を身に付けている。

内容演習による取組評価

考査問題による理解度・定
着度分析

10

４章　バイオテクノロジー
◎目的の遺伝子を増やす
◎遺伝子の情報を読む
◎遺伝子を細胞に導入する
◎バイオテクノロジーの進展と課題

8 ・制限酵素に関心や探究心を
もち，意欲的にそれらを探究し
ようとするとともに，科学的態度
を身に付けている。
・大腸菌を用いたクローニング
に関心や探究心をもち，意欲
的にそれらを探究しようとする
とともに，科学的態度を身に付
けている。
・遺伝子治療の例に関心や探
究心をもち，意欲的にそれらを
探究しようとするとともに，科学
的態度を身に付けている。
・光るタンパク質GFPの発見に
関心や探究心をもち，意欲的
にそれらを探究しようとするとと
もに，科学的態度を身に付け
ている。

・遺伝子操作の始まりの歴史
に問題を見いだし，探究する
過程を通して，事象を科学的
に考察し，導き出した考えを的
確に表現している。

・メタゲノム解析の中に問題を
見いだし，探究する過程を通
して，事象を科学的に考察し，
導き出した考えを的確に表現
している。

・大腸菌を使った遺伝子組換
え実験を通して，基本操作を
習得するとともに，実験の過程
や結果を的確に記録，整理
し，遺伝子組換えの原理につ
いて科学的に探究する技能を
身に付けている。

・イヌの大きさを決める遺伝子
は？について，基本的な概念
や原理・法則を理解し，知識を
身に付けている。

・RNAのはたらきを抑えるRNA
干渉について，基本的な概念
や原理・法則を理解し，知識を
身に付けている。

内容演習による取組評価

・植物における減数分裂の観
察を通して，プレパラート作成
などの基本操作を習得するとと
もに，実験の過程や結果を的
確に記録，整理し，減数分裂
について科学的に探究する技
能を身に付けている。

・遺伝子が連鎖や独立してい
る場合の遺伝についての計算
を通して，コンピュータや表計
算ソフトなどの基本操作を習得
するとともに，実験の過程や結
果を的確に記録，整理し，遺
伝子の分離比について科学
的に探究する技能を身に付け
ている。

・遺伝子が連鎖や独立してい
る場合の遺伝について，基本
的な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けている。

内容演習による取組評価

考査問題による理解度・定
着度分析
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３編　生殖と発生
１章　生物の有性生殖
◎有性生殖
◎染色体と遺伝子
◎減数分裂
◎減数分裂でもたらされる遺伝的多様性
◎遺伝子の連鎖と組み替え
◎遺伝現象と関連

染色体に遺伝子が存在することを学
習したうえで，有性生殖では，減数分
裂と受精によって多様な遺伝子の組
み合わせが生じることを理解させる。
次に，動物の配偶子形成・受精と初
期発生の過程を学習する。また，細
胞の分化や形態形成のしくみについ
て，誘導現象を中心に理解させる。
前後軸形成のしくみと形態形成を調
節する遺伝子について学習する。植
物の配偶子形成・受精と胚発生の過
程を学習し，器官分化における遺伝
子のはたらきについて理解する。

12 ・配偶子の種類に関心や探究
心をもち，意欲的にそれらを探
究しようとするとともに，科学的
態度を身に付けている。

・組換えと染色体上の遺伝子
の位置に関心や探究心をも
ち，意欲的にそれらを探究しよ
うとするとともに，科学的態度を
身に付けている。

・染色体地図に問題を見いだ
し，探究する過程を通して，事
象を科学的に考察し，導き出
した考えを的確に表現してい
る。
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２章　動物の発生
◎動物の配偶子形成
◎動物の受精
◎ウニの発生
◎カエルの発生

10 ・ヒトの卵形成と受精に関心や
探究心をもち，意欲的にそれ
らを探究しようとするとともに，
科学的態度を身に付けてい
る。

・原基分布図と胚葉の分類に
問題を見いだし，探究する過
程を通して，事象を科学的に
考察し，導き出した考えを的確
に表現している。

・脊椎動物の胚葉の分化と器
官形成に問題を見いだし，探
究する過程を通して，事象を
科学的に考察し，導き出した
考えを的確に表現している。

・ウニの配偶子と受精の観察を
通して，プレパラート作成など
の基本操作を習得するととも
に，実験の過程や結果を的確
に記録，整理し，ウニの受精に
ついて科学的に探究する技能
を身に付けている。

・ウニの発生実験を通して，実
体顕微鏡の使い方などの基本
操作を習得するとともに，実験
の過程や結果を的確に記録，
整理し，ウニの発生過程につ
いて科学的に探究する技能を
身に付けている。

・核移植実験とiPS細胞につい
て，基本的な概念や原理・法
則を理解し，知識を身に付け
ている。

内容演習による取組評価

内容演習による取組評価

1

４章　植物の発生
◎被子植物の生殖と胚発生
◎被子植物の器官分化

11 ・胚のうによる花粉管の誘引に
関心や探究心をもち，意欲的
にそれらを探究しようとするとと
もに，科学的態度を身に付け
ている。

・裸子植物，シダ植物，コケ植
物の生殖と発生に関心や探究
心をもち，意欲的にそれらを探
究しようとするとともに，科学的
態度を身に付けている。

・植物研究におけるショウジョ
ウバエ，シロイヌナズナに関心
や探究心をもち，意欲的にそ
れらを探究しようとするととも
に，科学的態度を身に付けて
いる。

・葉の形態形成における茎頂
分裂組織の役割の中に問題
を見いだし，探究する過程を
通して，事象を科学的に考察
し，導き出した考えを的確に表
現している。

・種子植物の胚や種子の形成
過程の観察実験を通して，顕
微鏡の使い方などの基本操作
を習得するとともに，実験の過
程や結果を的確に記録，整理
し，胚や種子の形成について
科学的に探究する技能を身に
付けている。

・八重咲き植物における花の
構造とABCモデルの観察実験
を通して，基本操作を習得す
るとともに，実験の過程や結果
を的確に記録，整理し，変異
の様子について科学的に探
究する技能を身に付けてい
る。

・ABCモデルの遺伝子の発現
と機能について，基本的な概
念や原理・法則を理解し，知
識を身に付けている。

内容演習による取組評価

考査問題による理解度・定
着度分析

12

３章　動物の発生のしくみ
◎動物の体軸とその決定
◎肺の細胞の発生運命と原腸形成
◎胚の細胞の分化と誘導
◎動物に共通する形づくりのしくみ
◎発生とゲノム

11 ・背側または腹側だけで発現
する遺伝子に関心や探究心を
もち，意欲的にそれらを探究し
ようとするとともに，科学的態度
を身に付けている。

・中胚葉誘導にはたらく遺伝
子と誘導のしくみに問題を見
いだし，探究する過程を通し
て，事象を科学的に考察し，
導き出した考えを的確に表現
している。

・キイロショウジョウバエの胚の
観察実験を通して，顕微鏡の
使い方などの基本操

作を習得するとともに，実験の
過程や結果を的確に記録，整
理し，胚の形態について科学
的に探究する技能を身に付け
ている。

・形成体のはたらきを担う遺伝
子について，基本的な概念や
原理・法則を理解し，知識を身
に付けている。

・四肢に決まった指がつくられ
るしくみについて，基本的な概
念や原理・法則を理解し，知
識を身に付けている。

染色体に遺伝子が存在することを学
習したうえで，有性生殖では，減数分
裂と受精によって多様な遺伝子の組
み合わせが生じることを理解させる。
次に，動物の配偶子形成・受精と初
期発生の過程を学習する。また，細
胞の分化や形態形成のしくみについ
て，誘導現象を中心に理解させる。
前後軸形成のしくみと形態形成を調
節する遺伝子について学習する。植
物の配偶子形成・受精と胚発生の過
程を学習し，器官分化における遺伝
子のはたらきについて理解する。
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４編　生物の環境応答
１章　動物の刺激の受容と反応
◎刺激の受容から反応への情報の流
れ
◎神経系を構成する細胞
◎ニューロンの興奮
◎興奮の伝導
◎興奮の伝達
◎刺激の受容と感覚
◎視覚器
◎聴覚器とその他の受容器
◎中枢神経系での情報処理
◎効果器と反応

・動物は，光や音などの刺激を
手がかりにして，獲物や外敵の
存在などの情報を得ている。情
報を処理して正確ですばやい反
応を引き起こすしくみについて
学習する。

9

・神経回路のしくみを調べ
る方法に関心や探究心をも
ち，意欲的にそれらを探究
しようとするとともに，科
学的態度を身に付けてい
る。
・視覚や聴覚の高度な情報
処理に関心や探究心をも
ち，意欲的にそれらを探究
しようとするとともに，科
学的態度を身に付けてい
る。
・効果器と反応に関心や探
究心をもち，意欲的にそれ
らを探究しようとするとと
もに，科学的態度を身に付
けている。

・刺激の強さと感覚ニュー
ロンで伝わる興奮の関係に
問題を見いだし，探究する
過程を通して，事象を科学
的に考察し，導き出した考
えを的確に表現している。
・興奮の伝導や伝達に問題
を見いだし，探究する過程
を通して，事象を科学的に
考察し，導き出した考えを
的確に表現している。

・反射の観察実験を通し
て，ビデオカメラやコン
ピュータなどの基本操作を
習得するとともに，実験の
過程や結果を的確に記録，
整理し，反射のしくみにつ
いて科学的に探究する技能
を身に付けている。

・刺激の受容から反応への
情報の流れについて，基本
的な概念や原理・法則を理
解し，知識を身に付けてい
る。
・視覚の複雑な情報処理に
ついて，基本的な概念や原
理・法則を理解し，知識を
身に付けている。
・聴細胞が音を感じること
について，基本的な概念や
原理・法則を理解し，知識
を身に付けている。
・嗅覚と味覚について，基
本的な概念や原理・法則を
理解し，知識を身に付けて
いる。
・中枢神経での情報処理に
ついて，基本的な概念や原
理・法則を理解し，知識を
身に付けている。

内容演習による取組評
価

2

２章　動物の行動
◎動物の行動をめぐる４つの「な
ぜ」
◎行動の生得的要素とその後の修正
◎神経系のはたらきと動物の行動

・行動とは，生物を含む環境に
対して，生物が反応したりはた
らきかけたりする活動である。
動物の行動が起こるしくみにつ
いて学習する。 4

・鳥のさえずりをめぐる４
つの研究に関心や探究心を
もち，意欲的にそれらを探
究しようとするとともに，
科学的態度を身に付けてい
る。

 ・古典的条件付けに問題
を見いだし，探究する過程
を通して，事象を科学的に
考察し，導き出した考えを
的確に表現している。

・カイコガのフェロモンに
対する行動の実験を通し
て，生物を扱う基本操作を
習得するとともに，調査の
過程や結果を的確に記録，
整理し，超音波による反響
定位のしくみについて科学
的に探究する技能を身に付
けている。

・動物の生得的行動につい
て，基本的な概念や原理・
法則を理解し，知識を身に
付けている。
・神経系のはたらきと動物
の行動について，基本的な
概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けてい
る。

内容演習による取組評
価

2･3

３章　植物の環境応答
◎環境に応じた植物の一生と植物ホ
ルモン
◎環境要因による発芽の調節
◎環境要因による栄養成長の調節
◎環境要因による気孔の開閉の調節
◎環境要因による花芽形成の調節
◎老化と落葉
◎ストレスに対する応答

・移動能力をもたない植物に
は，周囲の環境の変化に応じた
発生や成長などの調節がみられ
る。植物の一生をたどりなが
ら，植物の環境応答とそのしく
みについて学習する。

8

・ジベレリンの発見に関心
や探究心をもち，意欲的に
それらを探究しようとする
とともに，科学的態度を身
に付けている。
・幼葉鞘の光屈性に関心や
探究心をもち，意欲的にそ
れらを探究しようとすると
ともに，科学的態度を身に
付けている。
・植物ホルモンの農業への
利用に関心や探究心をも
ち，意欲的にそれらを探究
しようとするとともに，科
学的態度を身に付けてい
る。

・頂芽優勢に問題を見いだ
し，探究する過程を通し
て，事象を科学的に考察
し，導き出した考えを的確
に表現している。
・植物のホルモンと器官分
化に問題を見いだし，探究
する過程を通して，事象を
科学的に考察し，導き出し
た考えを的確に表現してい
る。
・生物時計と光周性の花芽
形成に問題を見いだし，探
究する過程を通して，事象
を科学的に考察し，導き出
した考えを的確に表現して
いる。
・紅葉のしくみとその利点
に問題を見いだし，探究す
る過程を通して，事象を科
学的に考察し，導き出した
考えを的確に表現してい
る。

・ダイコンの春化の観察を
通して，ペトリ皿やろ紙の
取り扱いなどの基本操作を
習得するとともに，観察の
過程や結果を的確に記録，
整理し，春化のしくみにつ
いて科学的に探究する技能
を身に付けている。

・植物ホルモンによる発
芽，栄養成長，気孔の開
閉，花芽形成の調節につい
て，基本的な概念や原理・
法則を理解し，知識を身に
付けている。
・青色光によって気孔が開
くしくみについて，基本的
な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けてい
る。
・花成ホルモンの同定への
道について，基本的な概念
や原理・法則を理解し，知
識を身に付けている。
・植物のストレス応答につ
いて，基本的な概念や原
理・法則を理解し，知識を
身に付けている。

内容演習による取組評
価
考査問題による理解
度・定着度分析



科目名 学科名 対象学年 単位数

体育 普通科 ２年 2

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

運動の楽しさや喜びを深く味わ
うことができるよう，公正，協
力，責任などの態度を身に付け
るとともに，健康・安全に留意
して自ら運動をしようとする。

生涯にわたる豊かなスポーツラ
イフの実現を目指して、自己や
仲間の課題に応じた運動を継続
するための取り組み方を工夫し
ている。また、自己や仲間の状
況に応じて体力を高めるための
運動を継続するための計画を工
夫している。

運動の合理的な実践を通して、
運動の特性に応じて勝敗を競っ
たり、攻防を展開したり、表現
したりするための各領域の運動
の特性に応じた段階的な技能を
身に付けている。

選択した運動の技術（技）の名
称や行い方、体力の高め方。課
題解決の方法、練習や発表の仕
方、スポーツを行う際の健康・
安全の確保の仕方についての具
体的な方法、スポーツの歴史、
文化的特性や現代のスポーツの
特徴、運動やスポーツの効果的
な学習の仕方及び豊かなスポー
ツライフの設計の仕方を理解し
ている。

運動の合理的、計画的な実践を通して、知識を深めるとともに技能を高め、運動の楽しさや喜びを
深く味わうことができるようにし、自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育て、公正、協
力、責任、参画などに対する意欲を高め、健康・安全を確保して、生涯にわたって豊かなスポーツ
ライフを継続する資質や能力を育てる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　保健体育科　指導と評価の年間計画

学校名　　　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

現代高等保健体育（大修館） ステップアップ高校スポーツ（大修館）



学校名・学科・学年　高志高等学校　普通科　第２学年

1
2
3

A 9

「A　体つくり運動｝
（１）次の運動を通して、体を動かす楽しさや心地よさを味わい、健康の保持
増進や体力の向上を図り、目的に適した運動の計画や自己の体力や生活に応じ
た運動の計画を立て、実生活に役立てることができるようにする。
ア　体ほぐしの運動では、心と体は互いに影響し変化することに気付き、体の
状態に応じて体の調子を整え、仲間と積極的に交流するための手軽な運動や律
動的な運動を行うこと。
イ　体力を高める運動では、自己のねらいに応じて、健康の保持増進や調和の
とれた体力の向上を図るための継続的な運動の計画を立て取り組むこと。
（２）体つくり運動に主体的に取り組むと体力などの違いに配慮しようとする
こと、役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に
貢献しようとすることなどや、健康・安全を確保することができるようにす
る。
（３）体つくり運動の行い方、体力の構成要素、実生活への取り入れ方などを
理解し、自己や仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫で
きるようにする。

・サーキットトレーニング
・ウエイトトレーニング
・シャトルラン

体力を高める運動に対
する関心や意欲を持っ
て互いに協力して運動
しようとする。また、
健康や安全に留意して
運動をしようとする。

自分の体力に応じて、
必要な運動を選択し、
体力を高めることがで
きる。

体力を高めるための運
動の必要性や運動の行
い方、心身への効果を
理解する。

・出席状況
・授業に取り組む態度
・仲間との協力状態
・チェックテスト

無
し

B 0

「Ｂ　器械運動」
(１)次の運動について、技がよりよくできる楽しさや喜びを味わい、自己に適
した技を高めて、演技できるようにする。
ア　マット運動では、回転系や巧技系の基本的な技を滑らかに安定して行うこ
と、条件を変えた技、発展系を滑らかに行うこと、それらを構成し演技するこ
と。
イ　鉄棒運動では、支持系や懸垂系の基本的な技を滑らかに安定して行うこ
と、条件を変えた技、発展技を滑らかに行うこと、それらを構成し演技するこ
と。
ウ　平均台運動では、体操系やバランス系の基本的な技を滑らかに安定して行
うこと、条件を変えた技、発展技を滑らかに行うこと、それらを構成し演技す
ること。
エ　跳び箱運動では、切り返し系や回転系の基本的な技を滑らかに安定して行
うこと、条件を変えた技、発展技を滑らかに行うこと。
(２)器械運動に主体的に取り組むとともに、役割を積極的に引き受け自己の責
任を果たそうとすること、合意形成に貢献しようとすることなどや、健康・安
全を確保することができるようにする。
(３)技の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、発表の仕方などを理
解し、自己の仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫でき
るようにする。

４
５

C 8

「Ｃ　陸上競技」
(１)次の運動について、記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、各種目特
有の技能を高めることができるようにする。
ア　競争　短距離走・リレーでは、中間走の高いスピードを維持して速く走る
こと、長距離走では、ペースの変化に対応するなどして走ること、ハードル走
では、スピードを維持した走りからハードルを低くリズミカルに越すこと。
イ　跳躍　走り幅跳びでは、スピードに乗った助走と力強い踏み切りから着地
までの動きをなめらかにして跳ぶこと、走り高跳びでは、スピードのあるリズ
ミカルな助走から力強く踏み切り、滑らかな空間動作で跳ぶこと、三段跳びで
は、短い助走からリズミカルに連続して跳ぶこと。
ウ　投てき　砲丸投げでは立ち投げなどから包含を突き出して投げること、や
り投げでは、短い助走からやりを前方にまっすぐ投げること。
(２)陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け止め、ルー
ルやマナーを大切にしようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任を
果たそうとすること、合意形成に貢献しようとすることなどや、健康・安全を
確保することができるようにする。
(３)技術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方など
を理解し、自己の仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫
できるようにする。

○長距離走
・ペース走
・インターバルトレーニング
○走幅跳
・跳躍トレーニング

陸上競技の特性に関心
をもち、楽しさや喜び
を味わえるように進ん
で取り組もうとする。
また、互いに協力して
練習や競技をしようと
するとともに、勝敗に
対して公正な態度をと
ろうとする。また、練
習場の安全や体の調子
など、健康・安全に留
意して練習や競技をし
ようとする。

自分の能力に適した課
題を持ち、その解決を
目指して、練習の仕方
や競技の仕方を工夫し
ている。

陸上競技の選択した
種目の特性に応じた
技能を身につけると
ともに、その技能を
高め、競技したり記
録を高めたりするこ
とができる。

陸上競技の選択した種
目の特性や学び方、技
能の構造、合理的な練
習の仕方などを理解す
るとともに、競技や審
判の方法を理解し、知
識を身につけている。

・出席状況
・授業に取り組む態度
・実技テスト
・ルールテスト（口
答）

無
し

D 0

「Ｄ　水泳」
(１)次の運動について、記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい、各種目特
有の技能を高めることができるようにする。
ア　クロールでは、手と足、呼吸のバランスを保ち、伸びのある動作と安定し
たペースで長く泳いだり速く泳いだりすること。
イ　平泳ぎでは、手と足、呼吸のバランスを保ち、伸びのある動作と安定した
ペースで長く泳いだり速く泳いだりすること。
ウ　背泳ぎでは、手と足、呼吸のバランスを保ち、安定したペースで長く泳い
だり速く泳いだりすること。
エ　バタフライでは、手と足、呼吸のバランスを保ち、安定したペースで長く
泳いだり速く泳いだりすること。
オ　複数の泳法で長く泳ぐこと又はリレーをすること。
(２)水泳に主体的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け止め、ルールや
マナーを大切にしようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任を果た
そうとすること、合意形成に貢献しようとすることなどや、水泳の事故防止に
関する心得など健康・安全を確保することができるようにする。
(３)技術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方など
を理解し、自己の仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫
できるようにする。

「体　育」　指導と評価の年間計画

実
施
月

領
域
記
号

領
域
の
時
数

領域名
領域の内容

【学習指導要領の内容】
主な学習活動

評価の観点および評価規準

評価方法
その他
留意点等関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

○体育委員は以下の仕
事を行う。
・授業の1時間前までに
担当教員と連絡を取
り、内容をクラスの生
徒に伝える。
①活動場所
②必要な用具の準備
③貴重品の管理
・授業時に行うこと
①整列
②挨拶
③準備体操（補強運動
の指示）
○服装について
学校指定の体操服を着
用すること
（原則）
[冬季服装期間]
4～5月前期中間考査①
前
10月～3月
[夏季服装期間]
5月前期中間考査①後～
10月まで　　　　　※
気温により期間が変わ
ることがある。　　○
更衣場所
（原則）
男子・・・教室
女子・・・第１体育館
及び第２体育館女子更
衣室



５
６
７
９
10
11
12
１
２
３

E 31

「Ｅ　球技」
(１)次の運動について、勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、作戦や状況に応じ
た技能や仲間と連携した動きを高めてゲームが展開できるようにする。
ア　ゴール型では、状況に応じたボール操作と空間を埋めるなどの連携した動
きによって空間への侵入などから攻防を展開する。
イ　ネット型では、状況に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した
動きによって空間を作りだすなどの攻防を展開する。
ウ　ベースボール型では、状況に応じたバット操作手と走塁での攻撃、安定し
たボール操作と状況に応じた守備などによって攻防を展開する。
(２)球技に主体的に取り組むとともに、フェアプレイを大切にしようとするこ
と、役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に貢
献しようとすることなどや、健康・安全を確保することができるようにする。
(３)技術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方など
を理解し、チームや自己の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工
夫できるようにする。

○サッカー
・基本的技能
　キック　パス　トラップ　ドリブル　ボールコントロール
・グループ戦術　２対１　２対２　ポジショニング
・簡易ゲーム
○バスケットボール
・基本的技能　パス　ドリブル　シュート
・オフェンス　２対１　３対２
・ディフェンス　マンツーマン
・簡易ゲーム
○バレーボール
・基本的技能
　パス　サーブ　レシーブ　トス　アタック
・簡易ゲーム
○テニス
・基本的技能
　ストローク　ボレー　サーブ
・簡易ゲーム
○バドミントン
・基本的技能　ストローク　サービス
・簡易ゲーム
○卓球
・基本的技能　ツッツキ　ドライブ　バックショート　サービス
・簡易ゲーム
○ソフトボール
・基本的技能
　打撃　守備　投球
・簡易ゲーム

球技の特性に関心をも
ち、楽しさや喜びが味
わえるように進んで取
り組もうとする。ま
た、チームにおける自
分の役割を自覚して、
その責任を果たし、互
いに協力して練習や
ゲームをしようとす
る。また、勝敗に対し
て公正な態度をとろう
とする。さらに、練習
場などの安全を確か
め、健康・安全に留意
して練習やゲームをし
ようとする。

チームの課題や自分の
能力に適した課題の解
決を目指して、ルール
を工夫したり作戦を立
てたりして練習の仕方
やゲームの仕方を工夫
している。

選択した球技種目の
特性に応じた技能を
身につけ、作戦を生
かした攻防に展開し
てゲームができる。

選択した球技種目の特
性や学び方、技術の構
造、合理的な練習の仕
方を理解するととも
に、競技や審判の方法
を理解し、知識を身に
つけている。

・出席状況
・授業に取り組む態度
・実技テスト
・ルールテスト（口
答）

５
６
７

F 6

「Ｆ　武道」
(１)次の運動について、技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、得意技を
用いた攻防が展開できるようにする。
ア　柔道では、相手の多様な動きに応じた基本動作から、得意技や連絡技・変
化技を用いて、素早く相手を崩して投げたり、抑えたり返したりするなどの攻
防を展開する。
イ　剣道では、相手の多様な動きに応じた基本動作から、得意技を用いて、相
手の構えを崩し、素早くしかけたり応じたりするなどの攻防を展開する。
(２)武道に主体的に取り組むとともに、相手を尊重し、礼法などの伝統的な行
動の仕方を大切にしようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任を果
たそうとすることなどや、健康・安全を確保することができるようにする。
(３)伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古、体力の高め方、課題解決の方
法、試合の仕方などを理解し、自己や仲間の課題に応じた運動を継続するため
の取り組み方を工夫できるようにする。

○柔道
・礼法練習
・基本動作練習
・受け身、投げ技、固め技練習
・連続技練習
・試合形式練習
○剣道
・礼法練習
・基本素振り
・体さばき
・防具着脱
・基本打突
・試合形式練習

武道の特性に関心をも
ち、楽しさや喜びが味
わえるように進んで取
り組もうとする。ま
た、伝統的な行動の仕
方に留意して、互いに
相手を尊重し、練習や
試合をしようとすると
ともに、勝敗に対して
公正な態度をとり、禁
じ技を用いないなど安
全に留意して練習や試
合をしようとする。

自分の能力に適した技
を習得するための練習
の仕方や試合の仕方を
工夫している。

武道の選択した種目
の特性に応じた技能
を身につけ、相手の
動きに対応した攻防
を展開して練習や試
合ができる。

武道の選択した種目の
特性に応じた技能を身
につけ、相手の動きに
対応した攻防を展開し
て練習や試合ができ
る。

・出席状況
・授業に取り組む態度
・実技テスト
・ルールテスト（口
答）

５
６
７

G 6

「Ｇ　ダンス」
(１)次の運動について、感じを込めて踊ったり、仲間と自由に踊ったりする楽
しさや喜びを味わい、それぞれ特有の表現や踊りを高めて交流や発表ができる
ようにする。
ア　創作ダンスでは、表したいテーマにふさわしいイメージをとらえ、個や群
で対極の動きや空間の使い方で変化を付けて即興的に表現したり、イメージを
強調した作品にまとめたりして踊ること。
イ　フォークダンスでは、踊り方の特徴を強調して、音楽に合わせて多様なス
テップや動きと組み方で仲間と対応して踊る。
ウ　現代的なリズムのダンスでは、リズムの特徴を強調して前進で自由に踊っ
たり、変化とまとまりを付けて仲間と対応して踊る。
(２)ダンスに主体的に取り組むとともに、互いに共感し高め合おうとするこ
と、役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に貢
献しようとすることなどや、健康・安全を確保することができるようにする。
(３)ダンスの名称や用語、文化的背景と表現の仕方、体力の高め方、課題解決
の方法、交流や発表の仕方などを理解し、グループや自己の課題に応じた運動
を継続するための取り組み方を工夫できるようにする。

・ダンスウォーミングアップ
・リズムダンス
・ペアダンス
・現代的なリズムのダンス
・即興表現
・創作

ダンスの特性に関心を
もち、楽しさや喜びを
味わえるように進んで
取り組もうとする。ま
た、互いのよさを認め
合い、協力して練習し
たり発表したりしよう
とする。

グループの課題や自分
の能力に適した課題の
解決を目指して、練習
の仕方や発表の仕方を
工夫している。

自分の感じ方や工夫
を率直に表現し、感
じを込めて踊った
り、みんなでかかわ
りをもって踊ったり
することができる。

ダンスの特性や学び
方、歴史を理解すると
ともに、発表の仕方や
鑑賞の仕方を理解し、
知識を身につけてい
る。

・出席状況
・授業に取り組む態度
・演技構成表
・演技発表内容
・仲間との協力状況

7
9

H 6

「H　体育理論｝
（２）運動やスポーツの効果的な学習の仕方について理解できるようにする。
ア　運動やスポーツの技術は、学習を通して技能として発揮されるようになる
こと。また、技術の種類に応じた学習の仕方があること。
イ　運動やスポーツの技能の上達過程にはいくつかの段階があり、　その学習
の段階に応じた練習方法や運動観察の方法、課題の設定方法などがあること。
ウ　運動やスポーツの技能と体力は、相互に関連していること。また、期待す
るせいかに応じた技能や体力の高め方があること。
エ　運動やスポーツを行う際は、気象条件の変化など様々な危険を予見し、回
避することが求められること。

クラス単位の講義形式
　プリント学習
　視聴覚教材の使用
　ディスカッション
　グループ学習
　調べ学習

運動の特性と学び方、
体ほぐし・体力の意義
と運動の効果について
関心をもち、運動の実
践や生活に生かそうと
進んで学習に取り組も
うとする。

運動の特性と学び方、
体ほぐし・体力の意義
と運動の効果につい
て、自分に適した運動
の実践的な課題や生活
に結びつく課題を設定
し、その解決を目指し
て活動の仕方を考え、
工夫している。

運動の特性と学び方、
体ほぐし・体力の意義
と運動の効果について
理解するとともに、運
動の生活の中での生か
し方や、運動の心身に
わたる効果を理解し、
知識を身につけてい
る。

・出席状況
・授業への取り組み態
度
・提出物
・筆記試験

○体育委員は以下の仕
事を行う。
・授業の1時間前までに
担当教員と連絡を取
り、内容をクラスの生
徒に伝える。
①活動場所
②必要な用具の準備
③貴重品の管理
・授業時に行うこと
①整列
②挨拶
③準備体操（補強運動
の指示）
○服装について
学校指定の体操服を着
用すること
（原則）
[冬季服装期間]
4～5月前期中間考査①
前
10月～3月
[夏季服装期間]
5月前期中間考査①後～
10月まで　　　　　※
気温により期間が変わ
ることがある。　　○
更衣場所
（原則）
男子・・・教室
女子・・・第１体育館
及び第２体育館女子更
衣室



（年間指導時数　70時間） 学校名・学科・学年　高志高等学校　普通科　第２学年

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

体つくり

自己のねらいに応じ
て、健康の保持増進や
調和のとれた体力の向
上を図るための継続的
な運動の計画を立て取
り組むことができるよ
うにする。

・サーキットトレーニング
・ウエイトトレーニング
・大縄跳び

・体つくり運動の学習に主
体的に取り組もうとしてい
る。
・実生活に役立てることが
できるよう、体力などの違
いに配慮しようとしてい
る。
・役割を積極的に引き受け
自己の責任を果たそうとし
ている。
・合意形成に貢献しようと
し、互いに助け合い高め合
おうとしている。
・健康・安全を確保してい
る。

・体ほぐしのねらいや体力
を高める運動の考え方を踏
まえて、継続しやすい体つ
くり運動の計画を立ててい
る。
・自己や仲間のねらいや体
力の程度に応じて、適切な
運動の種類、強度、量、頻
度を選んでいる。
・仲間と学習する場面で、
自己や仲間の危険を予測し
回避するための活動の仕方
を選んでいる。

・体つくり運動の行い方に
ついて理解している。
・体力の構成要素と、それ
らが健康に生活するための
体力と運動を行うための体
力に密接に関係しているこ
とについて理解している。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・仲間との協力
状態
・チェックテス
ト

陸上

記録の向上や競争の楽
しさや喜びを味わいな
がら、ペースの変化に
対応するなどして走る
ことができるようにす
る。

長距離走
・ペース走
・インターバルトレーニング
走幅跳
・跳躍トレーニング

・陸上競技の学習に主体的
に取り組もうとしている。
・勝敗などを冷静に受け止
め、ルールやマナーを大切
にしようとしている。
・役割を積極的に引き受け
事故の責任を果たそうとし
ている。
・合意形成に貢献しようと
している。
・互いに助け合い高め合お
うとしている。
・健康・安全を確保してい
る。

・自己や仲間の挑戦する課
題を設定している。
・課題解決の過程を踏まえ
て、自己や仲間の課題を見
直している。
・グループで活動する場面
で、状況に応じた自己や仲
間の役割を見つけている。
・練習や競技の場面で、自
己や仲間の危険を回避する
ための活動の仕方を選んで
いる。
・陸上競技を生涯にわたっ
て楽しむための自己に適し
た関わり方を見つけてい
る。

ペースの変化に対応するな
どして走ることができる。

陸上競技の特性を理解し、
速く走るために必要な要素
や技術を身につけている。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）

ダンス

現代的なリズムの特徴
を強調して全身で自由
に踊ったり、変化とま
とまりのある動きを工
夫して発表し合ったり
することができるよう
にする。

・ダンスウォーミングアップ
・リズムダンス
・ペアダンス
・現代的なリズムのダンス
・即興表現
・創作

・ダンスの特性に関心を持
ち、楽しさや喜びを味わえ
るよう互いに協力して進ん
で練習や発表交流会に取り
組もうとしている。
・お互いのよさを認め合
い、協力して練習や発表を
しようとする。

・自己の能力やグループの
特性に応じた技能を習得す
るための課題を設定し、そ
の解決を目指して、練習の
仕方や作品の構成、発表会
の仕方を工夫している。

リズムの特徴を強調して全
身で自由に踊ったり、変化
とまとまりをつけて仲間と
対応したりして踊るための
動きができる。

ダンスの特性やリズムの取
り方・動き方を理解すると
ともに、その特徴を生かし
た作品の構成・動きのまと
め方を知っている。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・演技構成表
・演技発表内容
・仲間との協力
状況

柔道

相手の多様な動きに応
じた基本動作から、得
意技や連絡技・変化技
を用いて、素早く相手
を崩して投げたり、抑
えたり、返したりする
などの攻防が展開する
ことができるようにす
る。

・礼法練習
・基本動作練習
・受け身、投げ技、固め技練習
・連続技練習
・試合形式練習

・柔道の学習に主体的に取
り組もうとしている。
・相手を尊重し、礼法など
の伝統的な行動の仕方を大
切にしようとしている。
・互いに助け合い高め合お
うとしている。
・健康・安全を確保してい
る。

・自己の能力に応じた技を
習得するための課題を設定
し、その解決を目指して、
練習の仕方や試合の仕方を
工夫している。
・練習や試合の場面で、事
故や仲間の危険を回避する
ための活動の仕方を選んで
いる。

素早く相手を崩して投げた
り、抑えたり、返したりす
るなどの攻防を展開するた
めの相手の多様な動きに応
じた基本動作から、得意技
や連絡技・変化技のいずれ
かができる。

・柔道の特性や学び方、技
術の系統性・構造、合理的
な練習の仕方を理解する。
・試合や審判の方法を理解
し、知識を身につけてい
る。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）

○体育委員は以下の
仕事を行う。
・授業の1時間前まで
に担当教員と連絡を
取り、内容をクラス
の生徒に伝える。
①活動場所
②必要な用具の準備
③貴重品の管理
・授業時に行うこと
①整列
②挨拶
③準備体操（補強運
動の指示）
○服装について
学校指定の体操服を
着用すること
（原則）
[冬季服装期間]
4～5月前期中間考査
①前
10月～3月
[夏季服装期間]
5月前期中間考査①後
～10月まで
※気温により期間が
変わることがある。
○更衣場所
（原則）
男子・・・教室
女子・・・第１体育
館及び第２体育館女
子更衣室

「体　育」　指導と評価の年間計画

単元名 単元の目標 主な学習活動
評価の観点および評価規準

評価方法
その他
留意点等



剣道

相手の多様な動きに応
じた基本動作から、得
意技を用いて、相手の
構えを崩し、素早くし
かけたり応じたりする
などの攻防が展開する
ことができるようにす
る。

・礼法練習
・基本素振り
・体さばき
・防具着脱
・基本打突
・試合形式練習

・剣道の学習に主体的に取
り組もうとしている。
・相手を尊重し、礼法など
の伝統的な行動の仕方を大
切にしようとしている。
・互いに助け合い高め合お
うとしている。
・健康・安全を確保してい
る。

・自己の能力に応じた技を
習得するための課題を設定
し、その解決を目指して、
練習の仕方や試合の仕方を
工夫している。
・練習や試合の場面で、事
故や仲間の危険を回避する
ための活動の仕方を選んで
いる。

相手の構えを崩し、素早く
しかけたり応じたりするな
どの攻防を展開するための
相手の多様な動きに応じた
基本動作から、得意技がで
きる。

・剣道の特性や学び方、技
術の系統性・構造、合理的
な練習の仕方を理解する。
・試合や審判の方法を理解
し、知識を身につけてい
る。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）

サッカー

状況に応じたボール操
作や仲間との連携した
動きから空間へ侵入す
るなど、攻防が展開し
てゲームができるよう
にする。

・基本的技能
　キック
　パス
　トラップ
　ドリブル
　ボールコントロール
・グループ戦術
　２対１
　２対２
　ポジショニング
・簡易ゲーム

・サッカーの特性に関心を
持ち、楽しさや喜びを味わ
えるように進んで取り組も
うとしている。
・練習やゲームで、チーム
における自己の役割を果た
し、協力して教え合ったり
励まし合ったりしようとす
る。

・グループや自己の課題を
解決するための適切な練習
や方法などを選んだり、見
つけたりしている。
・健康や安全を確保・維持
するために、自己や仲間の
体調に応じた活動の仕方を
選んでいる。
・作戦などの話し合いの場
面で、合意を形成するため
の調整の仕方を見つけてい
る。

空間（スペース）への侵入
などから攻防を展開するた
めの状況に応じたボール操
作と空間を埋めるなどの動
きができる。

サッカーの特性に応じた技
術の構造や技能を高めるた
めの効果的な練習の仕方、
ルール、審判の仕方を理解
し、知識を身につけてい
る。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）

バスケット
ボール

状況に応じたボール操
作や仲間との連携した
動きから空間へ侵入す
るなど、攻防が展開し
てゲームができるよう
にする。

・基本的技能
　パス　ドリブル　シュート
・オフェンス
　２対１　　３対２
・ディフェンス
　マンツーマン
・簡易ゲーム

・バスケットボールの特性
に関心を持ち、楽しさや喜
びを味わえるように進んで
取り組もうとしている。
・練習やゲームで、チーム
における自己の役割を果た
し、協力して教え合ったり
励まし合ったりしようとす
る。

・グループや自己の課題を
解決するための適切な練習
や方法などを選んだり、見
つけたりしている。
・健康や安全を確保・維持
するために、自己や仲間の
体調に応じた活動の仕方を
選んでいる。
・作戦などの話し合いの場
面で、合意を形成するため
の調整の仕方を見つけてい
る。

空間（スペース）への侵入
などから攻防を展開するた
めの状況に応じたボール操
作と空間を埋めるなどの動
きができる。

バスケットボールの特性に
応じた技術の構造や技能を
高めるための効果的な練習
の仕方、ルール、審判の仕
方を理解し、知識を身につ
けている。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）

バレーボー
ル

チームの課題や自己の
能力に応じてバレー
ボールの技能を高め、
作戦を生かした攻防を
展開してゲームができ
るようにする。

・基本的技能
　パス（個人・対人）
　サーブ
　レシーブ
　トス
　アタック
・簡易ゲーム

・バレーボールの特性に関
心を持ち、楽しさや喜びを
味わえるように進んで取り
組もうとしている。
・練習やゲームで、チーム
における自己の役割を果た
し、協力して教え合ったり
励まし合ったりしようとす
る。

・グループや自己の課題を
解決するための適切な練習
や方法などを選んだり、見
つけたりしている。
・健康や安全を確保・維持
するために、自己や仲間の
体調に応じた活動の仕方を
選んでいる。
・作戦などの話し合いの場
面で、合意を形成するため
の調整の仕方を見つけてい
る。

攻防を展開するための状況
に応じたボール操作や、連
携した動きができる。

バレーボールの特性に応じ
た技術の構造や技能を高め
るための効果的な練習の仕
方、ルール、審判の仕方を
理解し、知識を身につけて
いる。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）

テニス

ペアの課題や自己の能
力に応じてテニスの技
能を高め、作戦を生か
した攻防を展開して
ゲームができるように
する。

・基本的技能
　ストローク
　　フォアハンド
　　バックハンド
　ボレー
　サーブ
・簡易ゲーム

・テニスの特性に関心を持
ち、楽しさや喜びを味わえ
るように進んで取り組もう
としている。
・練習やゲームで、ペアに
おける自己の役割を果た
し、協力して教え合ったり
励まし合ったりしようとす
る。

・ペアや自己の課題を解決
するための適切な練習や方
法などを選んだり、見つけ
たりしている。
・健康や安全を確保・維持
するために、自己や仲間の
体調に応じた活動の仕方を
選んでいる。
・作戦などの話し合いの場
面で、合意を形成するため
の調整の仕方を見つけてい
る。

自己の能力やペアの課題に
応じて、テニスの特性に応
じた技能を身につけ、作戦
を生かした攻防を展開して
ゲームができる。

テニスの特性に応じた技術
の構造や技能を高めるため
の効果的な練習の仕方、
ルール、審判の仕方を理解
し、知識を身につけてい
る。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）

○体育委員は以下の
仕事を行う。
・授業の1時間前まで
に担当教員と連絡を
取り、内容をクラス
の生徒に伝える。
①活動場所
②必要な用具の準備
③貴重品の管理
・授業時に行うこと
①整列
②挨拶
③準備体操（補強運
動の指示）
○服装について
学校指定の体操服を
着用すること
（原則）
[冬季服装期間]
4～5月前期中間考査
①前
10月～3月
[夏季服装期間]
5月前期中間考査①後
～10月まで
※気温により期間が
変わることがある。
○更衣場所
（原則）
男子・・・教室
女子・・・第１体育
館及び第２体育館女
子更衣室



バドミント
ン

ペアの課題や自己の能
力に応じてバドミント
ンの技能を高め、作戦
を生かした攻防を展開
してゲームができるよ
うにする。

・基本的技能
　ストローク
　　オーバーヘッド
　　サイドアーム
　　アンダーハンド
　サービス
　　ロングサービス
　　ショートサービス
・簡易ゲーム

・バドミントンの特性に関
心を持ち、楽しさや喜びを
味わえるように進んで取り
組もうとしている。
・練習やゲームで、ペアに
おける自己の役割を果た
し、協力して教え合ったり
励まし合ったりしようとす
る。

・ペアや自己の課題を解決
するための適切な練習や方
法などを選んだり、見つけ
たりしている。
・健康や安全を確保・維持
するために、自己や仲間の
体調に応じた活動の仕方を
選んでいる。
・作戦などの話し合いの場
面で、合意を形成するため
の調整の仕方を見つけてい
る。

自己の能力やペアの課題に
応じて、バドミントンの特
性に応じた技能を身につ
け、作戦を生かした攻防を
展開してゲームができる。

バドミントンの特性に応じ
た技術の構造や技能を高め
るための効果的な練習の仕
方、ルール、審判の仕方を
理解し、知識を身につけて
いる。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）

卓球

ペアの課題や自己の能
力に応じて卓球の技能
を高め、作戦を生かし
た攻防を展開してゲー
ムができるようにす
る。

・基本的技能
　ツッツキ
　ドライブ
　スマッシュ
　バックショート
　サービス
・簡易ゲーム

・卓球の特性に関心を持
ち、楽しさや喜びを味わえ
るように進んで取り組もう
としている。
・練習やゲームで、ペアに
おける自己の役割を果た
し、協力して教え合ったり
励まし合ったりしようとす
る。

・ペアや自己の課題を解決
するための適切な練習や方
法などを選んだり、見つけ
たりしている。
・健康や安全を確保・維持
するために、自己や仲間の
体調に応じた活動の仕方を
選んでいる。
・作戦などの話し合いの場
面で、合意を形成するため
の調整の仕方を見つけてい
る。

自己の能力やペアの課題に
応じて、卓球の特性に応じ
た技能を身につけ、ゲーム
ができる。

卓球の特性に応じた技術の
構造や技能を高めるための
効果的な練習の仕方、ルー
ル、審判の仕方を理解し、
知識を身につけている。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）

ソフトボー
ル

チームの課題や自己の
能力に応じてソフト
ボールの技能を高め、
作戦を生かした攻防を
展開してゲームができ
るようにする。

・基本的技能
　打撃
　　バットの握り方　構え方
　　素振り　　フリー打撃
　守備
　　ボールの握り方　投げ方
　　捕球姿勢　送球連取
　　ノック
　　投球練習
・簡易ゲーム

・ソフトボールの特性に関
心を持ち、楽しさや喜びを
味わえるように進んで取り
組もうとしている。
・練習やゲームで、チーム
における自己の役割を果た
し、協力して教え合ったり
励まし合ったりしようとす
る。

・グループや自己の課題を
解決するための適切な練習
や方法などを選んだり、見
つけたりしている。
・健康や安全を確保・維持
するために、自己や仲間の
体調に応じた活動の仕方を
選んでいる。
・作戦などの話し合いの場
面で、合意を形成するため
の調整の仕方を見つけてい
る。

攻防を展開するための状況
に応じたバット操作と走塁
での攻撃、安定したボール
操作と状況に応じた守備な
どの動きができる。

ソフトボールの特性に応じ
た技術の構造や技能を高め
るための効果的な練習の仕
方、ルール、審判の仕方を
理解し、知識を身につけて
いる。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・実技テスト
・ルールテスト
（口答）

体育理論

運動やスポーツの効果
的な学習の仕方につい
て理解できるようにす

る。

クラス単位の講義形式
　プリント学習
　視聴覚教材の使用
　ディスカッション
　グループ学習　調べ学習

・運動やスポーツの効果的
な学習の仕方や豊かなス
ポーツライフの設計の仕方
について、学習に主体的に
取り組もうとしている。

・運動やスポーツの効果的
な学習の仕方や豊かなス
ポーツライフの設計の仕方
について、比較したり、分
析したり、まとめたりする
などして、判断し説明して
いる。

・運動やスポーツの技術と
技能について、その上達過
程や体力の関係について、
また運動やスポーツの活動
時の健康・安全の確保の仕
方について、理解したこと
を言ったり書き出したりし
ている。

・出席状況
・授業に取り組
む態度
・筆記試験

○体育委員は以下の
仕事を行う。
・授業の1時間前まで
に担当教員と連絡を
取り、内容をクラス
の生徒に伝える。
①活動場所
②必要な用具の準備
③貴重品の管理
・授業時に行うこと
①整列
②挨拶
③準備体操（補強運
動の指示）
○服装について
学校指定の体操服を
着用すること
（原則）
[冬季服装期間]
4～5月前期中間考査
①前
10月～3月
[夏季服装期間]
5月前期中間考査①後
～10月まで
※気温により期間が
変わることがある。
○更衣場所
（原則）
男子・・・教室
女子・・・第１体育
館及び第２体育館女
子更衣室



科目名 学科名 対象学年 単位数

保健 普通科 ２年 1

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解

生涯を通じる健康について、生
涯の各段階における健康課題へ
の自らの適切な対応及び我が国
の保健・医療制度や機関の適切
な活用が重要であることに関心
をもち、学習活動に取り組もう
としている。
社会生活と健康について、社会
生活における健康の保持増進に
は、環境と健康、環境と食品の
保健、労働と健康に関する活動
や対策が重要であることに関心
をもち、学習活動に意欲的に取
り組もうとしている。

生涯を通じる健康について、生
涯の各段階における健康課題の
解決を目指して、知識を活用し
た学習活動などにより、総合的
に考え、判断し、それらを表し
ている。
社会生活と健康について、社会
生活における健康の保持増進に
関わる課題の解決を目指して、
知識を活用した学習活動などに
より、総合的に考え、判断し、
それらを表している。

生涯を通じる健康について、生
涯の各段階における健康課題の
解決に役立つ自らの適切な対応
及び我が国の保健・医療制度や
機関の適切な活用のための基礎
的な事項を理解している。
社会生活と健康について、社会
生活における健康の保持増進に
関する課題の解決に役立つ環境
と健康、環境と食品の保健、労
働と健康に関する活動や対策に
ついての基礎的な事項を理解し
ている。

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通じて自らの健康を
適切に管理し、改善していく資質や能力を育てる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　保健体育科　指導と評価の年間計画

学校名　　　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

現代高等保健体育（大修館） 現代保健ノート（大修館）



学校名・学科・学年 高志高等学校　普通科　第２学年

４
・
５
・
６

11

ア　生涯の各段階における健康
生涯にわたって健康を保持増進するに
は、生涯の各段階の健康に応じた自己
の健康管理及び環境つくりがかかわっ
ていること。

１．思春期と健康
２．性意識と性行動の選択
３．結婚生活と健康
４．妊娠・出産と健康
５．家族計画と人工妊娠中絶
６．加齢と健康
７．高齢者のための社会的取り組み

生涯の各段階における健康課題には様々なも
のがあることを理解し、将来の自分あるいは
家族に対して適切に対処できるようにする。
また、それらの健康課題について他の生徒と
意見交換を行い、多様な考えに触れる。

・思春期と健康、結婚生活と健康
について、課題の解決に向けての
話し合いや意見交換などの学習活
動に意欲的に取り組もうとしてい
る。
・加齢と健康について、資料を探
したり、見たり、読んだりするな
どの学習活動に意欲的に取り組も
うとしている。

・思春期と健康、結婚生活と健康
について、学習したことを、個人
及び社会生活や事例などと比較し
たり、分類したり、分析したりす
るなどしている。また、筋道を立
ててそれらを説明している。
・加齢と健康について、資料等で
調べたことを基に課題を見つけた
り、整理したりするなどして、そ
れらを説明している。

・生涯にわたって健康を保持増進
するには、生涯の各段階の健康課
題に応じた自己の健康管理及び環
境づくりが関わっていることにつ
いて、理解したことを発言した
り、記述したりしている。

学習活動への取り組みの
様子
定期考査
ワークシート
提出物

積極的に生徒の意見交換
の場を設けたり、DVDを
視聴したりして、生徒の
興味・関心を刺激し、生
活に役立つ知識の習得や
実践力を養うことができ
るようにする。

７
・
９

5

イ　保健・医療制度及び地域の保健・
医療機関
生涯を通じて健康の保持増進をするに
は、保健・医療制度や地域の保健所、
保健センター、医療機関などを適切に
活用することが重要であること。ま
た、医薬品は、有効性や安全性が審査
されており、販売には制限があるこ
と。疾病からの回復や悪化の防止に
は、医薬品を正しく使用することが有
効であること。

８．保険制度とその活用
９．医療制度とその活用
10．医薬品と健康

我が国の保健･医療制度を理解し、広報誌や
保健センターのパンフレットなど、自分の生
活圏の保健行政や保健サービスについて知
り、今後の生活の中で有効に活用できるよう
にする。また、医薬品の使用について、意見
交換を行う。

・我が国の保健・医療制度につい
て、関連する資料を探したり、見
たり、読んだりするなどの学習活
動に意欲的に取り組もうとしてい
る。
・地域の保健・医療機関の活用に
ついて、課題の解決に向けての話
し合いや意見交換などの学習活動
に意欲的に取り組もうとしてい
る。

・我が国の保健・医療制度につい
て、資料等で調べたことを基に、
課題を見つけたり、解決の方法を
整理したりするなどして、それら
を説明している。
・地域の保健・医療機関の活用に
ついて、学習したことを、個人及
び社会生活と比較したり、分析し
たり、計画を立てたりするなどし
ている。また、筋道を立ててそれ
らを説明している。

・生涯を通じて健康の保持増進を
するには、保健・医療制度や地域
の保健所、保健センター、医療機
関などを適切に活用することが重
要であること、医薬品は、有効性
や安全性が審査されており、販売
には制限があること、疾病からの
回復や悪化の防止には、医薬品を
正しく使用することが有効である
ことについて、理解したことを発
言したり、記述したりしている。

学習活動への取り組みの
様子
定期考査
ワークシート
提出物

積極的に生徒の意見交換
の場を設けたり、DVDを
視聴したりして、生徒の
興味・関心を刺激し、生
活に役立つ知識の習得や
実践力を養うことができ
るようにする。

9 2

ウ　様々な保健活動や対策
我が国や世界では、健康課題に対応し
て様々な保健活動や対策などが行われ
ていること。

11．さまざまな保健活動や対策

健康づくりのための様々な活動、民間機関や
国際機関などの保健活動について学び、国に
よって健康課題が異なることや、ヘルスプロ
モーションの考え方にもとづいた活動や対策
について理解を深める。

・様々な保健活動や対策につい
て、課題の解決に向けての話し合
いや意見交換をするなどの学習活
動に意欲的に取り組もうとしてい
る。

・様々な保健活動や対策につい
て、学習したことを、個人及び社
会生活と比較するなどしている。
また、筋道を立ててそれらを説明
している。

我が国や世界では、健康課題に対
応して様々な保健活動や対策など
が行われていることについて、理
解したことを発言したり、記述し
たりしている。

学習活動への取り組みの
様子
定期考査
ワークシート
提出物

積極的に生徒の意見交換
の場を設けたり、DVDを
視聴したりして、生徒の
興味・関心を刺激し、生
活に役立つ知識の習得や
実践力を養うことができ
るようにする。

10
・
11

7

ア　環境と健康
人間の生活や産業活動は、自然環境を
汚染し健康に影響を及ぼすこともある
こと。それらを防ぐには、汚染の防止
及び改善の対策をとる必要があるこ
と。

１．大気汚染と健康
２．水質汚濁・土壌汚染と健康
３．健康被害の防止と環境対策

環境汚染の原因とその健康影響、それらを防
ぐための取り組み、産業廃棄物やゴミ・し尿
の処理について理解する。また、地球規模の
環境問題と健康被害について学習し、個人や
地域でできることを考えたり、実践できるこ
とを話し合う。

・環境の汚染と健康について、資
料を探したり、見たり、読んだり
するなどの学習活動に意欲的に取
り組もうとしている。
・環境と健康に関わる対策につい
て、課題の解決に向けての話し合
いや意見交換などの学習活動に意
欲的に取り組もうとしている。

・環境の汚染と健康について、資
料等で調べたことを基に、課題を
見つけたり、解決の方法を整理し
たりするなどして、それらを説明
している。
・環境と健康にかかわる対策につ
いて、学習したことを、個人及び
社会生活と比較したり、分類した
り、分析したり計画を立てたりす
るなどしている。また、筋道を立
ててそれらを説明している。

・人間の生活や産業活動は、自然
環境を汚染し健康に影響を及ぼす
こともあること、それらを防ぐに
は、汚染の防止及び改善の対策を
とる必要があることについて、理
解したことを発言したり、記述し
たりしている。

学習活動への取り組みの
様子
定期考査
ワークシート
提出物

積極的に生徒の意見交換
の場を設けたり、DVDを
視聴したりして、生徒の
興味・関心を刺激し、生
活に役立つ知識の習得や
実践力を養うことができ
るようにする。

12
・
１

5

イ　環境と食品の保健
環境衛生活動は、学校や地域の環境を
健康に適したものとするよう基準が設
定され、それに基づき行われているこ
と。また、食品衛生活動は、食品の安
全性を確保するよう基準が設定され、
それに基づき行われている。

４．環境衛生活動のしくみと働き
５．食品衛生活動のしくみと働き
６．食品と環境の保健と私たち

食品の安全性の確保、行政や生産･製造者に
よる衛生管理、食品表示、食品の安全性の情
報、食中毒の防止対策、環境の保健につい
て、DVDを視聴するなどして理解を深める。

・環境保健に関わる活動、食品保
健に関わる活動について、資料を
探したり、見たり、読んだりする
などの学習活動に意欲的に取り組
もうとしている。
・健康の保持増進のための環境と
食品の保健について、課題の解決
に向けての話し合いや意見交換な
どの学習活動に意欲的に取り組も
うとしている。

・環境保健に関わる活動、食品保
健に関わる活動について、資料等
で調べたことを基に、課題を見つ
けたり、解決の方法を整理したり
するなどして、それらを説明して
いる。
・健康の保持増進のための環境と
食品の保健について、学習したこ
とを、個人及び社会生活や事例と
比較したり、関連付けたりするな
どしている。また、筋道を立てて
それらを説明している。

・環境衛生活動は、学校や地域の
環境を健康に適したものとするよ
う基準が設定され、それに基づき
行われていること、食品衛生活動
は、食品の安全性を確保するよう
基準が設定され、それに基づき行
われていることについて、理解し
たことを発言したり、記述したり
している。

学習活動への取り組みの
様子
定期考査
ワークシート
提出物

積極的に生徒の意見交換
の場を設けたり、DVDを
視聴したりして、生徒の
興味・関心を刺激し、生
活に役立つ知識の習得や
実践力を養うことができ
るようにする。

２
・
３

5

ウ　労働と健康
労働災害の防止には、作業形態や作業
環境の変化に起因する生涯や職業病な
どを踏まえた適切な健康管理及び安全
管理をする必要があること。

７．働くことと健康
８．労働災害と健康
９．健康的な職業生活

働くことの意義や健康とのかかわり、働き方
と健康問題の変化、労働災害及び労働災害予
防のための安全管理と健康管理、職場が行う
健康増進対策、余暇の意義と活用の仕方につ
いて学習し、働く人自身の安全に対する積極
的な姿勢とともに職場全体の配慮や体制づく
りが必要であることや、仕事と余暇のバラン
スが大切であることを理解する。

・労働災害と健康について、関連
する資料を探したり、見たり、読
んだりするなどの学習活動に意欲
的に取り組もうとしている。
・働く人の健康の保持増進につい
て、課題の解決に向けての話し合
いや意見交換などの学習活動に意
欲的に取り組もうとしている。

・労働災害と健康について、資料
等で調べたことを基に、課題を見
つけたり、解決の方法を整理した
りするなどして、それらを説明し
ている。
・働く人の健康の保持増進につい
て、、学習したことを、個人及び
社会生活や事例と比較したり、分
類したり、分析したりするなどし
ている。また、筋道を立ててそれ
らを説明している。

・労働災害の防止には、作業形態
や作業環境の変化に起因する障害
や職業病などを踏まえた適切な健
康管理及び安全管理をする必要が
あることについて、理解したこと
を発言したり、記述したりしてい
る。

学習活動への取り組みの
様子
定期考査
ワークシート
提出物

積極的に生徒の意見交換
の場を設けたり、DVDを
視聴したりして、生徒の
興味・関心を刺激し、生
活に役立つ知識の習得や
実践力を養うことができ
るようにする。

「
（

３
）

社
会
生
活
と
健
康
」

社会生活における健康の保持増進に
は、環境や食品、労働などが深くか
かわっていることから、環境と健
康、環境と食品の保健、労働と健康
にかかわる活動や対策が重要である
ことについて理解できるようにす
る。

評価方法
その他

留意点等
関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解

「
（

２
）

生
涯
を
通
じ
る
健
康
｝

生涯の各段階において健康について
の課題があり、自らこれに適切に対
応する必要があること及び我が国の
保健・医療制度や機関を適切に活用
することが重要であることについて
理解できるようにする。

「保　健」　指導と評価の年間計画　

実
施
月

単
元
の
時
数

単
元
名

単元の目標 主な学習活動

評価の観点および評価規準



科目名 単位数

コミュニケーション英語Ⅱ 3

科目の目標

コミュニケーションに関心を持
ち，積極的に言語活動を行い，コ
ミュニケーションを図ろうとす
る。

英語やその運用についての知識を
身に付けているとともに，言語の
背景にある文化などを理解してい
る。

関心・意欲・態度 外国語表現の能力 外国語理解の能力 知識・理解

英語で話したり書いたりして，情
報や考えなどを適切に伝えてい
る。

英語を聞いたり読んだりして，情
報や考えなどを的確に理解してい
る。

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

Crown English Communication Ⅱ（三省堂） Crown English Communication Ⅱ　WORKBOOK ADVANCED　（三省堂）

英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに，情報や
考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする能力を伸ばす。

評価の観点および趣旨

令和３年度　英語科　指導と評価の年間計画

福井県立高志高等学校　　

学科名 対象学年

普通科（理系） ２年



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

4 10

Lesson 1
Around the World
on a Bike

劇作家・平田オリ
ザが、16歳のとき
に決意したアメリ
カ・ヨーロッパへ
の自転車一人旅
について

ア　若いときに経験した旅を通
して、実際に平田オリザが自
分の目を通してなにを感じ
取ったかを読み取る。
イ　若いときの冒険とはなにか
を考る。
ウ　若いときにおこなう冒険旅
行について、自分の考えをま
とめて発表する。
エ　関係代名詞の非制限用
法、不定詞・動名詞の意味上
の主語に習熟する。

①若いときに行う
冒険旅行につい
て、積極的に話し
合ったり、意見の
交換をしている。

①若い時にする
冒険について自
分の考えをわか
りやすく話すこと
ができる。
②自分の経験を
もとに、訪れた先
での経験につい
て述べることがで
きる。

①筆者が自分で
決めたことに向
かって、人生を切
り開いていく姿を
正しく読み取るこ
とができる。
②筆者が高校時
代に実行した世
界自転車旅行
で、訪れた国々
の人たちを通して
経験できたことを
正しく読み取るこ
とができる。

①関係代名詞の
非制限用法、不
定詞・動名詞の
意味上の主語を
示す英文の意味
や構造を理解す
る。

・本文の要点をま
とめる活動
・若い時にする冒
険という経験につ
いて自分の考え
を述べ合う活動

・定期考査
・言語活動の観察
・ワークシート
・スピーチ

5 10

Lesson 2
Into Unknown
Territory

棋士である羽生
善治の勝負観・
人生哲学に触れ
る。

ア　羽生善治の強さの秘密を
考察する。
イ　インタビューの形式に慣れ
る。
ウ  将棋や人生にとっても大
切な我慢強さについて、自分
の考えをまとめて発表する。
エ　関係副詞の非制限用法、
受け身・否定の分詞構文、
whether名詞節に習熟する。

①インタビューの
際、質問したり聞
き返したりして積
極的に理解しよう
としている。

①　「我慢強さ
は、将棋だけで
はなく、人生につ
いても当てはま
る」という意見に
ついて、自分の
考えを発表するこ
とができる。
②我慢強さが問
われた自分自身
の経験について
述べることができ
る。

①羽生善治棋士
の強さの秘密、そ
して人生観を適
切に読み取ること
ができる。
②クラスメートに
インタビューをし
て内容を理解す
ることができる。

①関係副詞の非
制限用法、受け
身・否定の分詞
構文、SVO（O＝
whether節）を
使った英文の意
味や構造を理解
する。

・我慢強さの重要
性について自分
の考えを述べる
活動
・インタビュー形
式に親しむ活動

・定期考査
・ワークシート
・ライティング
・スピーチ

6 10

Lesson 3
OOPARTS

過去における当
時の技術では考
えられない「不思
議な人工物」につ
いて知る。

ア　世界にある「不思議なも
の」のいくつかの具体例を通し
て、その不思議さの秘密を読
み取る。
イ　「オーパーツ」の中から、自
分の興味のあるものを選び、
簡潔にまとめて発表する。
ウ　「オーパーツ」の存在につ
いて、自分の考えを発表させ
る。
エ　前置詞+関係代名詞、助動
詞+have+過去分詞に習熟す
る。

①読んだ内容に
ついて意見や感
想を述べようとし
ている。

①「オーパーツ」
についての簡潔
に例示することが
できる。
②　科学で説明
することができな
いもの存在につ
いて、自分の考え
をわかりやすく話
すことができる。

①それぞれの
オーパーツが存
在したその地域
や年代を考えな
がら、適切に読み
取ることができ
る。
②クラスメートの
意見を理解する
ことができる。

①前置詞+関係
代名詞、助動詞
+have+過去分
詞、It is known
that ～の構文を
使った英文の意
味や構造を理解
している。

・オーパーツにつ
いて簡潔に例示
する活動
・オーパーツにつ
いて自分の考え
を述べる活動

・定期考査
・言語活動の観察
・ワークシート
・スピーチ

「コミュニケーション英語Ⅱ」指導と評価の年間計画（教師用）

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準

単元全体で取り
上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）



関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準

単元全体で取り
上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

7 10

Lesson 4
Crosing the
Border

「国境なき医師
団」に参加した貫
戸朋子医師の活
動を通じて、国際
協力について考
える。

ア　貫戸医師の伝えたい想い
をしっかり読み取る。
イ　国際協力をする上で重要
なことについて考える。
ウ　貫戸医師のとった判断に
ついて、自分の考えを発表す
る。
エ　不定詞+前置詞、完了進行
形、強調構文に習熟する。

①表現できないと
ころがあっても、
知っている語句
や表現を用い、
積極的にコミュニ
ケーション活動に
参加している。

①「内戦状態の
地で、貫戸医師
が死にそうな子
供に対してとった
判断」について、
自分の考えを簡
潔に話すことがで
きる。
②国際協力につ
いて、自分の考え
を述べることがで
きる。

①貫戸医師がス
リランカで経験し
た困難や伝えた
い思いを正しく読
み取ることができ
る。
②国際協力につ
いての様々な意
見を理解すること
ができる。

①不定詞+前置
詞、完了進行形、
強調構文を使っ
た英文の意味や
構造を理解して
いる。

・貫戸医師経験し
た困難や国際協
力の実情につい
て簡潔にまとめ、
伝える活動
・貫戸医師がとっ
た判断について、
自分の考えを述
べる活動

・定期考査
・言語活動の観察
・スピーチ
・ライティング

9 10

Lesson 5
Saving Cherokee

18c～19c、アメリ
カ南東部に居住
するチェロキーの
母語を守る闘い
についての話

ア　母語のチェロキー語を守
るために闘い続けたチェロ
キーの歴史を通して、民族に
とって母語とはなにかを考え
る。
イ　「危機に瀕した言語」につ
いて、自分の考えを発表す
る。
ウ　複合関係詞、不定詞の完
了形、比較級+than S+Vの表
現に習熟する。

①表現する際、
相手によりうまく
伝わるように別の
語句や表現で言
いかえたり、説明
して伝えるなどの
工夫をしている。

①チェロキー語
がどのようにして
守られてきたか、
その経緯を簡潔
に示すことができ
る。
②危機に瀕した
言語を救うために
何ができるかに
ついて、わかりや
すく話すことがで
きる。

①同化政策に
よってチェロキー
語が絶滅しかけ
た経緯を理解す
る。
②民族にとって
言語とは何か、
母語とは何かに
ついて、正しく読
み取ることができ
る。

①複合関係詞、
不定詞の完了
形、比較級+than
S+Vの表現を使っ
た英文の意味や
構造を理解して
いる。

・物事の過程を簡
潔に伝える活動
・「危機に瀕した
言語」について、
自分の考えを述
べる活動

・定期考査
・言語活動の観察
・ワークシート
・スピーチ

10 10

Lesson 6
Ashura--A
Statue with
Three Faces--

興福寺・阿修羅
像の魅力と奈良
時代の東洋と西
洋の交流につい
ての話

ア　人々が阿修羅像に魅かれ
る理由を考える。
イ　仏像に癒しなどを求めるこ
とについて、自分の考えを発
表する。
ウ　結果を表す不定詞、倒置、
無生物主語の他動詞構文に
習熟する。

①読んだ内容に
ついて意見や感
想を述べようとし
ている。

①癒しや浄罪を
求めて阿修羅に
祈ることついて自
分の考えを簡潔
に示すことができ
る。
②阿修羅像の歴
史や魅力につい
て簡潔に述べる
ことができる。

①阿修羅像の歴
史、作られ方、古
代ギリシア等の
影響を正しく読み
取ることができ
る。
②阿修羅像に多
くの人々が魅力
を感じる理由を適
切に読み取ること
ができる。

①結果を表す不
定詞、倒置、無生
物主語の他動詞
構文を使った英
文の意味や構造
を理解している。

・仏像に祈ること
について自分の
意見を述べる活
動

・定期考査
・言語活動の観察
・ライティング
・スピーチ



関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準

単元全体で取り
上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

11 10

Lesson 7
Why Biomimicry?

新素材・新技術
を動植物から学
ぶ「バイオミミク
リー」についての
話

ア　自然から学ぶ態度の重要
性について考える。
イ　自然と人とのつながり、共
生について考え、他の生徒と
共有する。
ウ　自然と人間との関係につ
いて、自分の考えを発表す
る。
エ　仮定法現在、if 節のない
仮定法、未来に関する仮定法
に習熟する。

①環境問題につ
いての自分の考
えを、間違えるこ
とを恐れずに話し
ている。

①バイオミミクリ
―の例を出した
り、背景について
説明できる。
②私たちは自然
を支配するという
よりも自然と共に
生きるべきである
という意見につい
て、自分の考えを
わかりやすく示す
ことができる。

①動植物に学ん
だ技術や素材な
どの実例を、正し
く読み取ることが
できる。
②動植物に学ぶ
バイオミミクリー
が最近注目され
ている背景を、適
切に読み取ること
ができる。

①仮定法現在、if
節のない仮定
法、未来に関す
る仮定法を使っ
た英文の意味や
構造を理解して
いる。

・バイオミミクリ―
について紹介す
る活動
・自然と人間の関
係のあり方につ
いて自分の考え
を述べる活動

・定期考査
・言語活動の観察
・プレゼンテーション・質疑応
答
・ライティング

12 10

Lesson 8
Working against
the Clock

ロボットによる地
雷除去活動の話

ア　地雷について学んだこと
を、的確にまとめる。
イ　日本による国際貢献、平
和貢献について知る。
ウ　地雷と私たちとの関係に
ついて、自分の考えをまとめ
て発表する。
エ　完了の分詞構文、受け身
の進行形、補語としての
whether節に習熟する。

①平和への取組
みについて自分
の考えを、より正
確にわかりやすく
伝えるように工夫
している。

①世界の地雷の
問題、そして日本
人による地雷除
去活動について
説明できる。
②地雷や爆弾が
ある国の問題に
ついて、自分の
考えを整理して、
わかりやすく話す
ことができる。

①世界の地雷の
問題について正
しく読みとること
ができる。
②地雷除去ロ
ボットが、現地で
受け入れられる
までの工夫を適
切に読み取ること
ができる。

①完了の分詞構
文、受け身の進
行形、補語として
のwhether節を
使った英文の意
味や構造を理解
している。

・本文の概要や
要点を簡潔に述
べる活動
・平和への取組
みについて自分
の考えを述べる
活動

・定期考査
・ワークシート
・言語活動の観察
・スピーチ
・ライティング

1 10

Lesson 9
The Long Voyage
Home

「はやぶさ」の苦
難の帰還につい
ての話

ア　はやぶさプロジェクト成功
の理由を読み取る。
イ　はやぶさと私たちの日常
生活との関係について、自分
の考えをわかりやすく発表す
る。
ウ　独立分詞構文、未来進行
形、未来完了形に習熟する。

①内容の展開を
理解しながら読
み、読んだ内容
について意見や
感想を述べようと
している。

①はやぶさの
負った使命とそ
の行程を簡潔に
説明できる。
②はやぶさは私
たちの日常生活
にはあまり役立
たないという意見
について、自分の
考えを述べること
ができる。

①はやぶさの
負った使命、およ
びその行程を正
しく読み取ること
ができる。
②はやぶさのプ
ロジェクトが最終
的に成功した要
因を、適切に読
み取ることができ
る。

①独立分詞構
文、未来進行形、
未来完了形を
使った英文の意
味や構造を理解
している。

・はやぶさの任務
とその意義を簡
潔に述べる活動
・はやぶさと日常
生活の関係につ
いて簡潔に述べ
る活動

・定期考査
・言語活動の観察
・ワークシート
・スピーチ
・ライティング



関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準

単元全体で取り
上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

2 10

Lesson 10
Grandfather's
Letters

家族愛のこもっ
た絵手紙につい
ての話

ア　手紙の利点・欠点、メール
の利点・欠点について話し合
う。
イ　メールと手紙の利点などに
ついて、自分の考えを発表す
る。
ウ　不定詞の受け身、動名詞
の受け身に習熟する。

①メールと違う手
紙が持つ良さに
ついて、積極的に
話し合ったり、意
見の交換をして
いる。

①カカとその家族
がたどった運命と
時代背景を簡潔
に説明することが
できる。
②メールの利点
には手紙以上の
価値があるという
意見について自
分の考えを述べ
ることができる。

①カカとその家族
がたどった運命と
時代背景を、正し
く読み取ることが
できる。
②メールとは違っ
た手紙独特の良
さはどこから来る
のか、適切に読
み取ることができ
る。

①不定詞の受け
身、動名詞の受
け身を使った英
文の意味や構造
を理解している。

・手紙の利点・欠
点、メールの利
点・欠点について
述べる活動
・物語の時代背
景について簡潔
に説明する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・ワークシート
・ライティング
・スピーチ

3 5

Optional Lesson
Err in the
Direction of
Kindness

ジョージ・ソーン
ダーズの大学卒
業式におけるス
ピーチ

ア　著名な作家であるジョー
ジ・ソーンダーズのスピーチで
紹介された「人間はどうしたら
優しくなれるのか」について、
自分の考えを発表する。
イ　既習の文法項目を活用す
る。

①新たに知った
ことについて、自
分の考えや感じ
たことを意欲的に
述べようとしてい
る。

①わかりやすさを
意識しながら、論
理的に話すこと
ができる。
②「人間はどうし
たら優しくなれる
のか」という問い
に対して自分の
考えを述べること
ができる。

①ジョージ・ソー
ンダーズの「人生
でいちばん後悔
していること」とは
何か適切に読み
取ることができ
る。
②スピーチの内
容を正しく読み取
ることができる。

①本文中の語彙
や表現・既習の
文法項目を適切
に理解している。

・ワークシートの
質問に答えなが
ら、本文の内容を
読みとる活動
・人間はどうした
ら優しくなれるの
かという問いにつ
いて自分の考え
を述べる活動

・授業中の発問に対する答
・ワークシート
・スピーチ
・ライティング

総時数 105



科目名 学科名 対象学年 単位数

英語活用 Advanced Expression 普通科理系 2年 2

科目の目標

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

　コミュニケーションに関心を
持ち、積極的に自己表現しよう
としている。

英語で話したり書いたりして、
情報や考えなどを適切に伝えて
いる。

英語を聞いたり読んだりして、
情報や考えなどを的確に理解し
ている。

英語やその運用についての知識
を身に付けているとともに、言
語の背景にある文化などを理解
している。

英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、事実情報や
意見・考えなどを多様な観点から考察し、論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える能力を養
う。

評価の観点および評価規準

令和３年度　英語科　指導と評価の年間計画

学校名　　　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

NEW FAVORITE English Expression Ⅱ　（東京書籍）



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

4 1

School Uniform [トピック]
制服の是非につい
て話し合おう
[言語材料] 動詞・
時制
・注意すべき自動
詞と他動詞
・注意すべき時制

ア　積極的に自分の意見を述
べる。
イ　制服の是非について、自
分の意見とその理由を述べ
る。
ウ　自動詞、他動詞について
その用法を理解する。

①学校生活にお
ける制服に賛成
［反対］する理由
を挙げることがで
きる。

①制服の是非と
その理由を５文
程度の英語で書
くことができる。
②自動詞と他動
詞を的確に使い
分けて文を書くこ
とができる。

①未来完了形、
未来進行形、時・
条件を表す副詞
節が使われてい
る文を理解でき、
また、なぜそれが
使われているか
理解できる。

①制服や学校生
活に関する表現
について理解で
きる。
②動詞の用法
や、時制につい
て理解している。

・制服の是非に
ついて意見交換
する活動

・定期考査
・言語活動の観察

4 1

Online Addiction [トピック]
オンラインゲーム
の危険性について
意見を述べよう
[言語材料] 助動
詞
・助動詞を使った
表現
・that 節中に
should を用いる表
現

ア　相手を納得させる理由を
挙げ表現する。
イ　オンラインゲームの問題
点を挙げ、自分の意見とその
理由を述べる。
ウ　助動詞の用法を理解す
る。

①オンラインゲー
ムの問題点につ
いて，話し合うこ
とができる。

①オンラインゲー
ムの問題点とそ
れに対する意見
や理由を５文程
度の英文で表現
できる。
②助動詞の用法
に注意しながら
表現できる。

①助動詞を含む
表現が使われて
いる文が理解で
きる。
②提案や命令な
どを表す表現が
使われている文
を理解できる。

①身体の健康に
関する表現につ
いて知っている。
②助動詞の用法
や、提案・命令を
表す表現につい
て理解している。

・オンラインゲー
ムの問題点につ
いて意見交換す
る活動

・定期考査
・言語活動の観察

4 2

Using the Internet [トピック]
インターネットの利
用法について話し
合おう
[言語材料] 準動
詞①
・注意すべき不定
詞

ア　客観的な理由を用いて意
見を述べる。
イ　インターネットとその利用
について、自分の意見とその
理由を述べる。
ウ　不定詞表現の用法を理解
する。

①宿題のレポー
トにインターネット
を使うことについ
て話し合うことが
できる。

①インターネット
の良い点や悪い
点について７０語
程度の英文で書
くことができる。
②さまざまな不定
詞を適切に使
い，英文を書くこ
とができる。

①さまざまな不定
詞を含む表現が
使われている文
が理解できる。

①インターネット
利用のよい点と
悪い点について
理解できる。
②不定詞の用法
について理解し
ている。

・インターネットの
使用法について
グループで意見
交換する活動
・インターネットの
利点・問題点に
ついて書く活動

・定期考査
・言語活動の観察
・ライティング

「英語活用 Advanced Expression」（2年理系）指導と評価の年間計画（教師用）

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取
り上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）



関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取
り上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

4 2

Specialization in

Sports

[トピック]

興味のある話題に
ついて発表しよう
[言語材料] 準動詞
②
・注意すべき動名
詞

ア　自分の経験を踏まえなが
ら自分の意見を伝える。
イ　最近のニュースについて、
自分の感想や意見を言う。
ウ　動名詞の用法を理解す
る。

①最近読んだ雑
誌などの記事に
ついて，自分の
意見を持ち，それ
を発表することが
できる。

①自分が見たり
読んだりした
ニュースについ
て、その説明や
自分の意見を書
くことができる。
②さまざまな動名
詞の表現を使っ
て，言いたいこと
を端的に伝えるこ
とができる。

①さまざまな動名
詞の表現が使わ
れている文を理
解できる。

①スポーツの専
門化に関する状
況を理解できる。
②不定詞、動名
詞、分詞の用法
を理解している。

・見たり読んだり
したニュースにつ
いて意見交換す
る活動

・定期考査
・言語活動の観察

4 3

Show and tell 日本文化の紹介 ア　相手に伝わりやすい表現
を考えて発表する。
イ　身近な日本文化について
紹介するスピーチをする。
ウ　プレゼンテーションに必要
な言い回しや表現について知
る。

①日本文化を外
国人にもわかり
やすく説明しよう
としている。

①アイコンタクト
やジェスチャーを
交え、相手にわ
かりやすく日本文
化を説明できる。

①他者のスピー
チを聞き、内容を
理解できる。

①アイコンタクト
や声の大きさに
注意して紹介して
いる。

・実際のものを
使ったり、写真や
映像を見せたりし
て英語で説明す
る活動
・身近な日本文
化について、紹
介文を書く活動

・定期考査
・言語活動の観察
・スピーキング

5 1

Writing a Diary in

English

[トピック]
英語で日記を書こ
う
[言語材料] 準動
詞③
・主語の状態を示
す分詞
・注意すべき分詞
構文
・慣用的な分詞構
文

ア　自分の１日の生活や出来
事について英語で説明した
り、日記を書いたりする。
イ　他者の説明や日記に対
し、意見や質問をする。
ウ　分詞の用法について理解
する。

①1日の出来事
を振り返り，英語
で日記を書くこと
ができる。

①１日の出来事
について書くこと
ができる。
②さまざまな分詞
を用いた表現を
正しく使って，英
文で表すことがで
きる。

①やや高度な分
詞表現や，慣用
的な分詞表現が
使われている文
を理解できる。

①日記に特有の
表現について理
解できる。
②分詞の用法を
理解している。

・ペアでお互いの
一日について話
したり質問したり
する活動

・定期考査
・言語活動の観察



関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取
り上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

5 1

My Future Career [トピック]
将来の夢，就きた
い職業について話
そう
[言語材料] 比較
・原級比較を用い
た表現
・比較級を用いた
表現

ア　自分の将来の夢や関心の
ある職業について、英語で説
明する。
イ　興味のある職業や活動に
ついて考えを伝え合い、自分
たちがどのように社会に貢献
できるかについて、意見を言
う。
ウ　比較表限の用法を理解す
る。

①将来就きたい
職業とその理由
を発表することが
できる。

①自分の将来の
夢ややってみた
いことついて１分
程度で述べること
ができる。
②比較表現を正
しく用いて英文を
表現することがで
きる。

①同等比較や比
較級を用いた表
現が使われてい
る文を理解でき
る。

①職業に関する
表現について理
解できる。
②比較表現の
様々な用法につ
いて理解してい
る。

・ペアで興味のあ
る職業について
話す活動
・それぞれの職
業が人や社会に
どのように貢献
するのか考え、
話し合ったり書い
たりする活動

・定期考査
・言語活動の観察
・スピーキング

5 2

Pets [トピック]
ペットについて話
そう
[言語材料] 受け身
・注意すべき受け
身

ア　異なる文化でのペットに対
する考え方の相違や問題点
について考え、英語で意見を
言う。
イ　動物を飼うことの効用につ
いて理解し、どのような場面で
動物の力を生かすことができ
るかについて、自分の意見を
英語で表現する。
ウ　受け身の用法を理解す
る。

①調査結果など
をもとに、ペットを
飼うことについて
話し合うことがで
きる。

①動物が人に与
える力について７
０語程度の英文
で表現することが
できる。
②受け身を適切
に使い，英文を
書くことができ
る。

①受け身を含む
表現が使われて
いる文が理解で
きる。
②be動詞以外の
動詞を使った受
け身が使われて
いる文を理解で
きる。

①各文化圏にお
けるペットのあり
方や，そこでの
ペットの問題点な
どを理解できる。
②受け身の用法
について理解し
ている。

・動物を飼うこと
の意義やその問
題点について話
す活動
・動物が人に与え
る良い影響につ
いて話したり書い
たりする活動

・定期考査
・言語活動の観察
・ライティング

5 2

A Little Escape [トピック]
行ってみたい場所
について話そう
[言語材料] 関係
詞
・関係代名詞what
を用いた表現
・複合関係詞を用
いた表現

ア　自分が行ってみたい場所
とその理由について説明す
る。
イ　ある場所について、読み
手に行きたいと思わせるよう
な紹介文を英語で書く。
ウ　関係詞の用法を理解す
る。

①行ってみたい
場所について、
積極的に話し合
うことができる。。

①自分の行きた
い場所とその理
由について話し
たり書いたりでき
る。
②関係代名詞
whatや複合関係
詞を用いて，英
文を正しく表現す
ることができる。

①関係代名詞
whatや複合関係
詞が使われてい
る文を理解でき
る。

①生活に潤いを
与えるリゾート施
設や観光地につ
いて理解できる。
②無生物主語や
名詞構文の用法
について理解し
ている。

・ペアで行ってみ
たい場所につい
て話す活動
・観光地の広告
などを参考に、人
の興味を引きつ
ける紹介文を書く
活動

・定期考査
・言語活動の観察



関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取
り上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

6 1

Good Fortune [トピック]
もしもの話をしよう
[言語材料] 仮定
法①
・注意すべき仮定
法表現

ア　現実とは異なる状況を想
定して、その場合どうなるかを
英語で表現する。
イ　身の回りにあるものが存
在しなかったら自分の生活が
どうなるかついて考え、英語で
表現する。
ウ　仮定法の用法について理
解する。

①想像力を働か
せて、現実には
ありえないような
状況の話をする
ことができる。

①実際とは異な
る状況を想定し
て表現することが
できる。
②仮定法の定型
表現を使って、仮
定の話をすること
ができる。

①仮定法のさま
ざまな定型表現
が理解できる。

①「もしも」の話を
するべき状況と、
その表現につい
て理解できる。
②仮定法の用法
について理解し
ている。

・「もしも」の話を
する活動
・「もしも」の状況
について書く活動

・定期考査
・言語活動の観察
・ライティング

6 1

Barrier-Free

Society

[トピック]
バリアフリー社会
に向けて提言しよ
う
[言語材料] 仮定
法②
・注意すべき仮定
法表現

ア　バリアフリーの環境に関
心を持ち、他人の意見も取り
入れながら、企画書を書く。
イ　バリアフリーの環境づくり
について考え、その企画を書
く。
ウ　仮定法の用法を理解す
る。

①バリアフリーの
環境作りについ
て積極的に考
え、企画を考えよ
うとしている。

①誰に対しどん
なバリアフリーが
必要か、またそ
の方法について
７０語程度の英文
で表現することが
できる。
②ifを使わずに短
く条件を示し、推
量［意見］が述べ
られていることを
理解できる。

①様々な仮定法
を用いた表現が
使われている文
を理解できる。

①バリアフリー社
会や高齢化社会
に関する表現に
ついて理解でき
る。
②仮定法の用法
について理解し
ている。

・身の回りの環境
問題について、
解決策をグルー
プでブレーンス
トーミングする活
動
・バリアフリーな
環境作りについ
て企画書を作成
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・ライティング

6 2

Food Self-

Sufficiency

[トピック]
食料自給率につい
て考えよう
[言語材料] 直接
話法と間接話法
・直接話法と間接
話法

ア　日本の食糧自給率ついて
考える。
イ　自分の意見を、立場を明
確にして理由とともに表現す
ることができる。
ウ　直接話法と間接話法につ
いて理解し、適切に使用でき
る。

①自分の意見を
賛成，反対を明
確にして表現す
ることができる。。

①自分の意見を
賛成，反対を明
確にして理由とと
もに表現すること
ができる。
②時制の一致に
注意して話法を
含んだ文を作る
ことができる。

①登場人物ごと
に発言を整理し
ながら会話を聞く
ことができる。
②直接話法と間
接話法の違いを
理解できる。

①日本の食料自
給率について理
解している。
②形容詞、副詞
についてその用
法を理解してい
る。

・普段の食事や
それらがどこで作
られているかに
ついて話す活動
・食料自給率に
ついてクループで
ブレーンストーミ
ングをする活動

・定期考査
・言語活動の観察



関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取
り上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

6 2

Lesson 12

Japanese

Longevity

[トピック]
長寿社会について
考えよう
[言語材料]無生物
主語構文

ア　日本の平均寿命や、他国
とのについて理解する。
イ　日本人の寿命を脅かす原
因について考え、その解決策
を英語で表現する。
ウ　無生物主語、名詞構文に
ついて理解する。

①日本人の寿命
を脅やかす原因
の1つである肥満
について話し合う
ことができる。

①日本人の平均
寿命が長い理由
について、食生
活や生活習慣の
変化に触れなが
ら説明できる。
②さまざまな無生
物主語構文を用
いて表現すること
ができる。

① 無生物主語構
文を理解できる。

①食生活や生活
習慣に関する表
現について理解
できる。
②無生物主語の
用法について理
解している。

・日本人の平均
寿命が長い理由
や、それを脅か
す要因につい
て、グループでブ
レーンストーミン
グする活動

・定期考査
・言語活動の観察

7 2

スピーチ鑑賞 キング牧師のワシ
ントン大行進での
演説

ア　人の心に訴えるスピーチ
とはどのようなものか知る。
イ　繰り返しのフレーズや対
比の部分を指摘し、その効果
を知る。
ウ　スピーチの好きなところを
選んで暗唱する。

①スピーチの内
容に興味を持っ
て読んでいる。
②人の心に訴え
るスピーチとはど
のようなものか知
ろうとしている。

①繰り返しのフ
レーズに気づき、
主張したい内容
に注意しながら
音読できる

①この映画の題
材の背景を知り、
スピーチの内容
をより深く理解す
る。

・スピーチで自分
の好きなところを
暗唱する活動

・内容理解
・音読

7 4

Why Don't You

Visit Japan?

[トピック]
日本を訪問すると
よい理由を説明す
る
[学習項目]
パラグラフの構成

ア　読み手が興味を持って読
んでもらえる内容や構成を工
夫して書く。
イ　日本を訪れることの魅力
ついて、自分の伝えたい情報
を整理して書く。

①外国人に日本
のことを薦めるに
あたり，相手にわ
かりやすいように
工夫して紹介す
ることができる。。

①基本的なパラ
グラフの構成に
基づいて，英文を
書くことができ
る。

①英文のパラグ
ラフ構成について
理解できる。

①外国人に日本
のことを薦めるに
あたり，日本の文
化や地域の特色
について知って
いる。

・日本の魅力に
ついて紹介文を
書く活動
・写真などを使用
しながら、日本を
訪れることの良さ
を紹介しあう活動

・定期考査

・言語活動の観察



関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取
り上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

7 4

Lesson 14

A Lucky Day

[トピック]

幸運だった1日を
振り返る
[学習項目]

時間軸に沿って情
報を並べるパラグ
ラフ

ア　時間軸を意識して書く。
イ　主題文、指示文、結論文
を使って、まとまりのあるパラ
グラフを書く。
ウ　自分の１日について、流
れが分かりやすいように工夫
して書く。

①自分の1日を
振り返り，その状
況を人に伝わる
ように発表するこ
とができる。

①時間軸に沿っ
て情報を並べ，
簡単なパラグラフ
を書くことができ
る。

①時間軸に沿っ
て情報が記述さ
れているパラグラ
フについて，その
構造を理解する
ことができる。

①時間軸に沿っ
て情報が記述さ
れている，海外
の漫画などの内
容を理解できる。

・ある１日につい
て、時間の流れ
や出来事の因果
関係を整理しな
がら書く活動

・定期考査
・言語活動の観察
・ライティング

9 4

Visiting Australia [トピック]

オーストラリアを訪
問するとよい理由
を説明する
[学習項目]

結論を挙げ，その
理由を項目ごとに
説明するパラグラ
フ

ア　事実をあげながら、自分
の意見を相手に伝える。
イ　事実を引用しながら、それ
に対する自分の意見を言う。
ウ　自分の好きなものを他者
に薦めるために、興味をもっ
てもらえるように工夫して書
く。

①事実を的確に
説明しようとして
いる。
②人に薦めたい
物事について、
相手にわかりや
すいように工夫し
て紹介することが
できる。

①結論を挙げ，
その理由を項目
ごとに説明する
パラグラフを書く
ことができる。

①結論を挙げ，
その理由を項目
ごとに説明する
パラグラフ構成に
ついて理解でき
る。

①オーストラリア
について，データ
や数値など，客
観的な情報を知
り，それを実際に
使うことができ
る。。

・あるテーマにつ
いて、ブレーンス
トーミングを行
い、内容で分類
する活動
・ブレーンストーミ
ングで出た観点
からいくつか選
び、パラグラフの
構成を考えて書く
活動

・定期考査
・言語活動の観察
・ライティング

9 4

Pros and Cons of

Traveling Abroad

[トピック]
海外旅行の長所と
短所を述べる
[学習項目]
物事の長所と短所
を述べるパラグラ
フ

ア　物事の二面性・多面性を
意識して事実を述べる。
イ　物事の長所と短所の両方
を述べる際の構成に注意しな
がら、表現する。

①物事の長所と
短所を述べる方
法について学
び、自分の意見
を人に伝わるよう
に発表することが
できる。

①理由や具体例
を添えながら、物
事の長所と短所
の両面について
述べることができ
る。

①理由や具体例
を添えながら、物
事の長所と短所
の両面について
述べるときの表
現が理解できる。

①海外旅行の長
所と短所につい
て、意見や理由、
具体例を比較検
討しながら理解
することができ
る。

・あるテーマの長
所と短所および
具体例について
ブレーンストーミ
ングする活動
・ブレーンストーミ
ングで出た意見
からいくつか選
び、パラグラフの
構成を考えて書く
活動

・定期考査
・言語活動の観察
・ライティング



関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取
り上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

10 4

Proposing a New

School Uniform

[トピック]
今の制服には問
題があるので，新
しいものにすること
を提案する
[学習項目]
問題を提起し，提
案を述べるパラグ
ラフ①

ア　身近な物事の現状を見直
し、問題点や課題について考
える。
イ　具体例や理由を挙げなが
ら、新しい考えを分かりやすく
提案する。
ウ　提案をするときの表現を
理解する。

①問題を提起・
指摘し，その解決
策を提案すること
ができる。

①自分の意見や
アイディアを整理
して，エッセイの
アウトラインを作
成することができ
る。

①自分の意見や
アイディアを整理
して，エッセイの
アウトラインを作
成することができ
る。

①身近にある問
題を意識し，それ
らについて知って
おり，ある程度，
自分の意見を
持っている。

・改善すべきだと
思うことについ
て、理由や改善
案を示しながらそ
れに替わる提案
を書く活動

・定期考査
・言語活動の観察
・ライティング

10 4

Let's Cook Our

Meals

[トピック]
時には自分で料理
するべきだと提案
する
[学習項目]
問題を提起し，提
案を述べるパラグ
ラフ②

ア　身近な物事の現状を見直
し、問題点や課題について考
える。
イ　トピックの背景を示しなが
ら具体例や理由を挙げ、新し
い考えを分かりやすく提案す
る。
ウ　提案をするときの表現を
理解する。

①問題を提起・
指摘し、その解決
策を提案すること
ができる。

①エッセイにおい
て，問題を提起
し、提案を述べる
パラグラフを作成
することができ
る。

①エッセイの構
成要素を意識し
ながら、まとまっ
た文章を聴いた
り読んだりするこ
とができる。

①身近にある問
題を意識し、それ
らについて知って
おり，ある程度、
自分の意見を持
つとともに、それ
らを他人に伝え
る。

・改善可能だと思
うことについて、
背景知識とともに
理由や改善案を
示しながら提案
文を書く活動

・定期考査
・言語活動の観察
・ライティング

11 3

スピーチ鑑賞 パキスタン人女性
Malala Yousafzai

の国連本部での
演説

ア　人の心に訴えるスピーチ
とはどのようなものか知る。
イ　繰り返しのフレーズや対
比の部分を指摘し、その効果
を知る。
ウ　スピーチの好きなところを
選んで暗唱する。

①スピーチの内
容に興味を持っ
て読んでいる。
②人の心に訴え
るスピーチとはど
のようなものか知
ろうとしている。

①繰り返しのフ
レーズに気づき、
主張したい内容
に注意しながら
音読できる。

①背景となる事
実を知り、スピー
チの内容をより
深く理解する。

・スピーチで自分
の好きなところを
暗唱する活動

・内容理解
・音読

11 4

Welcome to

Osaka

[トピック]
シンガポールから
来日した高校生を
歓迎するスピーチ
[学習項目]
スピーチの実演

ア　聞き手に興味をもってもら
い、記憶に残りやすい話し方
について知る。
イ　スピーチに含むべき内容
について考え、そのスピーチ
の目的を果たすために効果的
な順序で話す。
ウ　スピーチに特有の表現を
理解する。

①聴衆を意識し，
伝えたいポイント
を強調しながらス
ピーチをすること
ができる。

①聞き手の理解
を念頭に置きな
がら，スピーチの
原稿を書くことが
できる。。

①スピーチの構
成要素について
理解できる。

①スピーチに特
有の表現を知っ
ている。

・他者にスピーチ
を通じて伝えたい
ことを考え、効果
的な内容と構成
を考えてスピーチ
する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・スピーチ



関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取
り上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

12 4

Let's Fly to the

UK

[トピック]
もし2週間海外に
行けるとしたらど
の国に行くべきか
[学習項目]
プレゼンテーション
の実演

ア　聞き手に興味をもってもら
い、聞き手が理解しやすいプ
レゼンテーションについて知
る。
イ　プレゼンテーションに含む
べき内容について考え、効果
的な資料や提示方法を工夫し
ながら発表する。
ウ　プレゼンテーションに特有
の表現を理解する。

①聴衆を意識し，
伝えたいポイント
を強調しながらプ
レゼンテーション
の原稿を作成す
ることができる。

①聞き手の理解
を念頭に置きな
がら，プレゼン
テーションの原稿
を書くことができ
る。

①プレゼンテー
ションの構成要
素について理解
できる。

①プレゼンテー
ションに特有の表
現を知っている。

・他者にプレゼン
テーションで伝え
たいことを考え、
効果的な内容と
構成を考えて発
表する活動

・定期考査
・言語活動の観察
・プレゼンテーション

1 3

ディベートの準備
をしよう

[トピック]
Going Abroad vs.
Traveling in Japan
[学習項目]
・ブレーンストーミ
ング
・アイディア整理

ア　1つのテーマについて、ブ
レーンストーミングを行い、で
きるだけ多くの意見を出す。
イ　ブレーンストーミングで出
された意見を、立場に分けて
整理する。
ウ　整理された意見をもとに、
相互関係や説得力のあると思
う意見について話し合う。

①グループに分
かれてアイディア
を出し合い，ディ
ベートにふさわし
い論題を話し合う
ことができる。
②他のグループ
が出したアイディ
アについて関心
を持って聞くこと
ができる。

①ある論題につ
いて，肯定側また
は否定側のアイ
ディアを整理する
ことができる。

①肯定側または
否定側の立場を
意識しながらディ
ベートを聞くこと
ができる。

①ディベートの進
め方について理
解できる。
②ディベートの判
定について理解
できる。

・あるテーマにつ
いて、ブレーンス
トーミングを行
い、内容で分類
する活動
・ブレーンストーミ
ングで出た意見
から、より説得力
のあるものを話し
合い選ぶ活動

・言語活動の観察

1 3

Unit 8

Debate Lesson 2

立論を考えよう

[トピック]
Japanese high
school students
should go abroad
on school trips.
[学習項目]
立論＝主張＋理
由＋根拠

ア　主張、理由、根拠を述べ
ながら、１つのテーマに対する
自分の立場を説明する。
イ　どのような根拠を示すか、
どのようなデータを用いれば
説得力があるかについて考え
る。

①論題を分析し，
主張とその理由・
根拠を考えること
ができる。
②クラスメートの
立論について関
心をもって聞くこ
とができる。

①論題を分析し，
肯定側または否
定側の立論を書
くことができる。

①論題を分析し，
立論の構成を意
識しながら発表を
聞くことができ
る。

①ディベートの立
論を構成する3つ
のポイントについ
て理解できる。

・自分の立場を
サポートする理
由と根拠を英語
で表現する活動
・より説得力を増
すためにはどの
ようなデータを示
せばよいか話し
合う活動

・言語活動の観察



関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取
り上げる言語活
動／学習活動

評価方法
（統合的な評価を含む）

2 3

反駁を考えよう [トピック]
DL2に同じ
[学習項目]
反駁

ア　自分とは逆の立場の意見
を理解し、デメリットを見つけ
て反論する。
イ　反論の際にどのような根
拠を示し、どのような順序で説
明すれば説得力があるかに
ついて考える。

①相手の議論に
対して，順序立て
て反論することが
できる。

①相手の議論に
対して，順序立て
て自分の反論を
述べることができ
る。

①反論の構成を
意識しながら発
表を聞くことがで
きる。

①相手の議論に
対する反論の仕
方を知っている。

・対立する立場の
意見に対し、根
拠を示しながら反
論する活動
・説得力のある反
論のために、構
成や根拠につい
て話し合う活動

・言語活動の観察

3 3

まとめを考えよう [トピック]
DL2に同じ
[学習項目]
まとめ

ア　議論された内容を踏まえ
ながら、自分たちの立場を再
主張する。
イ　立論とは異なる表現で、同
じ内容を強調する。
ウ　立論→反対尋問→反駁→
まとめの流れで、ディベートを
する。

①立論や反駁を
まとめ，自分たち
の立場の正しさ
を訴えることがで
きる。

①自分たちの最
終的な主張をま
とめ，丁寧に審判
に説明することが
できる。

①比較のポイント
を意識し，メリット
やデメリットを比
べながらディベー
トを聞くことがで
きる。

①議論のメリット
やデメリットを比
較しながら，審判
に効果的にア
ピールする方法
を知っている。

・議論の内容を
踏まえて、まとめ
の構成を考える
活動
・あるテーマで実
際にディベートを
行う活動

・言語活動の観察
・ディベート

総時数 70



科目名 学科名 対象学年 単位数

英語活用 Research & Presentation 普通科 (内進生）理系 2年 2

科目の目標

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

　自分なりの考えをまとめよう
としている。また，コミュニ
ケーションに関心を持ち，積極
的に自己表現しようとしてい
る。

　自分が調べたり考えたりした
ことなどについて論点や根拠な
どを明確にし、効果的な方法で
相手に伝えることができる。

　アカデミックな用語や言語運
用についての知識を身に付けて
いる。プレゼンテーションのの
仕方や、自分の考えを効果的に
伝えるために必要な表現などを
理解している。

英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、社会の諸事
情に関する事実情報や意見・考えなどを整理し、論理の展開や適切な表現方法を工夫しながら伝え
る能力を養う。

評価の観点および評価規準

令和３年度　英語科　指導と評価の年間計画

学校名　　　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

PATHWAYS 2 Reading, Writing and Critical Thinking (CENGAGE Learning)



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

4 6

Happiness 幸福に関する内容 ア ペア・グループ活動に積
極的に参加し，聞き手に自
分の考えや意見をわかりや
すく説明する。
イ　読んだことに基づき，地
域社会に暮らす人々は幸せ
かについて英文レポートを作
成する。
ウ　人が幸せに感じる要因に
ついて書かれた英文を読ん
で，内容を理解する。
エ　関連する語彙･表現等を
身に付ける。

①ペア・グルー
プワークに積極
的に参加し，感
想や自分の考え
などを伝え合お
うとしている。
②積極的に自分
の意見を書こう
としている。

①読んだことや
自分でリサーチ
したことに基づ
き、聞き手に自
分の考えやリ
サーチ内容をわ
かりやすく説明
する。
②地域社会の
人々の幸福につ
いてのレポート
を書き、発表す
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②科学技術がい
かに幸福に貢献
し得るかについ
てのレポート作
成で使用する語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・読んだ内容つ
いて、口頭で意
見交換する活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動
・与えられたテー
マについてリ
サーチし、発表
する活動。

・言語活動の観察
・レポート
・語彙・表現テスト
・定期考査

5 7

Big Ideas 歴史上の偉大な発
明に関する内容

ア ペア・グループ活動に積
極的に参加し，聞き手に自
分の考えや意見をわかりや
すく説明する。
イ　読んだことに基づき，発
明によって我々の生活がどう
変化したかについて英文レ
ポートを作成する。
ウ　様々な発明について書
かれた英文を読んで，内容
を理解する。
エ　関連する語彙･表現等を
身に付ける。

①ペア・グルー
プワークに積極
的に参加し，感
想や自分の考え
などを伝え合お
うとしている。
②積極的に自分
の意見を書こう
としている。

①読んだことや
自分でリサーチ
したことに基づ
き、聞き手に自
分の考えやリ
サーチ内容をわ
かりやすく説明
する。
②発明品によっ
て我々の生活が
どう改善したか
ついてのレポー
トを書くことがで
きる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②発明と科学技
術についてのレ
ポート作成で使
用する語彙を理
解している。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・読んだ内容つ
いて、口頭で意
見交換する活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動
・与えられたテー
マについてリ
サーチし、発表
する活動。

・言語活動の観察
・レポート
・語彙・表現テスト
・定期考査

「英語活用Research & Presentation」(２年）指導と評価の年間計画

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取
り上げる言語
活動／学習活
動

評価方法
（統合的な評価を含む）



6 7

Connected Lives オンラインメディア
に関する内容

ア ペアワークに積極的に参
加し，聞き手に自分の考えや
意見をわかりやすく説明す
る。
イ　読んだことに基づき，ソー
シャルネットワークやブログ
の功罪について英文レポー
トを作成する。
ウ　インターネットが我々の
生活に与えた影響について
書かれた英文を読んで，内
容を理解する。
エ　情報社会に関連する語
彙･表現等を身に付ける。

①ペアワークに
積極的に参加
し，感想や自分
の考えなどを伝
え合おうとしてい
る。
②積極的に自分
の意見を書こう
としている。

①読んだことや
自分でリサーチ
したことに基づ
き、聞き手に自
分の考えや意見
をわかりやすく
説明する。
②ソーシャル
ネットワークやブ
ログの功罪につ
いてのレポート
を書くことができ
る。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②レポート作成
で使用する語彙
を理解している。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・読んだ内容つ
いて、口頭で意
見交換する活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動
・与えられたテー
マについてリ
サーチし、発表
する活動。

・言語活動の観察
・レポート
・定期考査

７
6

Deep Trouble 漁獲や海洋環境に
関する内容

ア ペアワークに積極的に参
加し，聞き手に自分の考えや
意見をわかりやすく説明す
る。
イ　読んだことに基づき，海
洋の環境を保全する方法を
提案する。
ウ　グラフやチャートから見と
れる内容を英語で表現した
り、意見を交換する。
エ　海洋に関連する語彙･表
現等を身に付ける。

①ペアワークに
積極的に参加
し，感想や自分
の考えなどを，
伝え合おうとして
いる。
②積極的に自分
の意見を書こう
としている。

①読んだことや
自分でリサーチ
したことに基づ
き、聞き手に自
分の考えやリ
サーチ内容をわ
かりやすく説明
する。
②海洋環境を守
る方法について
ついて提案する
ことができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②レポート作成
で使用できる語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・読んだ内容つ
いて、口頭で意
見交換する活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動
・与えられたテー
マについてリ
サーチし、発表
する活動。

・言語活動の観察
・レポート
・語彙・表現テスト
・定期考査

9 6

Memory and
Learning

記憶や脳に関する
内容

ア ペア・グループ活動に積
極的に参加し，　聞き手に自
分の考えや意見をわかりや
すく説明する。
イ　読んだことに基づき，記
憶術の方法や睡眠と脳の関
係について説明する。
ウ　記憶を向上させるための
提案をする。
エ　記憶や脳に関連する語
彙･表現等を身に付ける。

①ペア・グルー
プワークに積極
的に参加し，
テーマについて
調べようとしてい
る。
②相手の発表を
聞き積極的に質
問したり，質問に
答えたりしようと
している。

①読んだことや
自分でリサーチ
したことに基づ
き、聞き手に自
分の考えやリ
サーチ内容をわ
かりやすく説明
する。
②記憶を向上さ
せる方法につい
て提案できる。。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②レポート作成
で使用できる語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・読んだ内容つ
いて、口頭で意
見交換する活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動
・与えられたテー
マについてリ
サーチし、発表
する活動。

・言語活動の観察
・レポート
・定期考査



10 9

Dangerous cures 医療を目的とした
毒の利用について
書かれた内容

ア ペア・グループ活動に積
極的に参加し，聞き手に自
分の考えや意見をわかりや
すく説明する。
イ　読んだことに基づき，医
薬開発に毒を用いることのメ
リット・デメリットについて英
文レポートを作成する。
ウ　医療に活用される毒につ
いて書かれた英文を読ん
で，内容を理解する。
エ　医療に関連する語彙･表
現等を身に付ける。

①ペア・グルー
プワークに積極
的に参加し，感
想や自分の考え
などを，伝え合
おうとしている。
②積極的に自分
の意見を書こう
としている。

①読んだことや
自分でリサーチ
したことに基づ
き、聞き手に自
分の考えやリ
サーチ内容をわ
かりやすく説明
する。
②医療に毒を活
用することにつ
いてのメリットと
デメリットについ
て書くことができ
る。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②レポート作成
で使用できる語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・読んだ内容つ
いて、口頭で意
見交換する活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動
・与えられたテー
マについてリ
サーチし、発表
する活動。

・言語活動の観察
・レポート
・語彙・表現テスト
・定期考査

11 8

Nature's Fury 自然災害について
書かれた内容

ア ペア・グループ活動に積
極的に参加し，聞き手に自
分の考えや意見をわかりや
すく説明する。
イ　読んだことに基づき，災
害が生じる過程とその対処
について英文レポートを作成
する。
ウ　災害が生じる過程とそれ
への対処法について書かれ
た英文を読んで，内容を理
解する。
エ　災害・自然現象・防災に
関連する語彙･表現等を身に
付ける。

①ペア・グルー
プワークに積極
的に参加し，感
想や自分の考え
などを，伝え合
おうとしている。
②積極的に自分
の意見を書こう
としている。

①読んだことや
自分でリサーチ
したことに基づ
き、聞き手に自
分の考えやリ
サーチ内容をわ
かりやすく説明
する。
②災害が生じる
過程や対処法に
ついて書くことが
できる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②レポート作成
で使用できる語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・読んだ内容つ
いて、口頭で意
見交換する活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動
・与えられたテー
マについてリ
サーチし、発表
する活動。

・言語活動の観察
・レポート
・語彙・表現テスト
・定期考査

12 5

Building Wonders 建築について書か
れた内容

ア ペア・グループ活動に積
極的に参加し，聞き手に自
分の考えや意見をわかりや
すく説明する。
イ　読んだことに基づき、建
築物の特徴について英文レ
ポートを作成する。
ウ　建造物の特徴や歴史に
ついて書かれた英文を読ん
で、内容を理解する。
エ　建築に関連する語彙や
表現を適切に使う。

①ペア・グルー
プワークに積極
的に参加し，感
想や自分の考え
などを伝え合お
うとしている。
②積極的に自分
の意見を書こう
としている。

①読んだことや
自分でリサーチ
したことに基づ
き、聞き手に自
分の考えや意見
をわかりやすく
説明する。
②建築物の特徴
について書くこと
ができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②レポート作成
で使用できる語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・読んだ内容つ
いて、口頭で意
見交換する活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動
・与えられたテー
マについてリ
サーチし、発表
する活動。

・言語活動の観察
・レポート



１

２
7

Form and Function 生物の身体上の特
徴と機能ついて書
かれた内容

ア ペア・グループ活動に積
極的に参加し，聞き手に自
分の考えや意見をわかりや
すく説明する。
イ　読んだことに基づき，生
物の身体の形状の特徴と機
能について英文レポートを作
成する。
ウ　進化の過程や身体の特
徴が持つ機能についての英
文を読んで，内容を理解す
る。
エ　形状描写や機能に関連
する語彙･表現等を身に付け
る。

①ペア・グルー
プワークに積極
的に参加し，感
想や自分の考え
などを伝え合お
うとしている。
②積極的に自分
の意見を書こう
としている。

①読んだことや
自分でリサーチ
したことに基づ
き、聞き手に自
分の考えやリ
サーチ内容をわ
かりやすく説明
する。
②生物の身体上
の特徴と機能に
ついてのレポー
トを書くことがで
きる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②レポート作成
で使用できる語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・読んだ内容つ
いて、口頭で意
見交換する活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動
・与えられたテー
マについてリ
サーチし、発表
する活動。

・言語活動の観察
・レポート
・語彙・表現テスト
・定期考査

２

３
9

Mobile Revolution テクノロジーの利便
性について書かれ
た内容

ア　ペア・グループ活動 に積
極的に参加し，聞き手に自
分の考えや意見をわかりや
すく説明する。
イ　テクノロジーがいかに問
題を解決し得るかについて
英文レポートを作成する。
ウ　生活をより便利にするた
めにテクノロジーがどのよう
に利用されているかについ
て書かれた英文を読んで，
内容を理解する。
エ　テクノロジーの利便性に
関連する語彙･表現等を身に
付ける。

①ペア・グルー
プワークに積極
的に参加し，感
想や自分の考え
などを伝え合お
うとしている。
②積極的に自分
の意見を書こう
としている。

①読んだことや
自分でリサーチ
したことに基づ
き、聞き手に自
分の考えやリ
サーチ内容をわ
かりやすく説明
する。
②テクノロジー
がいかに社会問
題を解決し得る
かについてのレ
ポートを書くこと
ができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②レポート作成
で使用できる語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・読んだ内容つ
いて、口頭で意
見交換する活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動
・与えられたテー
マについてリ
サーチし、発表
する活動。

・言語活動の観察
・レポート
・語彙・表現テスト
・定期考査

総時数 70



科目名 学科名 対象学年 単位数

英語活用  Debate ＆ Discussion 普通科（内進生）理系 ２年 2

科目の目標

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

　自分なりの考えをまとめよう
としている。また，コミュニ
ケーションに関心を持ち，積極
的に自己表現しようとしてい
る。

　自分が調べたり考えたりした
ことなどを論理的にまとめ，効
果的な方法で相手に伝えたり、
議論・討論することができる。

　アカデミックな用語や言語運
用についての知識を身に付けて
いるとともに，その背景にある
事象や原理などを理解してい
る。

英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、社会の諸事
情に関する事実情報や意見・考えなどを様々な観点から考察し、論理の展開や適切な表現方法を工
夫しながら議論・討論する能力を養う。

評価の観点および評価規準

令和３年度　英語科　指導と評価の年間計画

学校名　　　　福井県立高志高等学校　

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

PATHWAYS 2 Reading, Writing and Critical Thinking (CENGAGE Learning)



福井県立高志高等学校

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

4 6

Happiness 幸福に関する内容 ア ペア・グループ活動に積
極的に参加し，考えや意見を
相手にわかりやすく、説得性
を持たせながら説明すること
ができる。
イ　読んだことに基づき，地
域社会に暮らす人々は幸せ
かについて英文レポートを作
成する。
ウ　人が幸せに感じる要因に
ついて書かれた英文を読ん
で，内容を理解する。
エ　幸福に関連する語彙･表
現等を身に付ける。

①ペア・グルー
プワークに積極
的に参加し，感
想や自分の考え
などを伝え合お
うとしている。
②積極的に自分
の意見を書こう
としている。

①読んだことに
基づき，英語で
考えや意見を相
手にわかりやす
く、説得性を持た
せながら説明す
ることができる。
②地域社会の
人々の幸福につ
いてのレポート
を書き、発表す
ることができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②科学技術がい
かに幸福に貢献
し得るかについ
てのレポート作
成で使用する語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・与えられたテー
マについて、口
頭で意見交換す
る活動
・与えられたテー
マについて調
べ、その是非に
ついて意見を述
べ合う活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動

・言語活動の観察
・レポート
・語彙・表現テスト
・定期考査

5 7

Big Ideas 歴史上の偉大な発
明に関する内容

ア ペア・グループ活動に積
極的に参加し，考えや意見を
相手にわかりやすく、説得性
を持たせながら説明すること
ができる。
イ　読んだことに基づき，発
明によって我々の生活がどう
変化したかについて英文レ
ポートを作成する。
ウ　様々な発明について書
かれた英文を読んで，内容
を理解する。
エ　人類の発明に関連する
語彙･表現等を身に付ける。

①ペア・グルー
プワークに積極
的に参加し，感
想や自分の考え
などを伝え合お
うとしている。
②積極的に自分
の意見を書こう
としている。

①読んだことに
基づき，考えや
意見を相手にわ
かりやすく、説得
性を持たせなが
ら説明すること
ができる。
②発明品によっ
て我々の生活が
どう改善したか
ついてのレポー
トを書くことがで
きる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②発明と科学技
術についてのレ
ポート作成で使
用する語彙を理
解している。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・与えられたテー
マについて、口
頭で意見交換す
る活動
・与えられたテー
マについて調
べ、その是非に
ついて意見を述
べ合う活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動

・言語活動の観察
・レポート
・語彙・表現テスト
・定期考査

「英語活用Debate ＆ Discussion」(２年）指導と評価の年間計画

実
施
月

単
元
の
時
数

単元名 題材内容 単元の目標

評価規準
単元全体で取
り上げる言語
活動／学習活
動

評価方法
（統合的な評価を含む）



6 7

Connected Lives オンラインメディア
に関する内容

ア ペア・グループワークに積
極的に参加し，考えや意見を
相手にわかりやすく、説得性
を持たせながら説明すること
ができる。
イ　読んだことに基づき，ソー
シャルネットワークやブログ
の功罪について英文レポー
トを作成する。
ウ　インターネットが我々の
生活に与えた影響について
書かれた英文を読んで，内
容を理解する。
エ　情報社会に関連する語
彙･表現等を身に付ける。

①ペ・グループ
アワークに積極
的に参加し，感
想や自分の考え
などを伝え合お
うとしている。
②積極的に自分
の意見を書こう
としている。

①読んだことに
基づき，考えや
意見を相手にわ
かりやすく、説得
性を持たせなが
ら説明すること
ができる。
②ソーシャル
ネットワークやブ
ログの功罪につ
いてのレポート
を書くことができ
る。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②レポート作成
で使用する語彙
を理解している。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・与えられたテー
マについて、口
頭で意見交換す
る活動
・与えられたテー
マについて調
べ、その是非に
ついて意見を述
べ合う活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動

・言語活動の観察
・レポート
・定期考査

７
6

Deep Trouble 漁獲や海洋環境に
関する内容

ア ペア・グループワークに積
極的に参加し，自分の考えを
伝えようとする。
イ　読んだことに基づき，海
洋の環境を保全する方法を
提案する。
ウ　グラフやチャートから見と
れる内容を英語で表現した
り、意見を交換する。
エ　海洋に関連する語彙･表
現等を身に付ける。

①ペア・グルー
プワークに積極
的に参加し，感
想や自分の考え
などを，伝え合
おうとしている。
②積極的に自分
の意見を書こう
としている。

①読んだことに
基づき，自分の
考えや意見を述
べることができ
る。
②海洋環境を守
る方法について
ついて提案する
ことができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②レポート作成
で使用できる語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・与えられたテー
マについて、口
頭で意見交換す
る活動
・与えられたテー
マについて調
べ、その是非に
ついて意見を述
べ合う活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動

・言語活動の観察
・レポート
・語彙・表現テスト
・定期考査

9 6

Memory and
Learning

記憶や脳に関する
内容

ア ペア・グループワークに積
極的に参加し，自分の考えを
伝えようとする。
イ　読んだことに基づき，記
憶術の方法や睡眠と脳の関
係について説明する。
ウ　記憶を向上させるための
提案をする。
エ　記憶や脳に関連する語
彙･表現等を身に付ける。

①ペア・グルー
プワークに積極
的に参加し，
テーマについて
調べようとしてい
る。
②相手の発表を
聞き積極的に質
問したり，質問に
答えたりしようと
している。

①読んだことに
基づき，理解し
た内容をまとめ
ることができる。
②記憶を向上さ
せる方法につい
て提案できる。。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②レポート作成
で使用できる語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・与えられたテー
マについて、口
頭で意見交換す
る活動
・与えられたテー
マについて調
べ、その是非に
ついて意見を述
べ合う活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動

・言語活動の観察
・レポート
・定期考査



10 9

Dangerous cures 医療を目的とした
毒の利用について
書かれた内容

ア ペア・グループワークに積
極的に参加し，考えや意見を
相手にわかりやすく、説得性
を持たせながら説明すること
ができる。
イ　読んだことに基づき，医
薬開発に毒を用いることのメ
リット・デメリットについて英
文レポートを作成する。
ウ　医療に活用される毒につ
いて書かれた英文を読ん
で，内容を理解する。
エ　医療に関連する語彙･表
現等を身に付ける。

①ペア・グルー
プワークに積極
的に参加し，感
想や自分の考え
などを，伝え合
おうとしている。
②積極的に自分
の意見を書こう
としている。

①読んだことに
基づき，考えや
意見を相手にわ
かりやすく、説得
性を持たせなが
ら説明すること
ができる。
②医療に毒を活
用することにつ
いてのメリットと
デメリットについ
て書くことができ
る。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②レポート作成
で使用できる語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・与えられたテー
マについて、口
頭で意見交換す
る活動
・与えられたテー
マについて調
べ、その是非に
ついて意見を述
べ合う活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動

・言語活動の観察
・レポート
・語彙・表現テスト
・定期考査

11 8

Nature's Fury 自然災害について
書かれた内容

ア ペア・グループ活動に積
極的に参加し，考えや意見を
相手にわかりやすく、説得性
を持たせながら説明すること
ができる。
イ　読んだことに基づき，災
害が生じる過程とその対処
について英文レポートを作成
する。
ウ　災害が生じる過程とそれ
への対処法について書かれ
た英文を読んで，内容を理
解する。
エ　災害・自然現象・防災に
関連する語彙･表現等を身に

①ペア・グルー
プワークに積極
的に参加し，感
想や自分の考え
などを，伝え合
おうとしている。
②積極的に自分
の意見を書こう
としている。

①読んだことに
基づき，考えや
意見を相手にわ
かりやすく、説得
性を持たせなが
ら説明すること
ができる。
②災害が生じる
過程や対処法に
ついて書くことが
できる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②レポート作成
で使用できる語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・与えられたテー
マについて、口
頭で意見交換す
る活動
・与えられたテー
マについて調
べ、その是非に
ついて意見を述
べ合う活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動

・言語活動の観察
・レポート
・語彙・表現テスト
・定期考査

12 5

Building Wonders 建築について書か
れた内容

ア ペア・グループ活動に積
極的に参加し，考えや意見を
相手にわかりやすく、説得性
を持たせながら説明すること
ができる。
イ　読んだことに基づき、建
築物の特徴について英文レ
ポートを作成する。
ウ　建造物の特徴や歴史に
ついて書かれた英文を読ん
で、内容を理解する。
エ　建築に関連する語彙や
表現を適切に使う。

①ペア・グルー
プワークに積極
的に参加し，感
想や自分の考え
などを伝え合お
うとしている。
②積極的に自分
の意見を書こう
としている。

①読んだことに
基づき，考えや
意見を相手にわ
かりやすく、説得
性を持たせなが
ら説明すること
ができる。
②建築物の特徴
について書くこと
ができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②レポート作成
で使用できる語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・与えられたテー
マについて、口
頭で意見交換す
る活動
・与えられたテー
マについて調
べ、その是非に
ついて意見を述
べ合う活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動

・言語活動の観察
・レポート



１

２
7

Form and Function 生物の身体上の特
徴と機能ついて書
かれた内容

ア ペア・グループ活動に積
極的に参加し，考えや意見を
相手にわかりやすく、説得性
を持たせながら説明すること
ができる。
イ　読んだことに基づき，生
物の身体の形状の特徴と機
能について英文レポートを作
成する。
ウ　進化の過程や身体の特
徴が持つ機能についての英
文を読んで，内容を理解す
る。
エ　形状描写や機能に関連
する語彙･表現等を身に付け
る。

①ペア・グルー
プワークに積極
的に参加し，感
想や自分の考え
などを伝え合お
うとしている。
②積極的に自分
の意見を書こう
としている。

①読んだことに
基づき，考えや
意見を相手にわ
かりやすく、説得
性を持たせなが
ら説明すること
ができる。
②生物の身体上
の特徴と機能に
ついてのレポー
トを書くことがで
きる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②レポート作成
で使用できる語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・与えられたテー
マについて、口
頭で意見交換す
る活動
・与えられたテー
マについて調
べ、その是非に
ついて意見を述
べ合う活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動

・言語活動の観察
・レポート
・語彙・表現テスト
・定期考査

２

３
9

Mobile Revolution テクノロジーの利便
性について書かれ
た内容

ア　ペア・グループ活動 に積
極的に参加し，考えや意見を
相手にわかりやすく、説得性
を持たせながら説明すること
ができる。
イ　テクノロジーがいかに問
題を解決し得るかについて
英文レポートを作成する。
ウ　生活をより便利にするた
めにテクノロジーがどのよう
に利用されているかについ
て書かれた英文を読んで，
内容を理解する。
エ　テクノロジーの利便性に
関連する語彙･表現等を身に
付ける。

①ペア・グルー
プワークに積極
的に参加し，感
想や自分の考え
などを伝え合お
うとしている。
②積極的に自分
の意見を書こう
としている。

①読んだことに
基づき，考えや
意見を相手にわ
かりやすく、説得
性を持たせなが
ら説明すること
ができる。
②テクノロジー
がいかに社会問
題を解決し得る
かについてのレ
ポートを書くこと
ができる。

①自分の意見や
考えを伝える表
現を理解してい
る。
②レポート作成
で使用できる語
彙を理解してい
る。

・英文を読んで
概要を理解する
活動
・与えられたテー
マについて、口
頭で意見交換す
る活動
・与えられたテー
マについて調
べ、その是非に
ついて意見を述
べ合う活動
・自分の考えを
書いたり発表し
たりする活動

・言語活動の観察
・レポート
・語彙・表現テスト
・定期考査

総時数 70



学校名　　　福井県立高志高等学校

科目名 学科名 対象学年 単位数

ＫｏＡ－Ｒ・Ⅱ 普通科 ２年 ２

科目の目標

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 調査・研究の技能 知識・理解

・幅広い問題に関心を持ち，自
身の研究テーマと関連づけて，
探究を深めることができる。
・積極的に質問や議論を行い，
相互に理解を深め研究の質を向
上させることができる。

・調査・研究・観察・実験等を
通して，事象を客観的に捉え，
分析的・総合的に考察して，根
拠を示して論理的に表現でき
る。
・他の研究を正確に理解し，自
らの意見や質問を論理的に表現
することができる。

・調査・研究・観察・実験等の
方法を理解し，改善を重ねて科
学的に探究することができる。

・自分たちの調査研究や他のグ
ループからの指摘などを理解
し，適切に活用して研究を深化
させることができる。

評価の観点および評価規準

令和３年度　サイエンスフロンティア　指導と評価の年間計画

教科書（出版社・タイトル） 補助教材等

なし なし

①前年度の研究結果を踏まえて，研究テーマ・コアテーマの再検討を行い的確な研究計画を
　立て，グループ内やグループ間で協力して課題研究に取り組む。
②課題研究を通して，調査研究やデータ処理，分析・まとめ・発表・議論など課題解決に
　必要な能力を習得する。



学校名・学科・学年　　　　福井県立高志高等学校・普通科・２年

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 調査研究の技能 知識・理解

４月
ガイダンス
研究計画

・年間計画の確認。
・研究の現状と課題の確認。
・研究計画の確認

6

・各グループのテーマとコアテーマ
を理解し、建設的な議論を行ってい
る。

・全体計画と各自・各班の課題を把
握し，適切に方針を立て，具体的に
計画している。

・研究課題や現状を的確に把握・分
析し，具体的かつ現実的な実験計画
に反映している。

・各自がグループの目標や研究手
法，課題等について正確に理解して
いる。

実験計画書
探究ノート

５月
６月

課題研究

・グループ毎に，適切に計画管理し
ながら実験・観察・調査を行う。

14

・課題解決に関心を持ち、自ら役割
を見つけ協力して取り組んでいる。

・情報を適切に取捨選択し，必要な
質・量の情報を適切に効率的に収集
している。
・グループ内で積極的な議論を行い
研究の改善に資することができる。

・調査・研究・観察・実験等の方法
を理解し，適切に実行できる。

・各自の調査研究で得た情報を適切
に記録・把握し，論理的に分析して
いる。

実験計画書
探究ノート

７月 中間報告会

・中間報告会の準備
・中間報告会
　（領域別，コアテーマ別）
・フィールドワーク準備 8

・進捗を共有し，わかりやすくまと
めたり発表したりするための工夫を
行っている。

・年間の計画を意識しこの段階で必
要なまとめを行い，わかりやすく発
表できる。

・発表会での議論や指摘を理解し，
整理してまとめ，記録に残すことが
できる。 研究ノート

発表
発表資料

９月
10月

課題研究

・中間報告会や休業中の情報収集を
踏まえて研究計画を修正する。
・海外交流等での調査・発表を計画
的に進める。 10

・中間報告会も踏まえた上で，情報
を整理し，研究が深まるよう徹底し
て取り組もうとしている。

・中間報告会も踏まえた上で，情報
を適切に取捨選択し，必要な質・量
の情報を適切に効率的に収集してい
る。
・グループ内で積極的な議論を行い
研究の改善に資することができる。

・調査・研究・観察・実験等の方法
を理解し，適切に実行できる。

・各自の調査研究で得た情報を適切
に記録・把握し，論理的に分析して
いる。

探究ノート

11月
12月

課題研究

・研修旅行等での調査・発表を踏ま
えて，研究を進める。
・発表会に向け，計画的に情報のま
とめと分析を行う。 12

・グループ内およびコアテーマ内で
充分に議論し，研究結果を真摯に分
析しようとしている。

・情報を適切に取捨選択し，必要な
質・量の情報を適切に効率的に収集
している。
・グループ内で積極的な議論を行い
研究の改善に資することができる。

・調査・研究・観察・実験等の方法
を理解し，適切に実行できる。

・各自の調査研究で得た情報を適切
に記録・把握し，論理的に分析して
いる。

探究ノート

１月
２月

発表準備
２年生研究発表会

・研究結果をまとめ，レポート，ポ
スター，発表資料を作成する。
・効果的な発表を計画・準備する。

14

・研究成果をわかりやすく伝えるこ
とができるよう，工夫を重ねてい
る。
・聞き手に配慮しわかりやすく発表
し，積極的に議論しようとしてい
る。

・研究成果を客観的・論理的に分析
し，適切な考察を加えて，今後の研
究課題を含めてわかりやすくまとめ
ている。

・発表会での議論を通じて今後の研
究に必要な指摘や知見を得ることが
できる。

・発表会での議論や指摘を理解し，
整理してまとめ記録に残すことがで
きる。 探究ノート

発表
発表資料
レポート

３月 課題研究

・発表会を踏まえ，研究計画を修正
する。

6

・指摘を率直に受け入れて前向きに
改善を図ろうとする。

・発表会を受けて来年度に向けて研
究計画の見直しを行い，まとめるこ
とができる。

・最終まとめに向けて必要な調査・
研究を整理し，必要な準備を計画す
ることができる。

・各自の調査研究で得た情報を適切
に記録・把握し，論理的に分析し，
今後の課題とその解決策について検
討できる。 探究ノート

70

「ＫｏＡ－Ｒ・Ⅱ」　指導と評価の年間計画

実
施
月

単元名
単元の目標

指導内容
配当
時間

具体の評価規準
評価方法


